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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　あらいずみるい
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　激闘たたかえ！ 料理人コツクさん










「こんなメシが食えるかぁぁぁぁっ！」





　どがしゃぁぁぁっ！





　やたら気の短い叫さけびとともに、テーブルが、上の料理ごとひっくりかえる。


　ぼーぜんと突つっ立つウエイトレスのねーちゃん、そそくさと、逃にげるように店を出ていく他の客たち。


　さわざを起こしたのは、いかにもごろつきふうの三人組。


　見るからに心の狭せまそーな目つきで、じろり、と店内を一いち瞥べつする。


　さらに数組の客たちが、あわてて店を出て行った。


　とある町の片かた隅すみにある、『白鎧亭ホワイト・メイル』の名を持つメシ屋でのことである。


「おうおうおうっ！　おれたちゃ人間さまの食いもんを注文したんだぜいっ！」


「ブタのエサを頼たのんだおぼえはねえっ！」


　などと口々にわめき立てる。


　よくいる、町のごろつきたち、といったところだろう。


　──むろん、いくらよくいるタイプだからといって、気にならないわけはない。


　第一、せっかくのごはんがマズくなる。


「──結構おいしいわよ。ここの料理。……もっとも、神経も脳ミソもないよーなひとには、料理の味なんてわかんないでしょーけどね」


　フォークとナイフを休めもせずに、あたしは大きな声で言ってやる。


　……ぴくっ！


　男たちは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、ゆらり、とこちらをふり向いた。


「……なんだと……」


「何か言ったか？　このアマ？」


「え？　もっかい言ってみろよ」


　ストックの少ないボキャブラリーを誇こ示じするかのように、パターン通りのセリフを吐はく。


　……やれやれ……


　あたしは深いため息をつき──


「お客さんがた！」


　あたしが席を立ちかけたその時、横から割って入ったのは、おそらく店のおやじさんだろう。髪かみに白いものの混まじった、やや小こ肥ぶとりのおっちゃんだった。


　正面から、三人組を、きっ！　とにらみつけている。


　ごろつきたちはゆっくりと、おやじさんの方に向きなおり、


「……何だぁ？　ひとにこんなメシ出しといて、文もん句くでもあるってぇのか？」


「ほかのお客さんに迷めい惑わくですじゃっ！」


　はっきりきっぱり言い返した。


「他の客なんていねぇじゃねーかよ」


　男のひとりが吐き捨てる。


「いるわよ」


　トリ肉をつっつきながら言ってやる。


「……このアマっ……」


　一瞬ふくれ上がる殺気。


　しかし男が行動に移るより、おやじさんのことばの方が早かった。


「とにかくっ！　これ以上騒さわぐつもりなら、出ていってもらいますっ！」


「……出ていってもらう……だと？」


　男たちは、怒いかりに顔をこわばらせ、


「てめぇ。誰だれにモノ言ってるのか、わかってねえな!?」


「おもしれぇ。追い出せるもんなら追い出してみろよ」


　ずいっ、と一歩詰つめ寄られ、思わず数歩後ろに退さがるおやじさん。


「グーン！　ブルーノ！」


『おうっ』


　悲鳴にも近いおやじさんの声に応こたえ、奥からのそりと姿を現わす二人の男。


　おそらく店の用よう心じん棒ぼうだろう。かなりの巨体に、はちきれんばかりの筋肉。そのものごしから察するに──
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　……単なるでくのぼーだな……こりゃ……


「へぇぇ……なるほど、用心棒か」


　ばかにしきった口く調ちようの三人に向かって、男二人は歩み寄る。


「悪いが、出ていってもらいましょうか」


「迷めい惑わくなんでね」


　二人のことばを、ごろつきたちは、しかし鼻の先で笑い飛ばした。


「……いいさ。相手になってやるよっ！」


　それが、戦いの合図だった。





　だがしゃぁぁんっ！





　テーブルひとつをひっくりこかし、メシ屋の床ゆかにはいつくばったのは、用心棒の片方だった。


　……ほら。やっぱし弱い。


　筋肉トレーニングで造られた筋肉と、実戦で鍛きたえられた筋肉とは、かなり質が違ちがうことを、店のおやじさんも、そして大男たちもわかっていなかったよーである。


　あたしの故く郷にの姉ねえちゃんなんぞ、やたら細っこい腕うでしてるくせに、へーきな顔してバスター・ソードを片手でぶん回す。


「……へっ！　たあいもねえっ！」


　三人は、もう片方の用心棒に、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべたままで、


「どうする？　まだやるかい？」


「……ちっ……！」


　ロコツな舌打ちひとつして、用心棒はじわりっ、と後あと退ずさる。


　──このごろつき三人組、確かに腕は悪くない。


　悪くはないが、それはあくまでも、『ちょっとした町でちょっとデカい顔ができる』といった程度のシロモノである。


「──ぉおおぉりゃぁぁぁぁぁっ！」


　気合い一発、ヤケクソ気味に、突っ込んでいく用心棒。もちろんそんな攻こう撃げきで、どーにかなったりするわけはない。


　ひとりに足を払はらわれて、あっさりバランス崩くずしたところに、別のひとりの放った蹴けりがまともに決まった！


　男はまともにすっ飛んでぇぇぇぇぇっ!?





　どごめしゃぁぁっ！





　……あたしのいるテーブルを、まともに粉ふん砕さいしたのだった。


　……もちろん上の料理ごと。
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「……へ……馬鹿が」


　がたんっ！


　あたしはいすから立ち上がり、つかつかつかっ、とごろつきたちに歩み寄る。


　連中は、余裕の笑みを浮かべたままで、


「……お？　どうしたい？　トイレにでも行くのかい？」


「それとも何かな？　今度はおじょうちゃんが俺おれたちの相手をしてくれるってか？」


　言ってひとしきりバカ笑い。……何がおかしいのか知らないが。


　かまわずあたしは歩み寄り、連中の目の前で足を止め、満まん面めんの笑みを浮かべてみせた。


「？」


　いぶかしげな顔をする男の肩かたに手を置くと、あたしはぽそり、とつぶやいた。


「雷撃モノヴオルト。」





　ぴばしぃぃっ！





　びくんっ！　とケーレンひとつして、男はその場に崩れ落ちる。


　雷らい撃げきの初級呪じゆ文もんで、触さわったものに、電撃を流す術である。体術の苦手な魔ま道どう士しうちでは、あまり人気のない術だが、ちゃんと使えばほら、この通り。


「──なっ……！」


　残る二人が驚きよう愕がくの声を上げた時、すでにあたしは動いている。


　すくい上げるように放った蹴りが、片方のあごを捕とらえていた。


　がつんっ。


　にぶい手ごたえと音を残して、男は後ろにひっくり返る。


「……きさま!?」


　ようやくあたしの実力に気づいたか、残る一人はあわてて身構えた。


　あたしは手近にあったいすを、男に向かって蹴り飛ばした。


「ぅどわをっ!?」


　男が、飛んできたいすを払ったその瞬しゆん間かん。いすのあとを追って走ったあたしの拳こぶしが、男のみぞおちにめり込んでいた。





「……ふっ。食べ物をそまつにするひとは、いつかこーゆー目にあうのよ」


　倒たおれた男たちを見下ろして、あたしは小さくつぶやいた。


　──正面きって戦えば、もう少し手こずったかもしれないが、相手の不意さえつければ、ざっとこんなもんである。


「すばらしいっ！」


　ぼーぜんと、ことのなりゆきを見守っていたおやじさんは、やおら大きな声を上げ、あたしの手を、わしっ！　とにぎりしめ、ぶんぶん上下に振ふりながら、


「いやぁっ！　強いっ！　あの連中を、いともあっさり倒すとはっ！　このマシュウ、心より感かん服ぷくしましたぞっ！」


「……はあ……」


　てきとーに、気のないあいづちをうつあたし。


「そこでじゃっ！　あなたのその実力を見込んで、ぜひにお願いしたいことがあるんじゃがっ！」


「……はあ……」


　ふたたび気のない声で言う。


　……どーせこのいきさつからして、用心棒になってくれ、とかなんとか言ってくるつもりだろうが……


　そんなあたしの内心を、知ってか知らずか、おやじさんは、あいそのいい笑みを浮かべたままで、


「……ま、とりあえず、奥で話だけでも聞いていただけませぬか？　お食事の用意もさせますから。──もちろん代金などは結構ですじゃ」


「ほんとっ[image: ]」


　思わずあたしは声を上げていた。


　──タダでごはんを食べさせてくれる──


　こんないい話を断わる奴やつは、その場で人間失格である。


「わかりましたっ！　とりあえず、お話をうかがいましょうっ！……と……、その前にこの三人を……」


「……どうするんです？」


　問いかけるおやじさんに、あたしはきっぱりとした口く調ちようで、


「身ぐるみはいで、表にほうり出します」


「……身ぐるみ……ですか……？」


　あたしの答えにおやじさんは、かすかにうさんくさそうな顔になる。


「──あ、誤解のないように言っときますけど、これはあくまでも、『徹てつ底てい的にぶちのめす』ってぇのが目的ですから」


「…………？」


　とまどいの色を見せるおやじさんに、さらにことばを続けるあたし。


「いいですか、このテの連中っていうのは、少々ぶち倒しただけじゃあだめなんです。あの時のかたき、とばかりに、こんどはおーぜい仲間をつれて来たりするもんなんです」


「……なるほど……確かに……」


　そーいった経験でもあるのか、しみじみうなずくおやじさん。


「それを防ぐ方法はただ一つ。反撃する気が起きなくなるくらい、徹底的に叩たたく！　これですっ！　今度戦って負けたら殺されるっ！


　相手の心の奥底、骨のズイまでそれを味わわせてやることよっ！　どーせ悪人に人権なんてないんだし、何をしたってどっからも文もん句くは来ないわっ！」。


「……なるほど」


　どーやらなっとくしてくれたようである。


「──さて──と。それじゃあ……」


　つぶやいて、あたしは倒れた男たちのふところをあさりはじめる。


「ををっ！　思ったよりずいぶん持ってるじゃないのっ、！　こいつぁラッキーっ！　これだけあれば、とーぶん左ウチワよっ！　左ウチワっ！　うふふふひはふふふふふふっ！」
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　……そんなあたしを、店のおやじさんは、まるで別の生き物でも見るかのよーな目で、じっと見つめていたのだった……





「……わしの名はマシュウといいますじゃ。


　この『白鎧亭ホワイト・メイル』を切り盛もりして、もう三十年ほどになります」


　店の奥にある一室、料理が運ばれるのを待って、おやじさんは、ぽつりぽつりと話しはじめた。


「──実はさっきの三人組、マドックの雇やとった連中なんですじゃ」


「マドック？」


　鴨かものスープをすすりつつ、おうむ返しに問うあたし。


「そうっ！　この町の一番の邪じや悪あくの輩やから、闇やみの使者じゃっ！　あやつの雇ったごろつきどもに、毎日のようにいやがらせをされて、店のもんはやめちまうし、客足はばったりと途と絶だえるし！」


「……ふぅむ……」


　土地目的か、はたまたゆすり、たかりのたぐいか。


　どちらにしても、よくいる『裏社会の顔役』といったところだろう。──となれば、かなりため込んでいるはず。しばき倒しまくったあとで、財産根こそぎぶん取ったところで、どこからも文句は出ない、とゆー奴やつである。


「お願いじゃっ！　このとしよりをあわれと思って、どうかお力を貸してくだされっ！　どうかっ！　どうかマドックの奴を成せい敗ばいしてくだされっ！」


　泣きつくように頼たのまれて、あたしはしばし腕を組む。


　依い頼らい料りようはふっかけられそうにもないが、足りないぶんは、マドックとやらをぶち倒してから、そっちからちょうだいすればいいわけである。


「いかがでしょう？……もしあやつをやっつけてくだされば、お礼として……そうですの……」


　マシュウさんの言った金額は、あたしが予想していたよりもかなり多かった。


「ふっ！　わかりましたっ！　そういう事情なら、この一件、このあたし、リナ＝インバースにお任まかせくださいっ！」


「おおおっ！　それでは引き受けてくださるかっ!?」


「もちろんですっ！──それじゃあさっそく！　そのマドックとかいう奴のアジトの場所、教えていただけますか？」


「喜んでっ！」


　かくて。


　マシュウさんから、敵のアジトの場所を聞き、あたしは出しゆつ撃げきしたのだった！





　あたしが『白鎧亭ホワイト・メイル』に戻もどってきたのは、夜になってのことだった。


「どうじゃった!?」


　期待に満ちた表情で、あたしを出で迎むかえるマシュウさん。


「……ふっ。ガチョウのローストがなかなかおいしかったわ。オタール鯛だいのクリームリース・ソテーもかなりのもんだったし」


　満足しきったあたしの答えに、マシュウさんは、やや間まを置いてから、


「……あの……一体何の話を……」


「何……って、料理の話」


「……マドックは……？」


　…………


「ををっ！」


　思わずぽんっ、と手を打つあたし。


「……そっちの『どうじやった？』ね……けどマシュウさん、説明された通りのところに行ったけど、メシ屋しかなかったわよ。……それでついつい……」


　マシュウさんは、大きなため息ひとつつき、


「……だから……そのメシ屋『黒斧亭ブラツク・アツクス』の主人がマドックなんじゃ……」


「でぇぇぇっ!?」


　思わずあたしは声を上げた。


「……そ……それならそーと最初に言ってくれれば……全メニュー完全制せい覇はなんてしなかったのに……」


「…………」


　あたしのことばに、しばし沈ちん黙もくするマシュウさん。


　……てことは結局、商売がたきのいやがらせ、とゆー奴か……


　となると、相手をぶち倒して財産根こそぎいただく、ってのはできなくなるなぁ……


　ちょっぴりがっかりするあたしだった。


「──わかりました。明日こそは、必ず」


「……今から行かんのか？」


　非難たらたらの調子で言うマシュウさんに、しかしあたしは首を横に振ふり、


「いえ……さすがに今日はこれ以上食べられませんから……」


「……あんた……ほんとーにやることわかっとるんじゃろーな……？」





　翌日──


　あたしはふたたびやって来た。


　黒斧亭ブラツク・アツクスへと。


　きしんだ扉とびらの音を立て、あたしは店に足を踏ふみ入れた。


　──この店、味は決して悪くないのだが、なぜか客の入りは少ない。


「いらっしゃいませー」


　時間が食事どきからはずれているせいもあってか、がらん、とした店内に、ウエイトレスの声が響ひびく。


　あたしの顔を見るやいなや、


「……あ！　きのうのお客さん！」


　あいそのいい笑みを浮かべた。
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「……よくおぼえてるわね」


「そりゃまあ！　全メニュー制せい覇はなんてやってのけちゃうひと、そういませんからね」


　……そーゆーもんなのだろうか。


「今日は何になさいます？　全メニューをふた回りずつ食べるとか……」


　できるかいっ！　いくらなんでもっ！


　ひとを底無し沼ぬまみたいに言わないでほしいもんである。


「……そーね……今日は……」


　テーブルについてメニューを眺ながめ──


　──はっ！


「そーじゃなくてっ！」


　あたしは叫さけんで立ち上がる。


　きょとんっ、とした顔のウエイトレスに、


「……あー、実はね、今日はあるひとの使いできたのよ」


「……はあ……」


　あたしは大きく息を吸い込み、


「──マドックさんに伝えて。『白鎧亭ホワイト・メイル』の使いのものが来た、って」


「……あなた……白鎧亭ホワイト・メイルの……!?」


　あたしが言うなり、ウエイトレスの顔がこわばる。


　そのままくるり、と背を向けて、逃にげるかのように、店の奥へとかけ込んで行った。


　そして──


　店の奥から姿を現わすひとりの──


「……ほぉう。マシュウのとこのが何の用かな？」


　とっさにあたしはことばも出せず、しばし立ち尽つくしたのだった。





「──どうじゃった!?」


「何もしてないわ」


『白鎧亭ホワイト・メイル』に帰るなり、きのうと同じ質問を投げかけてきたマシュウさんに、あたしはそっけなく答えた。


「……何も……してない……？」


　マシュウさんは、一いつ瞬しゆんぼーぜんとつぶやくと、


「……どーゆーことじゃっ!?　それはっ!?」


「聞きたいのはこっちの方よっ！」


　かみつくマシュウさんにどなりかえすあたし。


「あなたとマドックさんが双ふた子ごだったなんて、ちっとも聞いてなかったわよっ！」


　そう──


　つい今しがた、黒斧亭ブラツク・アツクスで、あたしの前に姿を現わしたのは、マシュウさんとうり二つの男だった。


　話を開けばなんのことはない、マシュウさんの双子の兄弟だ、ということである。


　しかしあたしのことばに、マシュウさんは、ふきげんな顔でそっぽをむくと、


「知らんっ！　あんな奴やつとはとっくに縁えんを切ったわいっ！　もう今は兄弟でも何でもありゃあせんっ！


　それに何より、どうあろうと、悪いのはあっちなんじゃっ！」


「……先にいやがらせをはじめたのは、マシュウさんの方からだ、って聞いたんですけど……？」


「ちょっとした無む邪じや気きなイタズラじゃいっ！


　あんな程度で目くじら立てて、文もん句くつけてくるマドックの方が悪いんじゃいっ！」


「……何をやったんです？　一体……？　マドックさんは、『本人に直接聞いてみろ』って言ってましたけど……」


「ほんのちょっと、奴の店で使うひき肉にミミズを混ぜといただけじゃいっ！」


　……をい……


「……ふつー怒おこるわよ……それは……」


「何を言うっ！」


　あたしの小さなつぶやきに、マシュウさんは青スジ立てながら、


「ミミズとひき肉なんぞ、ぱっと見た目にゃあわかりゃあせんっ！」


　……そーゆー問題じゃないと思ふ……


「ところが奴め！　何が気にさわったのか知らんが、おかえしとばかり、夜の間におかしなしかけをしよって！　翌朝、目がさめて店の扉とびらを開けたとたん、店じゅうに流しソーメンがなだれ込んで来よったわ！」


　……あんたら……一体……？


　そーぞーすると、かなりソーゼツな光景である。


「おかげで店じゅう麵めんまみれ、その日は結局しごとにならなんだわっ！」


　……ま、互たがいにンないやがらせばっかしやってれば、客の足も遠のくわな……


「……最近はやってないでしょーねぇ……そーゆーの……」


　おそるおそる問いかけるあたし。もっぱらここ二日ほど、あたしは、ここか黒斧亭ブラツク・アツクスかのどちらかで食べている。


「うむっ！　奴の店の玄げん関かんをピラフで埋うめた時点で、わしは賢けん明めいにも、戦略的にあまり効率がよくないことに気づいてのっ！　それからはもっぱら、用心棒を雇やとって代理戦争をやらせとるっ！」


　……もーちょっと早く気づけよ……もったいないぞ……食べ物が……


「……それで……？　そもそものケンカの原因は何だったわけ？」


「むろんっ！　料理に対する取り組み方の違いじゃっ！」


　思わずよろめきそうになるのを、あたしはかろうじてもちこたえた。


「料理とはすなわち食事、つまりは生きる糧かてじゃっ！　それを奴め、料理は芸術だとかわけのわからんことをぬかしよるっ！」


「……いーじゃないですかどっちでも……おいしけりゃ……」


　ため息混まじりに言うあたしに、しかしマシュウさんは、きっぱり首を横に振ふり、


「いーやよくないっ！　あのようなふとどきな輩やからは成せい敗ばいされてしかるべきじゃっ！」


「……けど、ここもあっちも、度たび重かさなるおたがいのいやがらせのせいで、ずいぶんお客さん減ってるみたいよ」


「……[image: ]っ……」


　さすがにこれはイタかったのか、一瞬絶句するマシュウさん。


「……だ……だからこそ、じゃっ！　だからこそ早急に奴を……！」


「──けど、いいんですか？」


　つき離はなした口く調ちようを装よそおって、あたしはぽつり、と言ってやる。


「……な……何がじゃ!?」


「たとえあたしの働きで、黒む斧こ亭うがどーにかなったとしても、マドックさん、きっと、『用心棒が優秀だったせいじゃっ！　お前が正しかったわけじゃないっ！　自分で決け着りをつける根こん性じようもないくせにっ！』とか何とか言うに決まってますよ」


「……う……た……確かに……」


　マシュウさんは視線を床ゆかに落とし、


「……どぉせ奴のことじゃ……それくらいは言ってくるに違いあるまいて……


　──しかし、ならどうすればいい？」


　マシュウさんの目を、まっ向こうから見つめ返し、あたしはきっぱりとこう言った。


「決着をつけるのよ。あなた自身の手で」





　そして。


　決戦の時は来た。


　町はずれにある空あき地、そこが戦いの場所である。


　あのあと、あたしのとりもちで、二人は直接対決することとあいなったのだ。


　場所や日取りのセッティングもむろんあたし。あたりには、ことのなりゆきを、かたずを飲んで見守る町のひとたちの姿。


　今回、あたしはあくまでも見み届とどけ役である。


「……よく来たな……マドック！」


　舞まい散る砂さ塵じんの向こうから、姿を現わした黒斧亭ブラツク・アツクスのマドックさんに、声高に呼びかけるマシュウさん。


「来ないかと思っておったぞ」


「きさまこそ……おじけづいて、家で震ふるえておるとばかり思ったがのぅ」


　負けじと言い返すマドックさん。


　顔形はそっくしなので、あたしの発案で、二人の服は違えてある。マシュウさんは、不死鳥フエニツクスの描かれた赤い服、マドックさんの方は、竜ドラゴンを描いた青い服。どちらも、ゆったり──というよりも、かなりだぶだぶの感はある。
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「よいか！　マシュウ！」


　びしぃっ！　と相手を指さして、マドックさんは言い放つ。


「きさまも料理人のはしくれなら、正々堂々、自らの料理で勝負してみせろ！」


「もとより、そのつもりじゃっ！」


　決然とうなずくマシュウさん。


　……ざわり……


　二人のことばに、見物人たちの間にざわめきが走る。


　……まづい……話が違う。


　一いつ般ぱん大衆はあくまでも、どろでろの不毛な肉弾戦を見物しに来たのであって、料理を作って「どっちがウマいか」などを見に来たわけではない。


　このままでは……


「行くぞっ！」


「おうっ！」


　しかしあたしやギャラリーの心配をよそに、二人はじわりっ、と間合いを詰つめる。


　先に動いたのはマドックさん。ひと息に、マシュウさんとの間合いを詰め──


「くらうがいいマシュウ！　パスタウェブネット！」


　ざぁっ！


　必殺の気合いとともに、マドックさんの服のそでから伸のびる無数の白い糸！


　どぉぉぉっ！


　一気にどよめくギャラリーたち。


「おおっとパスタですっ！　あれはスパゲッティパスタ！」


　思わず解説するあたし。


　ふと思いつき、「風」系の呪じゆ文もんで声の大きさを増ぞう幅ふくする。


『普ふ通つうのそれパスタよりはるかに長いそれが、マシュウさんの全身にからみつき、体の自由を奪うばい取るっ！　マシュウさん動けないっ！』


「ええいっ！　こんなもんっ！」


『マシュウさんもがく！　マシュウさんもがくっ！　しかしどうしたことか、パスタはびくともしないっ！』


「──こ……これはっ！　かアたルゆデでンっテ!?」
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「……くっくっく……その通りっ！　わしがたんせいこめて手打ちにしたパスタ、ひとの力で引きちぎれるものではないわっ！　むやみにもがけばもがくほど、どんどん締しまってゆくぞっ！　さあさあどうするっ!?　おとなしく負けを認めれば、ゆるめてやってもよいぞっ！」


『おおっと恐おそるべし！　マドックさんのパスタ攻こう撃げき！　マシュウさん早くも不利！　どうなる!?　このまま負けてしまうのかっ!?


　──ああっと！　マシュウさん笑っているっ！　これだけ不利な状じよう況きようにあってなお、不敵な笑みを浮かべている！　何か会心の策があるのかっ!?』


「……ふっ！　甘あまいぞっ！　マドック！」


　ひと声吠ほえて、マシュウさんはやおら、全身をからめるパスタにかみついた！


「なにいっ!?」


『おおっと！　食べているっ！　マシュウさん、全身をからめるパスタを食べていますっ！　さすがにもともとパスタだけあって、この返し技わざには弱いかっ!?』


　ややあって──


　全身をからめるパスタを食べ終えたマシュウさんは、げっぷとともに不敵な笑みを浮かべつつ、


「……まずはみごとなゆで加か減げんじゃとほめてやろう……しかし！　マドック！　ゆがく時の塩かげんを間ま違ちがえよったなっ!?」


「くっ！　見破られたかっ！」


　指し摘てきされ、苦く悶もんの表情を浮かべるマドックさん。


「ならば今度はこちらから行くぞっ！」


『おおっとマシュウさんっ！　ふところから出した何かを、マドックさんめがけて……投げたっ！　投げつけたっ！　しかし余よ裕ゆうでかわすマドックさんっ！　──おおっと!?　外れたはずのそれが、あたかもブーメランのように舞まい戻もどるっ！　あわてながらもマドックさん、なんとかよけるっ！　それはマシュウさんの手元に帰ってくるっ！　いったい……おおっと！　ピザですっ！　ピザパイです！　マシュウさんが放ったそれは、あたかも一枚の、凶きよう器きのごときピザパイだったっ！』


「……くっくっ……見たかマドック、わしの堅かた焼やきピザパイの力！　トッピングの重量配分を変えることにより、あたかもブーメランのごとき軌き跡せきを描き、堅焼きのそのエッジは鉄をも切断するっ！」


『恐きよう怖ふ！　戦せん慄りつ！　すさまじいまでの威い力りよくを秘めたマシュウさんのピザ！　もはや料理の域を越え、人外の戦いと化していますっ！


　しかしあの殺さつ戮りく料理を目の前にして、なおマドックさんには余裕があるっ！』


「ふっ！　おもしろいっ！　そんなものでこのマドックを倒せると思うならやってみるがいいっ！」


『おおっと！　不敵な宣言だっ！　マシュウさん、怒りに顔の色を染そめ、ふたたび堅焼きピザを投げつけるっ！　マドックさん──よけないっ！　よけませんっ！　不動のマドックさんに堅焼きピザが今……をををっ!?」





　どぉぉぉっ！





　大きくどよめくギャラリーたち。それも無理はない。


『おおっと！　マドックさん受けたっ！　受けとめたっ！　しかも口でっ！　さらにあのピザを食べているっ！』


　やがてピザを食べ終えて、マドックさんは、不敵な笑みを浮かべつつ、


「……くっくっく……歯ごたえ、味付けともに悪くない……しかしっ！　トッピングの位置がかたよっているせいで、やや味わいにムラがあるっ！」


「くぅっ!?」


　痛つう恨こんのうめきを漏もらすマシュウさん。


「それに、この堅さは、お年寄りにはちと酷こくじゃっ！」


「えぇいっ！　まだまだっ！　今のはほんの小こ手て調しらべじゃいっ！」


　マシュウさんのことばに、マドックさんは、満足そうな笑みを浮かべ、


「……ふっ……そうこなくてはなっ！　本当の戦いはこれからじゃいっ！」





　人外の戦いは熾し烈れつを極きわめた。


　マシュウさんが大地をコーン・ポタージュの海と変えれば、マドックさんの活いけ造づくりがマシュウさんを襲おそう。


　二人は、互たがいのくり出す攻撃、そのことごとくを食べつくしていた。


　そして──


　太陽が西に傾かたむきはじめたころ。


　長かった戦いにも、決着が着こうとしていた。


　双そう方ほう、手にしている料理は、腕ほどのサイズの堅焼きパンのみ。


　さすがに食べすぎで苦しいか、二人とも、額ひたいに脂あぶら汗あせをにじませて、ズボンのベルトをゆるめている。


「どーしたーっ！　がんばれーっ！」


「ゆけーっ！　マドックー！」


「マシュウ！　負けるんじゃねーぞーっ！」


　無言のにらみ合いを続ける一人に、ギャラリーたちは、好き勝手なやじを飛ばしまくる。


『両者、ファイト！』


　あたしの呼びかけに対しても、二人は動こうとはしない。


　──いやっ！


『おおっと！　これは単なるにらみ合いではないっ！　両者、わずかずつではありますがじりじりと間合いを詰つめているっ！』


　あたしのことばに、ひたりっ、と静まるギャラリーたち。


『互いに牽けん制せいしつつ、慎しん重ちように間合いを取っていますっ！　これは単なるにらみ合いではなく、もはや達人の域に達した者こそが成し得る名人戦ですっ！』


　かたずを飲んで二人に注目するギャラリーたち。緊張と静けさがあたりを支配する。


　そして──


　風が舞まった。


『とぉぉっ！』


　気合いの声さえハモらせて、二人は同時に地を蹴けった！


　ぱひ。


　乾かわいた堅い音を立て、二本のパンは交こう錯さくし、同時に半なかばから折れる！


　二人は互いの折れたパンを、空中で口にくわえ、飲み込むと──


　ぺたり、と、同時にその場に座すわりこむ。


　小さくあえぎながら、もはや動こうとはしない。


　どうやら、もう食べられないようである。


　……ざわざわざわ……


　さわぎはじめるギャラリーたち。


　──まづひ。ひぢょーにまづひ。


『さあっ！　あとひといきよっ！　双方ファイトっ！』


　必死でけしかけるあたし。しかし今度こそほんとうに、二人は動こうともしない。


『ふぁいとぉぉぉぉぉっ！』


「……見事じゃぞ……マドック……」


　マシュウさんの口から、小さなつぶやきが漏もれる。


　ざわざわざわざわざわ。


　さらにざわめく観客たち。


「……きさまもな……マシュウ……」


　つぶやき返すマドックさん。


　あああっ！　かなり本格的にマズひっ！


『がんばって二人ともっ！　ふぁいとよふぁいとっ！　あとひと息よっ！　人類の夜明けはもう近いっ！』


　しかしあたしの呼びかけに、マシュウさんはゆっくりふり向くと、疲つかれた声で、


「……もういいんじゃよ。おじょうちゃん」


　いかぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！


　本格的にいかぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！


「……マドックもわしも、料理のうでは互ご角かくじゃということが、今日の戦いではっきりわかった。おたがい、料理に対する姿勢は違えど、その情熱は変わらんようじゃ」





　ざわざわざわざわ。





　ああっ！　なんてことをっ！


「引き分け──といったところかの？」


　言って右手をさし出すマドックさん。


　やめろぉぉぉぉぉっ！


　しかしあたしの願いもむなしく、マシュウさんは、さし出された手をがっちりとにぎり返す。


　それが──


　この戦いの決着だった。


「──おい。」


　ぎくぅっ。


　後ろから声をかけられて、おそるおそるふり向けば、そこにはギャラリーご一同様。


「引き分けなら、賭かけ金返してくれよな」


「見物料もだぜ」


　などと口々にわめき立てる。


「……なんと……わしらを使って賭けなんぞをやっておったのか!?」


　あきれた声で言うマシュウさん。


　……まづひぃぃぃっ！


「……あ……あのっ、これはっ……！」


　あわてて言いつくろおうとする、あたしのことばを遮さえぎって、


「──となれば、依頼料は払えんの」


　冷たくきっぱり言い放つ。


「ちょっと!?　いくらなんでも……」


「たしかにわしは用心棒を頼たのんだかもしれんが、賭けの胴どう元もとを雇ったおぼえなんぞないからのぉ」


「ひぇぇぇぇぇっ！　そんなぁぁぁぁぁ!?」


　絶望にうち沈むあたしの後ろで、ギャラリーたちの金返せコールは、いつまでも、いつまでもひたすら続くのだった……







（激闘たたかえ！ 料理人コツクさん：おわり）












　失われた書物










　はじまりは、毎度毎度と全く同じ。


「あなた、さては魔ま道どう士しさんですねっ！」


　とある町の、あるメシ屋。どんな町にもたいていある、旅たび人びと相手の店だった。


　声をかけてきたのは巫み女こふうの女性。としのころならあたしと同じくらいだろう。伸のばした透すけるような金髪ブロンドと白い服とが、うす暗い店の中では目にあざやか。


　ただし──


　たいていこのテのはじまりかたをするしごとに、ロクなシロモノがない、などということは、今日きようび五歳の子供でも知っている。


「……魔道士さんですねっ！」


「……はいはい……」


　かさねて問いかけてくるのに、しかたなしにうなずくあたし。


　彼女は勝手に、あたしの向かいに腰かけて、


「あああっ！　やっぱり！……これもきっと神のおみちびきですわっ！」


「とっ……！　とにかくっ、まずは話とやらを聞かせてっ」


　あわててことばをうながすあたし。


　いかにもトモダチ然ぜんと、同じテーブルに座すわった奴やつが、いきなり店じゅうにひびくよーな声で、神サマがどーのとわめき出したのだ。ほかの客たちの視線がまぁ、イタいことイタいこと。


「はじめまして。わたし、ファラ＝ラミラージュと申します」


　言いながら、あたしの注文したランチ・コースのお皿さらの上から、勝手にイカフライをつまんで食べる。


「……リナ＝インバースよ」


　言いながら、あたしは皿を引き寄せた。


　彼女は一いつ瞬しゆん、うらみがましそーな目をこちらに向けて、


「実はわたし、クロンベルグの町にある教会で、地ち竜りゆう王おうを祭る神官のひとりとしてつかえております」


　……クロンベルグとゆーと、ここからはかなり離はなれた町である。歩きで行けば、ひと月近くかかるだろう。


「実は──わたしはこの地に、あるものを探し出すために遣つかわされたのです」


「あるもの？」


「ええ。ところが、同じものを狙ねらう組織が、悪の魔道士をやとって、ふとどきにも妨ほう害がいをしかけてきたのですっ！」


「──ちょっと待った」


　不吉な予感を胸に秘め、あたしは彼女のことばをさえぎる。


「何か？」


「悪の魔道士、って言ったわね」


「……ええ……恥はじも外がい聞ぶんもないかっこうで、耳ざわりな高笑いを上げる……」


「あああああああっ！　やっぱしぃぃぃぃぃっ！」


　思わず頭をかかえるあたし。


　ナーガのやつぅぅぅっ！　ここしばらく姿を見せないと思ってたら、きっちし道をふみ外してたかっ！
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「……どうかしましたか……？」


　きょとんっ、とした表情で、あたしの顔をのぞき込むファラ。


「いえいえいえいえっ！　ほんのちょっとっ！……つ……つまりは、その組織をはり倒たおしてその何かを手に入れるのを手伝ってほしい、とゆーことね」


「……そういうことです」


　やや不ふ審しんな表情を浮かべつつも、ファラは小さくうなずいた。


「ところで……その『あるもの』って？」


「お受け願えるなら話します」


　……なるほど……


　しばしあたしは考える。しごと自体は、あまり面おも白しろみもなさそうだが、このままナーガを野放しにしておくわけにもいかないだろうし……


　ああああああっ！　あたしってば、最近めっきり猛もう獣じゆう使いっ！


「……どうでしょう？」


　ややあってファラが尋たずねてくる。


「報ほう酬しゆうは？」


「──金貨二十枚。半分は前金でもう半分は成功すればお払はらいします」


　すこぶるおいしい話、というわけでもないが、そう悪い話でもない。


「──プラス、銀貨一枚なら引き受けるわ」


「……銀貨……一枚？」


　思わずまゆをひそめる彼女に、あたしは人さし指を立て、


「イカフライの代金よ」





「さて──それじゃあ話してもらいましょうか。あなたが手に入れたがっているもの、というのが何なのか」


　店の奥──ほかの客たちのいない場所にテーブルを移し、あたしはファラに問いかける。


　彼女はしばし、思わせぶりに口をつぐみ、やがて、小さな声でつぶやいた。


「──ルオ＝グラオンの書」


　思わずあたしは絶句した。


　ルオ＝グラオン。


　人生のすべてを、治ち療りよう用などに使う白しろ魔ま術じゆつの研究に捧ささげ、近代の五大賢けん者じやのひとりとして名を列せられた魔道士である。


　その彼が、かたときもその手元から離さず、また、誰だれにも見せることのなかった一冊の本がある。


　それが魔道士うちで、俗ぞくに『ルオ＝グラオンの書』と呼ばれる魔道書だった。
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　だが──


　とある日の朝。ルオ＝グラオンは、自室のベッドの上から、その姿を消していた。永遠に。その魔道書とともに。


　皆の前に屍しかばねを晒さらしたくはない、とだけ書いた置き手紙を残して。


　──彼は自みずからの死期を悟さとり、世に出してはならぬ魔道書を封ふうじたのだ──


　──彼は姿を消したのではなく、あの魔道書を狙ねらう組織に誘ゆう拐かいされたのだ──


　などなど、さまざまな憶おく測そくが当時は飛び交かったらしい。


「……本当なの？　それ？」


　若じやつ干かんのうたがいを込めて、あたしは彼女に問う。


「まちがいありません」


　自信があるのか、はっきり彼女はそう言い切った。


　……うーん……


　とはいうものの、たいていこのテのパターンは……


「……もしその本がニセモノだったら、あと金はどーなるわけ？」


「もちろん──それはお払いします。こっちの不ふ手て際ぎわですからね」


　よぉぉっし！


　これで、出てきたのが誰かの書いたニセモンだろーが子供のらくがき帳だろーが、あたしはちっとも困らんぞっ！





「……けどさ、ファラ。あんたのとこの教会って、なんでルオ＝グラオンの書なんてほしがるわけ？　ひょっとしたら、使っちゃいけない魔道技術、とかなんとかがぼこぼこ書いてあるかもしんないのに」


　その日の昼すぎ。


　きっそく二人は町を出て、目的の地へと向かう道すがら。


　なんでも目的地は、ここからさらに二日ほど歩いた、とある村の近くらしい。


「つまりですね、たとえそれを実際に使わないとしても、聖人ルオ＝グラオンの書だ、というものを祭ることで、信者さんたちの信しん仰こう度も一層あつくなるじゃないですか」


「つまりはまあ、信者を釣つるエサみたいなもんね」


「失礼な言い方しないでくださいっ！……せめて『客寄せパンダ』とか……」


「……それもじゅーぶん失礼だと思うけど……ま、それはともかく──」


　言いかけて、あたしはふと口をつぐみ、ひたり、とその場に足を止める。


「……どうしたんですか？」


「いや……妨ぼう害がいしようとしてる連中のこと聞こうと思ったんだけどね……どうやらその必要はなかったみたいね……」


　あたしのことばも終わらぬそのうち──


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　聞き慣なれたバカ笑いが、まっ昼間の街道に響ひびき渡ったのだった。





　ざんっ！


　陽光を一いつ瞬しゆんさえぎって、大地に黒い影かげが降り立つ。


　言うまでもない。白蛇サーぺントのナーガ！


「ふっ！　こんなところで会うとはねっ！　リナ＝インバースっ！」


　言って、びしぃっ！　とあたしを指さす。


「……リ……リナさん知りあいなんですか!?　あれと!?」


　驚きよう愕がくの声を上げるファラにうなずくあたし。


「……知りあいよ……言っとくけど、トモダチじゃないから」


「安心しました」


「ふっ！　何をこそこそ話してるのか知らないけど、ともあれ、あなたがそちらについた以上、わたしとあなたは敵同士！　情なさけをかけてもらえるなどとは思わないことねっ！」


「そっちこそ……ってそーじゃなくってっ！


　あんたねえ、ナーガっ！　ちっとはしごと受ける時、相手が善人か悪人か、くらいのことは考えなさいよっ！」


「──どういう意味かしら？　それ？」


　言ったのはナーガではなかった。


　ナーガの立っている、さらにその向こう。


　一体いつからそこにいたのか、木の陰かげにひとり、佇たたずむ少女。


　肩かたで切りそろえた黒い髪かみ、服ふく装そうは──ファラのとデザインは多少違ちがうが、やはり巫み女こふうのコスチューム。


「ふっ！　ミレナ！　あなたは退さがってて！」


「そうはいかないわ」


　ナーガのことばに彼女は首を横に振ふる。


「……あれが……？」


　あたしの問いに、ファラはミレナとやらをにらみつけたまま、


「あいつよ……同じくルオ＝グラオンの書を狙う、水すい竜りゆう王おうを信しん仰こうする教会の手先よ」


「悪の組織って言ったじゃないっ!?」


「言ってませんっ！」


　などとこちらがやっているうちにも、ミレナはかまわずことばを続ける。


「邪じや教きようの手先に、まるっきり悪人みたいな言い方をされて、黙だまってられるわけがないしょ？」


「邪教とは何よっ!?　邪教とはっ!?」


　今度はファラの方が声を上げる。


「そーじゃないのっ！　だいたい、地竜王なんてくそ地味な神サマおがんで喜ぶなんて、ふつーの人間のやるこっちゃないわよっ！」


「なんですってぇぇぇぇっ!?　なによなによそっちこそっ！　赤ル眼ビのー魔ア王イなんぞにあっさり、ぽてっ、と倒たおされた、根こん性じようなしの水竜王みたいなロートル神拝おがんでるんだから、たかだか程度の知れたもんねっ！」


　……そこまで言うなよ……お互たがい……


　バチ当たるぞ。しまいにゃ。


「なんですってぇぇっ!?」


「なによぉぉぉぉぉっ!?」


　二人はしばしにらみ合い、


「ナーガっ！　やっておしまいっ！」


「行けっ！　リナさんっ！」


　言われてしぶしぶ前に出るあたし。


　はっきし言って、ヤル気はまるっきし失うせていた。


　とはいえ、前金はすでにもらっているし、ファラが噓うそをついていた、というわけでもない。いまここで『ヤル気がなくなったから』なんぞと断われば、違い約やく金きんを払わなくてはならない。


　が──


　できない。あたしには。


　一いつ旦たん自分のふところに入った金を相手に返すなどっ！


　そんなあたしとはうらはらに、ナーガはやる気じゅーぶんのようである。


「ふっ！　やはりわたしたちは、いずれこうなる運命だった、というわけねっ！


　行くわよっ！　リナっ！」
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　かくて、二対二の戦いの火ぶたは切って落とされたのだった。





「氷の矢フリーズ・アロー！」


　ナーガの放った冷気の矢が、戦いの口火を切った。


　あたしはあわてて、近くの木の幹みきに身をひそめ、これをなんとかやりすごす。


　──えぇい。やるっきゃないかっ！


　あたしにいくらやる気がなくても、むこうがそれで手を抜くわけでなし、そうなれば、やっぱしやるっきゃないのである。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえる。


　爆裂陣メガ・ブランドの一発で、てっとり早く終わらせるべしっ！


　行くぞっ！


　タイミングを見み計はからって飛び出すあたし。


　正面にナーガとミレナの姿！


「雷撃破デイグヴオルト！」


　──ファラの声は、背中から聞こえた。


　……へ……？





　ぴばしぃぃぃっ！





　何かを考える間すらなく、全身を痛みが走りまくり──


　……ぽてっ……


　そのままあえなく、あたしはその場に倒たおれ伏ふす。


「ああっ！　リナさんっ！」


　後ろで聞こえるファラの声。


「何やってんですかっ!?　このかんじんな時にっ!?」


　あんたがやったんだっ！　あんたがっ！


　心の中でツッコミを入れながら、あたしの意識は薄うすれていった……





「……う……うんっ……」


　あたしがようやく気がついたのは、だいぶたってからのことだったらしい。


　夕日があたりを、オレンジ色に染そめている。


　……どーやら、ファラの雷撃破デイグヴオルト、呪文をミスったか魔力がなかったか、ともあれかなりパワーの小さいシロモノだったようである。


　でなきゃ死んでるぞ。ふつーは。


　まだ少し、しびれの残る身を起こし、あたりをざっと見渡せば、むろんナーガとミレナの姿はもうなく、近くには、どつき倒され、目を回しているファラの姿。


「……ファラ。ファラってば」


「……う……う……ん……」


　かるく二、三度体をゆさぶると、小さな呻うめき声を上げ、そして彼女は目を開く。


「……リナさんっ!?」


　あわてて彼女は身を起こし、あたりをきょときょとと見渡す。


「ミレナたちは!?」


「もういないわ。たぶん先に行ったんだと思うけど……」


「ああああっ！　リナさんがいきなり倒れたりするからっ！」


「あのねぇっ！　ひとを背中から撃うっといて、いきなり倒れた、もないでしょーがっ！


　……言っときますけどねえ、『横から急に飛び出したから』なんて言い訳わけはなしよっ！


　はずす余よ裕ゆうはじゅーぶんあったはずなんだからっ！」


「そんなこと言ったってっ！　目、つむったままで撃ったんだからわかりませんよっ！」


「目をつむったままで攻撃魔法ぶっ放すんぢゃなぁぁぁぃっ！」


　思わずあたしの上げた絶ぜつ叫きように、さすがに反論できなかったか、彼女はしばし沈ちん黙もくし、


「……まあ、これも神の与あたえたもうた試練だと思って……」


「人災でしょーがっ！　人災っ！」


「そんなことより、今は一刻も早く、二人を追うことの方が先決ですっ！」


「……まー、そーだけどね……」


　あたしは気乗りのしないまま、しぶしぶうなずいたのだった。





「──このあたりのはずですっ！」


　言ってファラは足を止めた。


　あれから二日。


　あたしたちはあのあと、姿を消したミレナとナーガとを追うように、問題の場所へとやって来たのだった。


　とある名もない小さな村から、さらにさらに、山に分け入り歩いてしばし。


　はっきし言って、この上もなくへんぴな場所である。


　村での聞き込みからしても、ここに二人が来ていることは、どうやらまちがいないようだが。


「……で？　このあたりのどこなわけ？　その問題の場所は？」


「知りませんっ！」


「ちょっとぉぉっ!?」


　きっぱりはっきり言い放たれて、思わずあたしはうろたえる。


「だいじょーぶですっ！　神のご加か護ごがある限り、きっと必ず見つかるはずですっ！」


「そのセリフ、一体どぉいう根こん拠きよがあるってぇのよっ!?」


「そんなものはありませんっ！」


「ああああああああっ！」


　思わず頭をかかえるあたし。


　これだからっ！　これだからシューキョー関係の依い頼らいはヤなんだっ！


「信じれば、必ずご加護は得られますっ！」


「ンなこと言って、もしその場所とやらが見つかんなかったらどーすんのよっ!?」


「見つかるまで探しますっ！」


「ひいいいいいいいっ！」


　い……いかぁぁぁんっ！　このままじゃあへたすれば、あるかどーかもわからない場所を探して、一生このあたりをうろつく、なんてハメにもっ！


「……け……けどね、ファラ、もしもミレナやナーガの方が先に手に入れてたら……」


「いーえっ！　それはありえませんっ！」


「でもでもっ！　あっちにも『神のご加護』とやらがあるのによっ！」


「ありませんっ！」


「どーしてっ!?」


「どーしてもですっ！」


　っだめだぁぁぁぁぁっ！　こいつを説得しよう、なんてこと自体がまちがってるぅぅぅぅっ！


「さあっ！　リナさんっ！　頭抱かかえてうずくまってないで、いっしょにその場所を探しましょうっ！」


　……よーし……


　こーなったらあたしもヤケよっ！


「いーわよわかったっ！　てってーてきにこのあたり、片かたっ端ぱしからさがしてやろーじゃないのっ！」


「ああっ！　わかってくださいましたかっ！


　リナさんっ！」


「おぅっ！　それで？　ファラ、その『場所』の特とく徴ちようとかは!?」


「知りませんっ！」


「いぃぃぃぃやぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　あたしはとぉとぉ、ひざを抱えて泣き出したのだった。





「……探せば見つかるもんなのねー……」


　あたしが思わずつぶやいたのは、それからしばらく後のことだった。


　そう。


　神のご加護かご都つ合ごう主義か、いきなし見つかってしまったのだ。それらしい場所が。


　そこは、巨大な一枚岩の崖がけだった。


　ツタや雑草におおわれ、一見しただけではわからないが、よく見れば、崖のあちこちに小さな丸い穴あなが開いている。


　空気穴か、はたまた明り取りなのか。いずれにしても、人の手が加わっていることにまちがいはない。


　岩のふもとまで近寄れば、ツタとしげみに覆おおわれて、ぽっかりと、人がくぐれるほどの穴が開いている。


「なるほど……地精道ベフイス・ブリングを使って岩に穴開けたんだ」


　あたりを調べ、つぶやくあたし。


「……けどそれよりも問題なのは……よ、ここに誰かが出入りしたあとがある、ってことね。それも、昔の話じゃなくて」


「それじゃあ……！」


　思わず声を上げるファラに、あたしはこっくりうなずくと、


「ええ。たぶん。ミレナとナーガもここを見つけて──


　まだ中にいるわ。おそらく」


「急ぎましょう！　リナさんっ！」


　あたしはふたたびうなずくと、ショート・ソードの鞘さやの先に、魔法の明りをうすく灯ともして、洞どう窟くつ（？）の中へと入って行った。


　ひんやりと、湿しめった空気が肌はだにまとわりつく。


　天てん井じようは、ちょうど人が立って歩くのにつごうのいいくらいの高さになっている。……まあ、ここが人工の洞窟である以上、当り前といえば当り前なのだが……


　闇やみの向こうを透すかして見れば、はるか遠くにぼんやりと──


　あたしはあわてて、鞘に灯した明りを消した。


「……どっ、どうしたんですっ!?」


「しっ！　静かにっ！」


　ファラに小声でストップをかけ、あたしは洞窟の奥を指さした。


「──あれは──!?」


　思わず小声でつぶやく彼女。


　二人の見つめるその向こう、洞窟の奥の方。うすぼんやりとではあるが、まざれもない、明りが見えている。


「──行くわよ。ファラ」


「……え……ええ」


　二人は気配を殺しつつ、光を目ざして洞窟を行く。


　曲がりくねった通路を進むことしばし。


　やがて二人は薄うすい光の中に出た。


　壁かべと天井一面に、ヒカリゴケが生はえている。


「さっきの光って、これだったんですね」


　つぶやくファラにうなずくあたし。


「ともあれ、ミレナやナーガもここを通ったはずよ。さ、先を急ぎましょ」


　言ってふたたび歩き出す。


　どうやら通路は、左に向かってらせんを描きつつ、ゆるい坂道となって、上へ、上へと向かっているようだった。


「──リナさん、あれ！」


　ファラの声に、視線を送れば、通路の途と中ちゆうにぽつんとドアひとつ。


「調べてみましょ」


　足音を殺してドアの正面に立つ。中の気配をうかがって──


「何やってるんですか？」


　言ってむぞうさに、ノブに手を伸のばすファラ。


　ああああっ！　罠わなでもあったらっ!?


　止めるいとまもあらばこそ。


　がちゃぎぃっ。


　音を立てて扉とびらが開く。


　正面に、いきなり、ナーガとミレナの顔があった。


『っどわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?』


　同時に声を上げながら、双そう方ほうは、ドアのうちと外とに飛び退のいた。


「──ふっ！　よくぞのこのこと、こんな所まで追いかけてきたものね！　リナ＝インバースっ！……どうやら、ここで決着をつけなければならないようねっ！」


　中からひびくナーガの声。


「……そうみたいね……」


　静かに言ったあたしのことばに、一いつ瞬しゆん起こる、動どう揺ようの気配。


「……ふっ……でもあんまり無茶はしないでねっ！」


　いきなりビビっとるいきなりビビっとる。


「ファラさん、一、二の三で中に飛び込むわよ。入ったとたんの攻こう撃げき、ってぇのがあるかもしんないから、用心してね」


「けどそれより、中に火炎球フアイアー・ボールか何かほうり込んだほうが早いんじゃありません？」


「ンなことして、もしもこの部屋に例の本があったら、いっしょに燃えっちゃうでしょーがっ！」


「だいじょうぶですっ！　わたしたちには神のご加護がありますからっ！」


「ンなもんがあるなら、前に戦った時、勝ってるはずでしょーがっ！」


「あれは試練ですっ！」


　……こいつはー……あー言えばこー言う……と、待てよ。


「今回のこれも試練なのよっ！」


「なるほどっ！　そうかもしれませんねっ！」


　こーゆーふーにコントロールすりゃいーのか。こいつは。


「それじゃあ行くわよ。一、二のさんっ！」


　同時に部屋に転ころがり込むあたしとファラ。


　てっきりあると思っていた、ナーガたちからの呪じゆ文もん攻撃もない。


　手近にあった棚たなの陰かげに身をひそめ、あたりの様子をうかがえば、どうやらここは、実験室か何からしい。


　実験器具の品しな揃ぞろえも少なく、あまり使われているようすもないが、広さだけはじゅーぶんにある。


　棚と柱にさえぎられ、おまけに、部屋に明りがないせいで、視界はすこぶるつきで悪い。


　ナーガたちは、一体どこにひそんでいるのか……？


　ここは一発、こっちからしかけてみるべしっ！


　あたしはいそぎ、呪文をとなえ──


「明りよっライテイング！」


　ぱうっ！


　あたしの放った魔法の明りは、天井近くにはり付いて、広い室内を照らし出す。


　その瞬間──


　動いた！　何かがっ！


「そこだぁぁぁっ！」





　めがしぃぃっ！





　あたしの必殺の蹴けりが炸さく裂れつする！


　ファラのあたまにっ！


　……あれ……？


「もろぎょぉぉぉっ!?」


　悲鳴を上げて吹っ飛ぶ彼女。あわててそちらにかけ寄るあたし。


「しっかりしてっ！　ファラっ！」


「いきなり蹴りを入れないでくださいっ！」


　あ。元気でやんの。


「だって！　いきなしあなたが動くんだもん！……まーこれも、ひとつの試練だと思ってあきらめてちょーだい」


「[image: ]っ……」


　なっとくのいかない顔のまま、それでも口をつぐむファラ。


「それよりも、連中がどこに隠れて……」


　あたしが言い終えるより早く。


「魔結球フリーズレイン！」


　響ひびいたのはナーガの声だった。


　あたしの知らない術である。


　同時に、すこし離れたところの天井近くに、ひとかかえほどの大きさの、氷の球が出現する。


　……なんだなんだ？


　眺ながめるうち、じゃきぃぃぃぃんっ！　などという音とともに、ちょうど栗くりのイガのように、球に無数のつららが生え──


　……ちょっと……まさか……


　その瞬間、つららは無数の氷の矢と化し、見み境さかいなしにふりそそぐ！


『ひィあおどぉえああああっ!?』
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　あわてて隠れるあたしとファラ。むこうからミレナとナーガの悲鳴も聞こえて来たりする。


　……おいおい……


　棚などを、一撃でぶち破るほどの力は持ちあわせていないようだが、氷の球は、いまだえんえんと、つららを生んではそれをあたりにばらまき続けている。


「ちょっとナーガっ！　あれ、なんとかしてよっ！」


　どこにいるともわからぬ彼女に向かって声を上げるあたし。


「ふっ！　甘いわね、リナ＝インバース！


　この白蛇サーペントのナーガが、自分でどうにかできるような術を使うとでも思って!?」


「いばるなぁぁぁぁっ！……ったく……結局あたしがどーにかするっきゃないかっ!?」


　火炎球フアイアー・ボールだと、途中でつららに衝しよう突とつされて、暴発するおそれもあるし……となればここは、あの術で……


　あたしは呪文を唱えはじめる。


　つららの降ってくるタイミングを見計らい──棚の陰かげから飛び出した！


「炎の矢フレア・アロー！」


　きゅごどどどぅっ！


　あたしの放った十本の炎ほのおの矢が、ナーガのつくった氷の球をうち砕くだく！


「ふっ！　さすがね、リナ＝インバース！」


　どこからともなくナーガの声。


「さすがね、じゃないでしょーがっ！」


　声から相手の位置を探りつつ、あたしも叫さけび返す。


「……ったく！　あんな術つかってっ！　もし例の、ルオ＝グラオンの書がこの部屋にあったりしたら、穴くらいあいてるかも知んないわよっ！」


「ふっ！　だいじょうぶよっ！　ここにはそんなものなかったからっ！」


「ちょっとナーガっ！　バラしてどーすんのっ!?」


　ミレナがあわてて叫ぶがもう遅おそい。


　ふっ。もらった。


　あたしはふたたび棚の陰、ファラの近くに身をひそめ、


「──行くわよ。ファラ」


「行く……って、どこへです？」


「外に決まってるでしょーが。ここに例の本がないとわかれば用ずみよ」


「でも……あの二人との決着は!?」


「だいじょーぶ。入り口あたりに火ィかけて、外から扉につっかい棒しときゃいいから」


「……鬼おにですね……」


「何言ってんのよ！　『勝つためには手段を選ぶな』って、神さまもそうおっしゃってるでしょっ！」


「おっしゃってませんっ！　一体どこの神さまですかっ!?　それはっ!?」


　ををっ！　今度は神さま攻撃が効きかんっ!?


「──まあ、細かいことはともかく、ナーガはミディアム・レアくらいじゃ死なないからだいじょーぶよ。……何はともあれそーゆーことだから、行くわよっ！」


　言ってじわりっ、と、扉の方に向かって退さがる。ファラもしかたなくついて来る。


　扉まで──あと少し。


　と、その時。


　ばたむっ！


　音を立てて扉が開く。


　立っているのはひとりのじーさん。


「こりゃっ！　お前らっ……」


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　じーさんのことばもおわらぬそのうちに、ナーガの声が高らかに響ひびく！


「あぶないっ！」


　あわててじーさんをおし倒すあたし。


　間かん一いつ髪ぱつ、ナーガの放った氷の矢の一本が、あたしの頑の横をかすめて過ぎる。


　くそー、扉の見える位置を取られたかっ!?


「……なんだってこんな所うろうろしてるんですかっ！」


　やつ当たりぎみに、あたしはじーさんに向かって声を上げる。


「……な……なんで、と言われても……」


「そもそも誰なんです!?　あなたっ!?」


　ファラの問いに、じーさんは、頭をぽりぽり搔かきながら、


「誰って……わしゃただのルオ＝グラオンじゃが……」


　──あたしとファラの目が点になった。





「ちょっとナーガ！　ミレナ！　ちょいとタイム！」


「その手はくわないわよっ！」


　はり上げたあたしの声に、返って来たのはミレナのことば。


「……そーじゃなくて。ルオ＝グラオンだ、って人が出てきたのよ」


　言いながら、あたしは両手を上げたまま、ゆっくりと、目だつところに歩み出る。


「……本当なの……？」


　ミレナの声は、意外と近くから聞こえた。


「本当じゃよぉ」


　答えたのはじーさんである。


　しばしの沈ちん黙もくののち、棚の陰からナーガとミレナが姿を現わす。


「……このかたです……」


　あたしは二人をじーさんに引き合わせる。


「そんなことって!?……だいたい、ルオ＝グラオンが姿消したのって、今から十年以上前の話よっ！」


　悲ひ鳴めいに近い声を上げるミレナに、じーさんは、やたらとカルい口く調ちようで、


「いやぁ。あのころは職場でのストレスなんぞもあってのぉ。体調も思わしゅうなくて、てっきり、わしももう長くない、なんぞと思いこんでな。


　それでつい、でき心であんな書き置き残して家出したんじゃが……


　まあ、こっちに移って来てからの調子のいいこと。やっぱり空気が体に合ったのかのぉ。うむうむ」
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「……ま、ここの壁や天てん井じようにヒカリゴケが植えられてたり、実験器具がそろってたりするのって、ここに誰か住んでる、ってことなのよね。考えてみれば」


　言ってしみじみうなずくあたし。


「…………帰る…………」


　とーとつに、ぽつりとつぶやいたのはファラだった。声に疲つかれの色がにじんでいる。


「…………わたしも…………」


　つぶやいて、ふらり、とミレナも歩き出す。


「ち……ちょっとぉっ！　ルオ＝グラオンの書はっ!?」


　あたしのことばに二人とも、ふり向きもせずに首を横に振ふる。


　──そうか……


　あたしは理解した。


　二人の教会が求めたものは、今はなき聖人の記しるした書、という『伝説』であって、年くったじーさんの書いた本、という『現実』ではなかったのだ、ということに。


　じーさんは、つんっ、つんっ、とあたしのマントを引っぱって、


「……何じゃ？　その、ルオ＝グラオンの書、とかいうのは？」


「あなたが始し終じゆう持ってて、家出する時に持っていった、あの本よ」


「ああ。あれはただの雑記帳じゃよ。職場でのぐちなんぞも書いてあるからな。人には見せられんので家出する時に持って出たんじゃが……あれがどうかしたかの？」


「……いえ……いーの……そんなことじゃないかなー、なんて思ってたから……そいじゃあまあ、そーゆーことでさよなら」


「ちょいと待て」


　背中を向けたあたしのマントを、しかし、じーさんが摑つかんで離はなさない。


「……えと……何か……？」


「何かじゃないわい。ひとの家の中、荒らすだけ荒らしといて、それじゃあさよなら、もなかろうがっ！　弁べん償しようしろとまでは言わんが、せめて片付けるくらいはやっていかんかいっ！……ったく、最近の若いもんは！」


「……いやあの、えっと、でも……待て、ナーガ」


　あたしの横をぬき足さし足、こっそり出口へと向かおうとする、ナーガのマントをあたしはひっ摑つかむ。


「ほーっほっほっほ！　わたしに何か用かしら!?　リナ？」


「そのとーりよ。……あのですね、ここをこんなにしたの、実はこいつなんです」


　チクるあたしに、しかしじーさんは首を横に振り、


「共同責任じゃい。二人で片付けてゆけ」


「ひーっ！　そんなぁぁぁっ！」


「……はっ！　そうするとミレナたちは!?」


「とっとと消えちゃってるわよっ！」





　──とまあ、そーゆーわけで。


　結局、あたしとナーガがその部屋を片づけるのに、ほとんど丸一日かかったのだった。


　むろん──


　依い頼らい料りようの残りなど、もらえもしなかったことだけをここに記しておく。







（失われた書物：おわり）












　ああ友情の攻城戦










　ぶごぉぉぉぉぉっ！


　灼しやく熱ねつの炎ほのおが風となり、町の通りを吹ふき抜ぬけた！


『っだぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　あたしとナーガは声さえハモらせ、あわててものかげに身をかくす。
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「……い……いきなしサラマンダーが出てくるとは思わなかったぞっ！　あたしはっ！」


「ふっ！　どうやら敵に、召しよう喚かん術じゆつを使える奴やつがいるようね」


　不敵な笑みを浮かべてナーガはつぶやいた。


　一方サラマンダーの方は、あたしたちの姿を見失い、きょときょとあたりを見回している。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


　飛び出しざまに術を放つ！


「覇王氷河烈ダイナスト・ブレス！」


　あたしの術の一いち撃げきに、サラマンダーの体は一いつ瞬しゆんにして砕くだけ散った！





　ラグド王国──


　沿えん岸がん諸しよ国こく連合の一いつ端たんをなす小国である。


　ふつうの国の、地方領ほどの広さしかないが、土地条件には恵めぐまれており、作物もそこそこ採とれるし、魔ま族ぞくや大国からの脅きよう威いも、ほかに比べるとかなり少ない。


　だが──


　人間、あんまし平和だと、ロクなことを考えないのか、はたまたよからぬ欲が出るのか、この国ではつい最近、大臣を首しゆ謀ぼう者しやとする、大だい規き模ぼな反乱が起こったのだった。


　城は大臣一派に乗っ取られ、王たちは、やむなく城下町に逃にげのびた。


　今回、あたしたちのしごとは、城の大臣を倒たおすかつかまえるかして、この反乱をおさめること。


　……正直言って、国のごたごたなどということには、首をツッコミたくないのだが、今回のこのしごと、となりの国──フェルゴルにある魔ま道どう士し協会からの正式要よう請せいだったりするのだ。


　と、いうのも──


　今回の反乱を起こした大臣が実は魔道士で、軍の大半といっしょに、この国にあった魔道士協会の魔道士たちも、自分の仲間に引き入れてしまったのだ。


　このまま大臣の反乱が成功してしまえば、各国の王はおそらく、『魔道士協会は、反乱の手つだいもするのか？』などという感情を抱いだくことになるだろう。


　とーぜんそうなれば、魔道士協会としては、国からの保護が受けにくくなる──いや、あるいはそれどころか、各国が魔道士協会を、脅威とみなして迫はく害がいしはじめる危険性すらある。


　それを防ぐテはただひとつ。


　この反乱を、魔道士協会の力によって抑おさえることのみ。


　そんなわけで、たまたまこの町の近くにいたあたしとナーガは、さっそくやって来た、というわけである。


　派は遣けんされたほかの魔道士たちも、もう来ているのかもしれないが、ここの魔道士協会が、大臣がわの手に落ちて、毎日のように市し街がい戦せんの起こるこの状じよう況きよう下かでは、たがいに連れん絡らくを取りあうことなどは不可能。


　城から追い出された王さまの方にもかけあって、成功したらそちらからも報ほう酬しゆうをぶん取る、などというアイデアもあったのだが、魔道士連中がのきなみ大臣がわについたのがよほど懲こりたか気にさわったか、あたしたちが魔道士だという、それだけで、話を聞いてすらもらえないのだ。


　しかたなく、あたしとナーガは二人きりで、大臣が潜せん伏ぷくするはずの、城を目ざして進んでいるのだが……


　王さま側についた連中や、協会から派遣されてきたほかの魔道士たちが、大臣たちの手兵と接せつ触しよくしたらしく、城下町は、今や修しゆ羅ら場ばと化していた。


　どちらの魔道士が喚よんだモノかは知らないが、あたりを時々、魔ま獣じゆうのたぐいがうろついてたり、あちこちの家は火の手を上げてたり。


　住民たちは、とっととどっかへ避ひ難なんしているらしく、そういった方でのまきぞえを気にする必要はなさそうだが。


「さ！　行くわよっ！　ナーガ！」


　言ってあたしは、燃え上がる炎ほのおの色を受け、オレンジ色に染そまった城を目ざして進みはじめた。





「……こんなところにもいるわ……」


　つぶやいて、あたしが足を止めたのは、それからいくらも行かないうちのことだった。


　城へと続くルートを塞ふさぐかたちで、道いっぱいにバリケードが張はられ、その向こうには、大臣がわの手て駒ごまだろう。ちらほらと、魔道士たちやら兵士たちやらの姿が見える。


　手前の角かどには、たぶんこちらは王たちの兵だろう。十人ほどの兵士たちの姿。


　どうやら攻せめあぐねているようである。


　よぉしっ！　ここは一発、いいところ見せて、あとでごほうび請せい求きゆうすべしっ！


「──王軍のかたたちですね」


「何だ!?　お前らはっ!?」


　隊長らしき男が、うさんくさそうな目を向けてくる。


「力を貸しに来ました」


「魔道士がか!?」


　隊長は、しばし疑いのまなざしで、あたしをじっと見つめていたが、やがて、何を感じ取ったのか、大きくひとつうなずくと、


「──わかった。今からバリケードに突とつ撃げきをかける。ひとりはここで援えん護ごを。ひとりはいっしょについてきてくれ」


「わかったわ」


　あたしはこっくりうなずいた。


　むろん、あたしがここから大おお技わざをぶっ放せば、あっさりカタはつくのだろうが、いくら無人の町とはいえど、あんましド派は手でなことはやるな、と、魔道士協会からはクギを刺さされているし、ここで隊長さんの顔を立てておいたほうが、あとあとなにかとやりやすいだろう。


「ナーガ！　あたしが呪じゆ文もん唱となえて飛び出すから、援護お願いっ！」


「ふっ！　わかったわっ！」


　あたしとナーガは呪文を唱えはじめ──


「行くぞっ！」


　隊長さんの号ごう令れい一いつ下か、あたしとその他兵士たちとが、一いつ斉せいに通りに飛び出した！


　バリケードの向こうにいる連中が、突つっ込んでで来るあたしたちに気づき、あるいは呪文を唱えはじめ、あるいは弓に矢をつがえる。


　──今っ！


　思った通り、どんぴしゃのタイミングで、ナーガが後ろから援護の呪文を放つ！


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」


　風の力を一気に炸さく裂れつさせる、無差別広範囲型の……


　……[image: ]っ……





　ぼばぁぁぁんっ！





　どひぃぃぃぃぃぃぃぃっ！


　全員の上げた悲ひ鳴めいすらかき消して、ゲキレツな圧力をともなった『風』は、敵のバリケードと、そしてあたしを含ふくめる味方一同を吹っ飛ばしたのだった……





　…………はっ！


　気を失うしなっていたのは、どうやらわずかの間だったようである。


　ナーガの放つ術の正体に気がついて、あたしはとっさに回かい避ひ行動に移ったから、これくらいのダメージですんだけど……


　あわててあたりを見回せば、まともに直ちよく撃げきをくらったか、吹っ飛び、散らかったバリケードと、倒れてぴくぴくしてる魔道士や、敵味方の兵士たちの姿。


　……あ……隊長さん、向こうで果はててる。


　そして両手を腰にあて、高笑いを上げるナーガの姿。


「ほーっほっほっほっ！　どう？　思い知ったかしら!?　この白蛇サーペントのナーガの援護射しや撃げきにかかっては、あんな子供だましのバリケードなど、存在しないも同じことよっ！」


「やかましぃぃぃぃっ！」


　もごげっ！


　起き上がりざまに放った蹴けりが、ナーガのどたまを直撃した。


「……って、いきなりなにするのよっ！　リナっ！……ははぁ……読めたわよっ！　さてはあなたっ！　このわたしの活躍にシットしてるのねっ！」


「そーじゃなくてっ！　あんたねぇ、ナーガっ！　『援護』ってことばの意味、わかってんのっ!?」


「まあ、勝ったからいいじゃないの」


「よくないっ！　あたしは日ごろの行ないよかったから、ちょっと気を失っただけですんだけどっ！　味方のみんなも吹っ飛んじゃったじゃないのっ！」


「ふっ。気にしちゃだめよ。リナ」


　彼女は、ふぁさぁっ、と髪かみをかき上げ、


「こーいう場合、たいてい『尊とうといギセイ』とか『きみの死はムダにしない』とかのひとことさえつぶやけば、たいてい許されるものと、昔むかしから相そう場ばが決まってるのよ」


「許されるかぁぁぁぁぁぁっ！……と……とにかくっ！　これで隊長さんたちが気がついたら、話がひたすらややこしくなるだけよっ！　今はとりあえず、二人だけで先に進みましょっ！」





　ひゅしゅごっ！
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　空気を灼やいて、炎の矢フレア・アローがあたりを飛びまわる。


　あのあと──


　あたしとナーガの二人は、いくどかの戦いを経へたのちに、ようやく城の正門へと迫せまっていた。


　しかしさすがにここまで来ると、敵の戦力もかなり厚い。


　むろん城門は閉ざされたまま、物もの見み台だいやら城じよう壁へきやらに配備された魔道士たちが、それこそたてつづけに、炎の矢フレア・アローなどを撃うちまくってくる。


　城を多少壊こわしてもいいというのなら、むろん突とつ破ぱはかんたんだが……


　問題は、あたしの思っている『多少』と、世間さま一いつ般ぱんで言う『多少』の度合いに、若じやつ干かんのズレがあることだろーか。


　今は城壁から、多少離れた建たて物ものの陰かげに姿を隠かくしているのだが、城壁にいる連中は、かまわず炎の矢フレア・アローを投げかけてきている。


　突破しようにも、身をのり出したそのとたん、炎の矢フレア・アローをくらったりしたらたまったもんではない。


「どうするの？　リナ!?」


「合図したら飛び出してっ！」


「ふっ！　わかったわっ！」


「──今よっ！」


　あたしの声と同時に、本気で飛び出していくナーガ。





　ぼひ。





　……あ……


　やがて全身こんがりとコゲつかせながら、それでもなんとかよたよたと、ナーガはふたたび帰って来る。


「……う……うそつき……」


　へろへろっ、とした足どりで、あたしにもたれかかりつつ、


「……な……何が『今よっ！』よっ……まともに炎の矢フレア・アローの直撃くらったじゃない……」


「──だめじゃない。ナーガ」


　しかしあたしはきっぱりと、冷たい口く調ちようで言い放つ。


「……あんな冗じよう談だんまに受けちゃあ……」


「……ほっほっほっ……それってひょっとして、『さっきのおかえし』とかいう奴やつなのかしら？」


「……んっふっふっ……さぁぁて、どうかしらねぇ……」


「ほっほっほっほっ」


「んっふっふっふっ」


　しばし険けん悪あくなにらみ合いを続ける二人。


　しかしいつまでも、こんなことをしていてもしかたない。


「──ともかくナーガ、今はンなことでモメてるよりも、ここを突とつ破ぱするのが先決よっ！」


「ふっ！　そうねっ！」


「あたしが風の結けつ界かい張って飛び出すから、あんたはあたしの陰から、城壁の連中攻撃するのよっ！」


「ふっ！　わかったわっ！」


　そしてあたしとナーガは呪文を唱え──


　まわりに風の結界を張り、あたしは建物の陰から飛び出した！


　なおも降り来る炎の矢が、あたしの張った風の結界に阻はばまれて、あるいははじかれ、あるいは虚こ空くうにくだけ散る。


　その後ろから、呪文を唱え終えたナーガが飛び出すと──


「おっと手がすべった魔竜烈火咆ガーヴ・フレア！」


　ふっ！　甘あまいっ！


　ナーガが『矢はいつも前から飛んで来るとはかぎらねーぜ攻撃』をしかけてくるなど、とっくの昔にお見通し。あたしは余よ裕ゆうで、その一撃から身をかわす。


　っばどぉぉぉんっ！


　ナーガの放った術はあたしの横を通りすぎ、城門に大穴をあけた。


「ふっふっふっ……あたしも活躍しなくっちゃっ！」


　言って呪文をとなえはじめる。


「手もとが狂くるった青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


　どごわしぃぃぃっ！


　しかしあたしの放った術は、ナーガにひょいっ、とカルくかわされ、そのまま城壁にいる魔道士のひとりを直撃した。


　……ちっ……よけやがった……


「あら足がすべった氷の矢フリーズ・アロー！」


　きゅかかかきかききかぁんっ！


「狙ねらいがそれた爆風弾ブラム・ガツシユ！」


　ぼごべぇぇんっ！


「……ふっ……なかなかやるわね、リナ」


「……あなたもね……ナーガ……」


　つぶやいて、あたしとナーガは、ふたたび呪文の詠えい唱しように入った。





　──そして二人の攻防が続く。
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　たがいのくり出した術を、たがいに紙かみ一ひと重えでかわす。


　そんな戦いがしばし続いたそののちに──


　ふと気がつくと、城門近くの戦力は、すでにあっさり壊かい滅めつしていた。


　たぶん、二人の攻防の流れ弾だ丸まにでもやられたのだろう。


「ナーガ！　待って！」


　なおも呪文をとなえはじめる彼女を、あたしは声を上げて制した。


「ふっ！　いきなりどうしたのかしら？　リナ＝インバース！　まさかこの期ごにおよんで命ごいでもするつもりっ!?」


「そーじゃなくてっ！　今ふと我われにかえったんだけど、城門はどーやら壊滅したみたいだし、とっとと城内に突とつ入にゆうしましょっ！」


「ふっ！　今さらそんな昔の話をむしかえしてどうなるのよっ！」


　……一体いつの間に昔になったんだ……？


「──一番手がらには、王様がごほうびくれるかもしんないわよっ！」


「さあっ！　ぐずぐずしてないで行くわよっ！　リナっ！」


　言って、びしぃぃっ！　と城を指すナーガ。


「ふっ！　この城門にしてみても、このわたしの実力あってはじめて突破できたようなものっ！」


「むろん、あたしの能力ちからも多大な貢こう献けんしてるけどね」


「ほっほっほっほっ……なかなか言うわね。実力のわりには」


「んっふっふっふ……なんのなんの。実力を伴ともなわない大口じゃあ、ナーガ大先生の足もとにも及およばないわよ」


「ほっほっほっほっ……」


「んっふっふっふ……」


　たがいにぎすぎすした笑みを浮かべつつ、あたしとナーガは、ついに城内へと突入したのだった！





　爆ばく煙えんと悲ひ鳴めいがあたりを覆おおいつくす。


　あたしとナーガのゆくところ、ばたばたと、兵士が、そして魔道士たちが倒たおれてゆく。


　無む敵てき無敵無敵ィィィィィィっ！


「よぉぉっし！　このまま一気に攻せめ込んで、大臣とやらをぶち倒すわよっ！」


「ふっ！　あなたに言われるまでもないことよっ！」


　などと会話を交かわしつつ、あたしたちは、城の中庭を、あるいは長く伸びた渡り廊ろう下かを、ばたばた敵をなぎ倒しつつ驀ばく進しんするっ！


「ふっ！　ところでリナ！」


「何よっ!?」


「大臣ってどこにいるの!?　わたし、顔も知らないけどっ!?」





　ずしゃぁぁぁっ！





　指し摘てきされ、思わずひっくりこけるあたし。


「……し……しまったぁぁぁぁぁっ！　そーいえば大臣の顔も知らないッ！」


　だがしかし、ここまで来て、いまさらうじうじ悩なやんでいるヒマなどないっ！


「いーのよっ！　そんな細こまかいことはっ！」


　きっぱり言って立ち上がるあたし。


「目につく奴やつ、かたっぱしからぶち倒してりゃあ、そん中にきっと大臣とやらが混まじってるにちがいないわっ！　今はくよくよ考えたりせずに、ひたすら前進あるのみよっ！」


「ふっ！　それもそうねっ！　なら行くわよっ！　リナっ！」


「おうっ！」


　かくてふたたびかけ出す二人。


　しかし。


　いくらも行かないそのうちに、一人の男があたしたちの前に立ちふさがった！


「……ふっ……さんざん好きほうだいやってくれたな……」


　マントとローブに身を包み、男は低い声で言った。


　──ひょっとしてっ!?


　あたしは、びしぃっ！　と男を指さすと、
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「あんたっ！　さては大臣ねっ！」


「……いや……違ちがうけど……」


「……ちっ。スカか」


「……ス……スカだとぉぉぉっ!?」


　あたしのなにげないひとことに、男はいきなり青スジを立てた。


　人間、もっとおおらかに生きなきゃいかんぞ。


「えぇいっ！　こうなったら私の秘ひ術じゆつで葬ほうむって……」


『やかましぃぃっ！』


　どごぱぐしゃぁぁぁっ！


　あたしとナーガが全く同時に放った蹴けりが、一いつ瞬しゆんにしてザコキャラＡを葬り去った。


「……ちっ！　いらぬ手て間まをかけさせてっ！


　行くわよっ！　ナーガっ！」


「らぢゃーっ！」


　まるっきし悪役のセリフを吐はいて、二人はふたたび進撃を開始した。





「あんたっ！　さては大臣ねっ！」


「……くっくっくっ……その通り」


　あたしがつきつけた指の先で、男は低い笑みを漏もらした。


　よぉぉっし！　やっとおーあたりっ！


　思えば長い道のりだった。
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　魔道士姿に会うそのたびに、相手を指さし、大臣だろうっ！　と誰何すいかする──


　そんなことを、それこそ伝でん統とう行ぎよう事じになるほどくり返し──


　城の二階にある、謁えつ見けんの間。


　部屋の奥へとまっすぐ伸のびた、赤じゅうたんのその向こう。玉ぎよく座ざに座すわった、魔道士ふうの男がひとり。


　今──


　あたしたちは、目的の大臣をようやく見つけたのだった！


「……わざわざ確かめずとも、見ればわかるであろうが」


　……いや……確かにまあ、そー言われればそーですけどね──


　男はゆらりっ、と立ち上がる。


　としのころなら五、六十。めっきり薄うすくなった白髪しらがを後ろになでつけた、黒いマントに黒ローブという、オリジナリティのない魔道士スタイル。


　……まあ、歳とし相そう応おうの風ふう格かくみたいなものはあるが、あくまでも歳相応以上のものではない。


　さてさて、実力のほうはいかほどなものか？


「ここまで来たことはほめてやろう。


　──その力に免めんじて、わが軍門に下くだるなら命は助けてやってもいいぞ。


　しかし──


　もしもあくまで抵てい抗こうするというのなら──って、そこのききまっ！　ひとの話無視して呪じゆ文もん唱となえてるんじゃないっ！」


　やかましい。


　二流悪役の月つき並なみなごたくになんぞ、つきあっているヒマはない。この場はとっととこいつをぶち倒し、一番手がらもごほーびも、みぃぃんなあたしのもんよっ！


　あたしは呪文を唱え終え──


「あぶないっ！　リナっ！」





　ごめげっ！





　いきなりナーガの放った蹴けりが、背中からあたしを直撃した！


　たまらずぶち倒れるあたし。むろん呪文も中断である。


　──えぇいっ！　あと一歩だったとゆーのにっ！


「ちょっと！　いきなり何するのよっ!?」


　身を起こし問いつめるあたしに、ナーガはいたってしゃあしゃあと、


「あたりに殺気を感じたんだけど。ふっ。どうやら気のせいだったようね」


　言って呪文を唱えはじめる。


　……こ……こいつさてはっ！　一番手がらを横取りする気だなっ!?


「そーはいくもんですかキィィィィック！」


　あたしの蹴りが、ナーガのこめかみにめり込む。


「……っなっ……!?　あんたこそ何するのよっ!?　リナっ！」


「……んっふっふっふっふ……笑わせてもらっちゃあ困るわねぇ、ナーガ。手がらをひとりじめしようってぇあんたの魂こん胆たんなんて、とっくの昔にお見通しよっ！」


「ぎくぅっ!?」


　びしぃっ！　とあたしに指をさされ、彼女は一瞬、動どう揺ようの色を見せるが──


「……ふっ……バレちゃあしょうがないわね」


　ひらきなおったか、言って、ふぁさぁっ、と髪かみをかき上げる。


「けど、スルドすぎるというのも不幸なものね……このわたしの野や望ぼうに気づかぬままなら、あるいは長生きできたものを……


　しかしっ！　こうなったからには、生かしておくわけにはいかないわね」


「ふっ。口だけは達たつ者しやねっ！


　けれど、あなたにこのあたし、倒せるものなら倒してみなさいっ！」


　二人の視線が火花を散らす！


「……おい……お前ら……？」


『やかましいっ！』


　横から口をはさむ大臣に、二人同時にどなり返し──


　……大臣……？


「ああっ！　こんなわけのわかんないノリをやってる場合じゃなくってっ！」


　またもやいきなし我にかえるあたし。


　視線を移せば、今こそあたしたちを倒すチャンスと言わんばかりに、呪文を唱える大臣の姿！


　しまったっ！


「轟風弾ウインド・ブリツド！」


　大臣が術を放つと同時に、あたしはダッシュをかけて術をかわす。


　ばうっ！


　爆音にも似た音を立て、風がはじけた。


　風の衝しよう撃げき波はをいくつも放つ術で、炎の矢フレア・アローや氷の矢フリーズ・アローなどの『風』バージョンだと思えばいいだろうか。


　射程はやや短めだが、なにしろ風だけあって、炎の矢フレア・アローなどと違ちがい、目でその動きを追う、ということができない。


　殺さつ傷しよう能力もやや乏とぼしいが、当たるところに当たれば、人間を気き絶ぜつさせる程度のことはできる。


　現にナーガも今のをまともにぶちくらい、赤じゅうたんの上にころがっている。


　よぉぉぉっし！


　これでじゃまものは消えたっ！　あとは大臣さえ倒せば、ごほーびはみんなあたしのもんよっ！


　あたしはいそぎ、呪文を唱え──


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


「うをわっ!?」


　あたしの放った、青い光の衝撃波は、しかし、悲鳴を上げてしゃがみ込んだ大臣の、薄くなった髪を揺ゆらしただけだった。


　……今の大臣の動きから見て、あまり戦い慣なれはしていないと見た。どれほどの術の使い手か知らないが、戦せん闘とう経験もクソ度ど胸きようも持ちあわせていないなら、恐おそるるに足たらずっ！


「……えっ……えぇいっ！　きっ……きさまらごときっ、このわしが相手をするまでもないわっ！」


　根こん性じようのない犬の遠とお吠ぼえを残して、くるりと身をひるがえす大臣。


　あっさり逃げ出すんじゃないっ！


　確かに世間にもよくいるけど。地位やなんかをカサに着て、他人にはやたらと攻こう撃げき的な態度に出るくせ、反撃されるといきなり弱気になる根性なし！


　たいていこーゆー奴やつにかぎって、ここで徹てつ底てい的てきに叩たたいておかないと、あとあとつけ上がって、しつこくちょっかいかけて来たりするもんである。


「逃がさないわよっ！」


　呪文を唱えつつ、あたしは大臣のあとを追う。


　だがしかしっ！


　ぐびたっ！


　いきなり足首つかまれて、あたしはまともに顔からコケた。


　邪じや魔まをしたのはもちろんナーガ。


「……ほっほっほっ……甘あまいわね、リナ。ぬけがけなんてさせないわよ」


　ちちぃっ！　もう復活したかっ！


　しかし、またもや不毛な争いが起ころうとした、まさにその時！


　ぅおおおおおおおおおっ！


　大きなどよめきが、あたしたちの耳に届とどいたのだった。





「──何なの!?」


　言って身を起こすナーガ。


「外からよっ！」


　あわてて窓まど辺べにかけ寄る二人。


　小さな窓から城の中庭が覗のぞき見える。そしてそこには──


　突とつ入にゆうしてきた国王軍が、大臣軍と戦いをくりひろげていた！


　一いつ見けんしたところ、国王軍のほうがかなり有利なようである。まあ、あたしたちが、城にいる大臣軍の主力をあらかた片づけているのだから、当り前といえば当り前だが。


「しまったっ！」


　あたしは思わず声を上げた。


「国王軍の連中、あたしたちが突とつ破ぱしてきたとこを通って来たのよっ！　このままじゃあ手がら横どりされちゃうわっ！」


「冗じよう談だんじゃないわよっ！　そんなのっ！」


　あたしのことばに悲鳴を上げるナーガ。


「ナーガ！　こうなったらしかたないわっ！


　この際おたがいぬけがけはあきらめて、ごほーびは二人で山分けってことでどうっ!?」


「ふっ！　わかったわっ！　リナ！」


　熱い視線が火花を散らし、がしぃっ！　と二人は手と手を組んだ！


「追うわよっ！　大臣をっ！」





　……ゆぅぅぅぅぅ……


　風が耳もとを唸うなって過ぎる。


　あたしたち二人と大臣は、城の屋おく上じようでふたたび対たい峙じしていた。


　あのあと、いくども大臣の兵士たちや、直ちよく属ぞくのなんとか四し天てん王のうとかゆーのも出てきたが、そのことごとくをあたしたちは、一いつ瞬しゆんのうちになぎ倒たおしている。


「ふっ！　もう逃げられないわよっ！」


　言ってナーガは、びしぃっ！　と大臣を指さした。


「根性も実力もないくせに反乱なんぞやったのが運の尽つきねっ！　ほーっほっほっほっ！


　自分の芸と運のなさを認めて、私の足もとにおとなしくひれ伏ふすなら、痛い目にはあわせないでおいてあげるわっ！　どうっ!?」


「えぇいっ！　やかましいっ！　誰だれがお前なんぞにっ！」


　言って浮遊レビテーシヨンの術をとなえはじめた。


　こいつっ！　かなわぬと見て逃げに走ったかっ!?


「ふっ！　愚おろかなっ！　この白蛇サーペントのナーガの忠ちゆう告こくを無視するとはねっ！」


　あーゆーのは、ふつー、『忠告』ではなく『挑ちよう発はつ』とか言うよーな気はするが、今はツッコミを入れるより、大臣をどーにかする方が先である。


「逃がすかっ！」


　叫さけんでダッシュをかけるあたし。


　瞬しゆん間かん。


　ぐべっ！


　またもやナーガに足首つかまれ、またまたその場にひっくりこける！


「ナーガっ！　あんたまだこの期ごにおよんでっ！」


「……はっ！　つい、さっきまでのノリを引きずってたもんで……」
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　あたしはふたたび身を起こし──


「浮遊レビテーシヨン！」


「しまった！」


　ひと足遅おそく、大臣は、浮遊レビテーシヨンの術を完成させ、ぷよぷよ宙に浮きながら、ゆっくりと、城の中庭の方にただよっていく。


「ふはははははっ！　さらばじゃっ！」


「ふっ！　逃げられると思って!?」


「待って！　ナーガ！」


　氷の矢フリーズ・アローを唱えかける彼女をあたしはあわてて止めた。


　──確かに大臣の使う浮遊レビテーシヨンの術、速度も遅おそいし、風の結界を使ってないので防ぼう御ぎよ力りよくもない。今ここで攻撃すれば、確かに一撃で倒せるだろう。


　だが──


「考えてもみて！　今、大臣を倒したら、あいつ、中庭に落ちるわよっ！　落っこちたのを国王の兵士の誰かがひろって、自分の手がらにしたらどーすんのよっ!?」


「それじゃあどーしろって言うのよっ!?」


「こうするのよ」


　あたしは呪文を唱え──


「翔封界レイ・ウイング！」


　まわりに風の結界を張り、高速飛行を行なう術である。このスピードに比べれば、浮遊レビテーシヨンの速度など、まさにカメさんかナメクジのごとしっ！


　ふよふよ漂ただよう大臣を、いともあっさり追い越すと、くるりとあたしは反転し、そのまま大臣にむかってぶちかましをかけた！


「────！」


　大臣が、声にならない悲鳴を上げる！　ひょっとしたら声になってるかもしれないが、どちらにしろ、風の結界のせいで、あたしの耳には届とどかない！





　どげっ。





　そのまままともに吹ふっ飛ばされて、大臣はふたたび屋上へはじき飛ばされた！


　つづいてあたしも屋上に着地した。


「……くっ……くそぉぉっ！」


　あ。まだ起き上がる気力があったか。


　としのわりには元気な奴やつである。しかしそれもここまでっ！


「これでもう、逃げられないことはわかったでしょ？」


「……まっ……まだまだっ！」


　言ってしつこく呪文を唱えはじめる。


　が──


「いーかげんにしなさいっ！」


　ごげしぃっ！


　ナーガが後ろから放った蹴けりを、まともにうしろあたまで受けて、大臣は、ついにその場に突つっ伏ぷしたのだった。


　かくて──


　今ここに、ラグド王国の反乱は終しゆう息そくをむかえたのだった。





「よくやってくれた。おぬしたち」


　その翌よく日じつ──


　あたしとナーガのふたりは国王の呼び出しを受けたのだった。


　ただし、城は戦闘でかなりいたんでおり、復ふつ旧きゆうには時間がかかるようなので、謁えつ見けんの場所は町にある広場だが。
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　あたしたちが受けるしごとの中には、謝しや礼れいがバカセコとゆー腐くさったパターンも多々あるが、今回相手は、かりにも一国の王である。いくらなんでも、これで、ごほうびが食パン一年ぶん、などということはないだろう。


「おぬしたちのおかげで、大臣の野望をくじくことができた」


　言って国王は、満足そうにうなずいた。


「よってここに──」


「お待ちくださいっ！」


　いきなし待ったをかけたのは、やや疲つかれをにじませた声だった。


　えぇいっ！　いきなり横からっ！


　あやうく舌打ちしそうになりつつふり向けば、そこには全身ホータイで巻いた、ひとりの男の姿があった。


　……はて……？　どっかで見たよーな顔だけど……？


「何じゃ？　クレビュー将軍？　このような場で？」


　国王に問われて、ホータイだらけの将軍は、あたしとナーガを指さすと、


「このものたち……もとは大臣の仲間だったのではないかと思われます！」


「なんじゃとっ!?」


『なんですってぇぇぇぇぇっ!?』


　国王と、あたしたち二人が同時に声を上げる。


「おそらく、形勢不利と悟さとって寝ね返がえり、大臣を我々につき出したのでしょうっ！」


　なおも言いつのるホータイ男。


「ふっ！　どういうつもりか知らないけど、なんの根こん拠きよがあってそんなことを言うのかしらっ!?」


　無ぶ遠えん慮りよにホータイ男を指さして、声を上げるナーガ。


　いーぞナーガっ！　もっと言ってやれっ！


　だがしかし、ホータイ男はあわてずさわがず、


「ならば問うっ！　お前たちがはじめから、我々の味方だったというならば、なぜあの時、われわれをだまして術でふき飛ばした!?」


「……っああああああああっ!?」


　言われてあたしは思わず声を上げていた。


　そーだ。よーやく思い出した！　この男、敵のバリケードを突破する時に、ナーガの『援護』をくらって吹っ飛んだ隊長さんだっ！


　こいつ……将軍だったのか……


「まことか!?　それは!?」


　険けわしい顔で言う国王。


「……いやっ……あれはっ……まあ、確かに術で吹っ飛ばしちゃいましたけどっ……！」


「それ見たことかっ！」


「ふっ！　何を言うかと思えばそんなこと!?」


　いきなし大きな口をたたいたのはナーガ！


　ををっ！　あんた、ちゃんと反論できるんかっ!?


　彼女は、びしぃっ！　と将軍を指さして、


「あの程度のこと気にしちゃだめよっ！　ほら、昔からよく言うじゃない。『敵を倒すにはまず味方から』って！」


「言うかぁぁぁぁぁぁっ！」


　ああああっ！　逆ぎやく上じようさせてどーするっ!?


「け……けどっ！　大臣がわの戦力をほとんど撃げき破はしたのはあたしたちなんだしっ！」


「誰も見てないっ！」


　はっ！　そーいえばっ！


「……ふむ……そういうことなら、調べてみねばならんな……」


　どあああっ！　国王までっ!?


　いかぁぁんっ！　雲行きが怪あやしい、どころのさわざじゃないっ！　よくてもひたすら時間の浪ろう費ひ、最悪、誰かがあたしたちをハメようなんぞと思ったら、反はん逆ぎやく者しや扱あつかいされることうけあいである！


「ナーガ！　とりあえずこの場は身を退ひくわよっ！」


「なんでよっ!?」


「理由はあとで説明するっ!?」


「うぬっ！　逃げるかっ!?」


「ますます怪しいっ！　ものどもっ！　追いかけろっ！」


「どひぃぃぃぃぃぃっ！」
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　──と、いうわけで。


　あたしたちは結局今回も、魔道士協会から出た、アリの涙ほどのバカセコの報ほう奨しよう金きんでがまんするしかないのだった……


　……しくしくしくしく……




（ああ友情の攻城戦：おわり）












　打倒！ 勇者様










「ああっ！　お願いです勇者様！　村の北に住む悪いまほーつかいを、どーか退たい治じしてくださいっ！」


　とある村にあるメシ屋。


　瞳ひとみをうるうるさせながら、様式美ただようセリフをいきなし吐はいたのは、はずかしながら、ほかでもないこのあたし、リナ＝インバースそのひとだった。


　姿かっこうも、いつもの魔ま道どう士し姿ではない。黒のバンダナはさすがにつけたままだが、服ふく装そうは、まるっきしふつーの村むら娘むすめ。


　別に、トチ狂くるってるわけではない。これが今回のしごとなのだ。
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「悪の魔道士!?」


　応こたえて男はあたしの方をふり向いた。


　としの頃なら二は十た歳ちすぎ。戦士ふうのいでたちに、やや細ほそ面おもてで黒い髪かみ。


　はっきし言って、やたらとハンサムではあるのだが、その青い瞳の奥には、鋭するどい光が灯ともっていた。


　──まちがいない。


　この男こそ、今回の標的ターゲツト。確か名は、ウォーレンとかいったはずである。


「ううっ。ぢつはしばらく前から、近くに悪の魔道士が住みついちゃいまして、とことんめーわくしてるんです。そんな時、宿に強そうなひとたちが泊とまってる、って噂うわさを聞いたんで、こーしてやって来たわけです」


「なるほど。そういうわけですか」


　われながら、怪あやしさがにじみ出まくるセリフだが、彼は問いただすことさえせずに、カッコをつけて髪かみをかき上げ、いともあっさりとそう答えた。


「ふっ！　よくわかりました。ならばさっそく、このウォーレンが、その悪の魔道士とやらを成せい敗ばいしてさしあげましょうっ！」





『勇者』ウォーレンとその一行を倒たおせ──


　魔道士協会から、その依い頼らいが来たのは、数日前のことだった。


　むろん、『勇者』といってもあくまで自じ称しよう。やってることはただの強ごう盗とうと大差ない。


　まず、どこかの村だか町だかに行き、いろいろな噂をかき集める。


　その中にはやはり、『村はずれに住むへんくつな魔道士』の話が混まじっていたりすることも少なくない。


　──自分の研究を盗ぬすまれないよう、塔とうだの洞どう窟くつだのに引きこもり、ねちねち研究にはげむ魔道士、というのはそうめずらしい存も在のでもないのだが、たいがいこーいった場合、近くの村や町なんぞでは、あらぬ噂が立ったりするもんである。


　ウォーレンたちは、その、『あらぬ噂』につけこむのだ。


　たとえば村人の誰だれかが、『あそこの魔道士は怪あやしい』などという話をする。


　それを聞きつけたウォーレンたちが、酒をおごり、面おも白しろそうだからもっと聞かせろ、なんぞと言う。


　そーするとやはり、酔よったいきおいもあって、村人は、噂をおもしろおかしくおーげさに脚きやく色しよくして話すわけである。


　そこで彼らは、『よぉし、そんなに悪い奴やつならおれたちが成敗してやる！』などと言いつつ席を立ち──


　本気で成敗してきてしまうのである。


　で、ぶん取ったおたからのほんの一部を、何かの役に立ててくれ、などと言いつつ、その村人におしつけて、とっとと姿をくらましてしまうのだ。


　大あわてするのが村人である。


　もともと、魔道士の悪評が、単なる噂にしか過ぎないことは、自分も重じゆう々じゆう承知の上。それをいきなり成敗した、などと言われては、たいていの人間はまちがいなくビビる。


　なにしろ『自分が噂に尾おヒレをつけて吹ふい聴ちようしたから』という引け目がある上、多少なりとも金まで受け取っているのだ。へたをすれば、みんな自分が悪い、などということにもなりかねない。


　ゆえに結局そのことは、むろん誰にも話さない。たとえ聞かれたとしても、知らぬ存ぜぬで押し通し、罪ざい悪あく感かんにさいなまれつつ、もらった金で、酒でも呑のんでくだを巻く、なんぞということになる。


　そう──


　とどのつまり、ウォーレンたちは、村人たちに共きよう犯はん意識を持たせることで、彼らの口を封ふうじているのだ。


　そんな手口で、このあたりでは、すでに十人以上の魔道士たちが被ひ害がいにあっている。


　とはいえ、ンなことをいつまでも、黙だまって見ている魔道士協会ではない。どうやってかは知らないが、彼らの手口を調べ上げ、ついに反はん撃げきに転じたのだ。


　とっ捕つかまえて役所につき出す、などという温おん厚こうなテも、当初は考えられていたらしいのだが、ンなことしても、『みんな噓うそついた村人が悪い』のひとことで、言い逃のがれられるおそれもある。


　やっぱしこーいったたぐいの人間は、一発、死ぬほど痛い目を見なけりや懲こりないもんである。


　と、いうわけで。


　ウォーレンたちを闇やみに葬ほうむるメンバーとして、あたしたちが選ばれたのだった。





「……なぁぁんだかゾッとしないところねェ。ウォーレン」


　言ったのはウォーレンの助手。やや大おお柄がらな女戦士で、名前はサミーとかいった。


　としの頃ならほぼウォーレンと同じ。金髪ブロンドの、ややハデな感じの美人で、ものごしから見るかぎり、ウデのほうも悪くはなさそうである。


　あのあと──


　ウォーレンは、きっそく助手のサミーを連れて、あたしの案内のもと、問題の洞どう窟くつへとやって来たのだった。


　むろん言うまでもないことだが、本当に悪の魔道士が住んでいるわけではない。魔道士協会が用意してくれた場所で、今やここの内部は、ウォーレンたちを迎むかえ撃うつべく、協会の面々がしかけた罠わなであふれ返っているはずである。


「ふっ。恐おそれることはありませんよサミー」


　言って、ふぁさりっ、と、そう長くもない髪かみをかき上げるウォーレン。


「たとえこの中に、どのような試練が待ち受けていようとも、この勇者ウォーレン、正義の名のもとに、悪に鉄てつ槌ついを下すのみっ！」


　アブない光をその目に宿し、喜々として声を上げる彼。


「……す・て・き[image: ]　すてきよッ！　ウォーレンッ！　さすが勇者の中の勇者！」


　瞳ひとみをうるうるさせながら、彼にしなだれかかるサミー。


　……おいおい……


　自分で自分のことを『勇者』なんぞと呼ぶ奴やつに、ロクなのがいるわけはない。百人中、おそらく九十九人までは、ただのバカか、でなけりや大うそつきである。


　……しかしこいつ、あんまし悪人らしくないノリしてるなぁ……


　サミーはウォーレンから身を離はなし、あたしの方に視線を送り、


「案内ありがとね。お嬢じようちゃんはもういいから。おうちに帰って待っててね」


　子供をあやすかのような口く調ちようで言う。


　だがしかし、ここでおとなしく帰るつもりはむろんない。


　あたしには、このあともしつこくついて回りながら、こいつらが罠わなにひっかかりまくるよう、足を引っ張るという、重大な任務があるのだ。


　……はっきし言って、この場であたしがこいつらをぶち倒たおせば話は早いのだが、どーやら、魔道士協会のみなさん、ただぶちのめしただけでは気がおさまらないようで、あたしたちが手を下すのは、あくまでも最後の手段、ということになっている。


　あたしは首を横に振ふり、


「いーえ、ぜひ、いっしょに連れてって！」


「……はァ!?」


　あたしのことばに驚おどろきの声を上げるサミー。


「……あのねェ、お嬢ちゃん。お散歩に行くんじゃないのョ。アブないアブないお仕事なのよ。わかる？　お・し・ご・と」


「……それはもちろんわかってるけど……でも、あたしも、たいくつな村の生活にはあきあきなのよ。いつかはあなたたちみたいに、旅から旅の気楽な生活してみたいなー、なんて思ってたりして。


　だから、あなたたちみたいなひとって、日ごろどーいうふうにしごとしてるのか、見ておきたいのよ」


　てきとーに、口から出まかせを並ならべ立てる。


「……けどねェ……」


「ふっ。いいではありませんか。サミー」


　横から口をはさむウォーレン。


　ふぁさっ、と髪かみをかき上げて、


「ふっ。お嬢さん。きみのような年頃の女性が、僕のような男にあこがれるのはわかります」


　誰もあんたにあこがれてるとは言っとらんだろーが。


　自意識過か剰じような奴である。


「けれどこの世界、あこがれだけではやってゆけないこともあるのですよ。


　──まあ今回は、あなたの社会勉強、ということで、連れて行ってさしあげますが」


　言ってふたたび髪をかき上げた。


「──ちょっ、ちょっと、ウォーレン」


　ロコツにめーわくげな顔をするサミー。


「社会勉強はいいけど、もしこの子の身になにかあったらどーすんのよ!?」


　──などと口では言ってはいるが、『こいつがいたらジャマなんだっ！』とゆーよーな空気が彼女の全身からにじみ出していたりする。


「ふっ。だいじょうぶですよ、サミー。この勇者ウォーレンの目の黒いうちは、この娘こにケガなどさせません！」


　……もともと目は青いだろーが、お前は。


「……ま……まあ、ウォーレンがそう言うなら、わたしはかまわないんだけどォ……」


　不ふ承しよう不ぶ承しようにうなずくサミー。


「ふっ！　何はともあれ、そうと決まれば、さっそく進しん撃げき開始ですっ！」


　言ってウォーレンは、洞どう窟くつに向かって歩みを進めたのだった。





「……やっぱりゾッとしないわねェ……」


　洞窟を、奥へ奥へと進みつつ、サミーはぽつりとつぶやいた。


　洞窟といっても、かなり人の手は加えられており、きちんと舗ほ装そうされた床ゆかと、壁かべのヒカリゴケのおかげで、歩くのには全く苦労しない。


　──さて、そろそろ罠があってもいい頃なのだが……


　などと思ったその時、


「おや？」


　声を上げたのはサミーだった。


「どうした？　サミー？」


　足を止め、尋たずねるウォーレンに、彼女は通路の先を指さし、


「ほら、あそこの壁のところだけ、ヒカリゴケが生えてない」


「……あ……ほんとだ……」


　思わずあたしはつぶやいていた。


　ひとの胸ほどの高さのところ、そこだけ四角くぽっかりと、ヒカリゴケがひきはがされたかのように、黒い岩いわ肌はだが見えている。


　そう。まるで『ここに罠がありますよぉぉっ！』と言わんばかりに。


　……こ……こんなロコツなシロモノに、どーやってこいつらを『さりげなく』引っかけろとゆーのだっ!?


「……罠……よね……」


　ややぼーぜんとつぶやくサミー。


「……でしょーね……」


　思わず同意するあたし。


　これだけあからさまに怪あやしいモノを、ムキになって否定するわけにもいかない。


「……けど……こんなロコツな罠……」


「ふっ。まだまだ甘あまいですね。サミー」


　ウォーレンは、つかつかつかっ、とそれのそばに歩み寄り、


「確かに罠には違ちがいありませんが──これ自体が罠というわけではありません。


　怪しいものを、目立つところに置いておき、本当の罠から目をそらすために利用する。


　──経験の浅いものなら騙だませたかも知れませんが、この僕に、こんな目くらましは通用しませんよ」


　言って彼が、壁の黒い部分に、ぽんっ、と手を置いたその時。


　がっごん。


　……んごごごごごご……


　低い地じ響ひびきが、どこからともなく聞こえてきた。





『っだぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!』


　一いつ斉せいに上がった悲鳴が、洞窟の奥にこだました。


　あたしもほかの二人といっしょに、声を上げつつ洞窟を駆かけ抜ける。


　──罠をしかけた、とは聞いた。


　──しかし──


　通路にいきなし溶よう岩がん流すのはやめろ。


　おかげでこっちは大めーわくだぞ！　いっしょにあたしまで殺す気かぁぁぁっ!?


　さすがにだいぶ冷えてきたのか、溶岩の進む速度はかなり遅おそくなっている。今、冷気系の呪じゆ文もんを一発ぶちかませば、一時的に、溶岩の動きを止めることはできるだろう。


　しかし、あたしが術を使えることは、ウォーレンたちには隠かくしておきたいし──


　それにサミーが、走り回りながらも呪文を唱となえている。


　どうやらこいつ、呪文が使えるようだが。


　さてさて、お手並み拝はい見けんといきますか。


　やがて彼女は詠えい唱しようを終え、迫せまる溶岩目がけて呪文を解き放つ！


「氷結弾フリーズ・ブリツドォ！」
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　彼女の放った、青みがかかった光球が、溶岩を直ちよく撃げきした瞬しゆん間かん──





　ぎぢぃっ。





　重くきしんだ音を立て、溶岩は、ただの黒い石いし塊くれと化していた。


　──ほほぉ。これくらいの術は使えるわけね。


「……はー。なんとか止まったわネ」


　言って額ひたいの汗あせをぬぐうサミー。


「いやぁ。けど、あれを止めちゃうなんて、すごい術ねぇ」


　感心したフリを装よそおい、言うあたし。


「ふっ……この勇者ウォーレンにかかっては、あんな罠など、たあいのないものです」


「だぁぁぁぁっ！　あんたをホメたわけじゃないわよっ！　第一、勇者なんぞと言いながら、罠は作動させちゃうわ、今はただただ走ってるだけだったわ！　一体何の役に立ってるってゆーのよっ！」


「それは誤ご解かいよッ！」


　言ってまたもやウォーレンにしなだれかかるサミー。


「こうして勇者様がいらっしゃるからこそ、わたしも安心して実力が出せるというもの。


　これもひとえにウォーレンのお・か・げ[image: ]ってわけ」


「はっはっはっはっ」


　言われてテレ笑いをするウォーレン。


　──しかしあたしは、サミーがウォーレンに向ける視線のその中に、時々、冷ややかなものが混じっているのに気づいていた。





　一行は、それでもなんとかつつがなく、洞窟を、奥へ奥へと進んで行った。


　……むろん、本来ならばあたしが足を引っぱって、ウォーレンたちが罠にかかるようにしなけりゃならないのだが……


　そのほとんどが、見み境さかいのないシロモノばかりなのである。


　たとえば、罠が作動すると、火薬に点火して、あたりを粉こなみじんに吹っ飛ばすしかけだの、大量の砂がなだれ込んできて、あたりを埋うめつくすものだの。


　天てん井じようから、無数のウナギが降ってくる、なんてのもあった。


　一体誰がどーゆー基準でしかけた罠かは知らないが、ウォーレンたちに対する、魔道士協会の怒いかりがひしひしと伝わってくるかのようなモノばかり。


　むろんンなもの、誰かひとりが引っかかれば、被ひ害がいはじゅーぶんあたしにまで及およぶ。


　この状況で、命令のままに、誰かを罠にひっかけてみるだけの根こん性じようは、さすがのあたしも持ちあわせていない。


　そーいうわけで、当初の計画とはうらはらに、あたしとウォーレンたちの一行は、無数の罠を無事かいくぐりつつ、その歩みを進めていた。


　やがてしばらく行くうちに、三人がたどり着いたのは、かなりの大きさの、広間のような場所だった。


　壁かべのヒカリゴケと、あちこちに灯ともった魔法の光とが、室内を明るく照らし出していた。


　その光の中、広間にずらりっ、と居並ぶのは、十体以上におよぶ合キ成メ獣ラたち。


「ふっ！」


　ウォーレンは小さく鼻を鳴らし、すらあっ、と、腰のロング・ソードを引き抜いた。


「こんどの相手はこいつらですか。なるほど、罠を相手にしているよりはやりやすそうですね」


　言って、ずいっ、と進み出る彼。


「がんばれー[image: ]　ウォーレンー[image: ]」


　サミーは後ろで声せい援えん送るのみ。


　そして──


　ぐぉうっ！


　一匹の合キ成メ獣ラが吠ほえた、その瞬間。


　ウォーレンが地を蹴けった！


　ひと息に、合キ成メ獣ラたちとの間合いを詰つめる。
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　熊くまを基本ベースにした合キ成メ獣ラが、近づいてきたウォーレン目がけてその前足を振ふり下ろす。


　だがしかし！


　当たれば即そく死しまちがいなしの一撃を、なんとウォーレンは、左手一本で受け止めた！


「ふっ！　未み熟じゆくな」


　声と同時に、右手の剣が、合キ成メ獣ラを一撃のもとに斬きり伏ふせていた。


　こいつ──強いでやんの。


　もしも彼が苦戦して、サミーが援えん護ごの呪文を唱えようとしたら、そちらの方を、しらじらしく妨ぼう害がいしてやるつもりだったのだが──


　苦戦どころか、ウォーレンは、たったひとりで、合キ成メ獣ラ軍団をあっさり圧あつ倒とうしていたりする。


　あたし自身も、剣はけっこー使えるほうで、新しん米まい兵士やごろつきたちの五、六人なら、剣だけであしらえる自信はある。


　しかしウォーレンの剣さばきは、あたしのそれをはるかにしのいでいた。


　一方サミーも、援護の呪文を唱えるどころか、ウォーレンが負けるわけがない、と言わんばかりの態度で、ただ声援を送るのみ。これではジャマのしようがない。


　やがて、あれよあれよといううちに──


　どう……ん……


　合キ成メ獣ラの最後の一匹が、ウォーレンの刃やいばにかかって倒れ伏した。


　ぱちぱちぱちぱち。


　サミーの拍はく手しゆがあたりに響ひびく。


「すごォい！　さすがウォーレン！　やっぱり強いわァ！」


「ふっ、それほどでも」


　言いながら、思いっきり胸を張るウォーレン。


　サミーはふと、表情を変え、あたりをぐるりと見渡して、


「……けど、やっぱりパッとしないわねェ。


　罠わなと化ばけものはてんこ盛もりなのに、めぼしいお宝のひとつもないってェのは……」


「ふっ。気にすることはありませんよ、サミー。悪がそこにあり、それを成敗し、正義を行なう。


　それで十分ではないですか」


「……あんたはそれで満足でしょうけどね……」


　彼女がひっそりと漏もらしたつぶやきを、あたしの耳は捕とらえていた。


　……はて。


「まーまー、サミーさん。これだけ警けい戒かいが厳重だってことは、それだけお宝も大きい、ってことかもしれませんよ」


　あわてて言いつくろうあたし。


「……本気でそう思ってる？」


　じろりっ、と、彼女はあたしをにらみつけた。


「──も、もちろんですよぉ」


　言ってぱたぱたと手を振ふる。


　しかし彼女はジト目のままで、


「──ふぅん……けどあんた、あんたの目的はおたからじゃなくて、悪の魔道士を退たい治じしてもらうこと、じゃなかったの？」


　はっ！　そーいえば。


「──怪あやしいわネ。なんか」


　ずいっと一歩、つめ寄る彼女。


　──[image: ]っ。バレたかな？


　あたしが思った、まさにその時。


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　聞き慣なれたバカ笑いが、あたりに響きまくったのだった。





「なに!?」


　サミーが思わず声を上げ、一同が、広間の奥──笑い声の方に注目する。


　向かいの壁かべに口を開ける、さらに奥へと続く通路。


　ぱぅっ。


　その奥に、やおらまばゆい魔法の光が生まれ出た。


　やがて、光を背に負いながら、歩み出てくる影かげひとつ！


　黒くつややかな長い髪かみ。黒いマントに、無意味に露ろ出しゆつ度どの高いコスチューム！　肩かたにはトゲトゲ・ショルダー・ガード、首にはドクロのネックレス！


　言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ！


　そう──


　あたしとナーガのふたりは今回のしごとを受け、あたしはウォーレンたちをおびき出す役、そしてナーガは洞どう窟くつで、悪の魔道士役である。


　……そのまんまだとゆー話はもちろんあるけれど……


「ほーっほっほっほ！　数々の罠を突とつ破ぱして、よくぞここまでたどり着いたものねっ！


　けれどそれもここまでよっ！……って、あれ？」


　ぱちくりと目をしばたいて、あたしたちに注目するナーガ。


「……ナ……」


　愕がく然ぜんと声を上げたのはウォーレンだった。


「ナーガ師匠せんせい！　なんでこんなところに!?」


『……は？』


　あたしとサミーの声がハモった。


「……あら……ウォーレンじゃないの。……ふっ。どおりでどこかで聞いた名前のような気がしたのよ」


「……あの……知りあい？」


「ふっ。僕の師匠せんせいですよ」


　おずおずとたずねるあたしに、ウォーレンはきっぱりと答えた。


「……師匠せんせい……って……何の!?」


「見ればおわかりになるでしょう」


　さも当然のごとく言う彼。


　……これの何を見て、どーゆーふーに理わ解かればいーとゆーのだ……？


「……どーゆーことなの？　ナーガ？」


　あたしの問いに、彼女が答えるより早く。


「……やっぱりネ……」


　つぶやいたのはサミーだった。


　ああっ！　いきおいでつい、ナーガの名前呼んじゃったっ！


「あんた──わたしたちをはめる気だったんでしョ!?」


　……ま、バレたらしかたないか。


「早い話がそーゆーことね」


　あたしはあっさりひらき直り、大きく後ろに跳とび退すさり、ウォーレンたちとの間合いを取った。


「どういうことです!?」


　この期ごにおよんで、事態を理解してないウォーレン。


「わたしたちは、まんまとハメられた、ってことョ」


「はめられた!?　どういうことですっ!?」


　……ちっとは自分で考えろよ。お前は。


「つまりッ！　その二人にだまされて、わたしたちは罠にかけられた、ってこと！」


「罠!?」


「そうッ！」


「どういうことです!?」


　……一から十まで説明せんとわからんのか……こいつは……


「あぁぁぁッ！　つまりィッ！」


　彼女はびしびしぃっ！　と、あたしとナーガを続けて指さし、


「こいつらは悪人なの！」


「ふっ。なるほど」


　あ。納なつ得とくした。


　などとこっちでやっていると──


「ほーっほっほっほ！　どうやら読めたわよっ！　ウォーレン！」


　やおらナーガは高笑い上げつつ、サミーをびしぃっ！　と指さして、


「どうやらあなた、その性格につけ込まれて、そこの女に利用されてるようね！」


「どういうことですっ!?」


　問い返すウォーレン。


　……あ。なるほどね。


　つまり、このウォーレンくん自身は、単なる正義バカ。北に悪人ありと聞けば、すぐさまそれを信じ込み、飛んで行って成敗するタイプの人間なのだろう。


　そこに目をつけたのがサミー。村人のウワサ話を、わざとウォーレンの耳に入れ、勇者様だの正義だのとあおり立てては『成敗』に行かせる。


　例の手口でおたからせしめ、オモテには、ウォーレンの名前だけが出るようにする。


　むろん、もしもの時には、自分だけ逃のがれるつもりで。


　……考えてみれば、単純男のウォーレンに、村人を利用して、なんぞという知恵が出せるわけはない。


「ふっ！　わかりやすく説明すると、あんたのそばにいる金髪女が、あんたをだましてた悪人だ、っていうことよ！」


「そうだったのか！」


　ナーガに言われてあっさり納なつ得とくする彼。


　……まあ……だましやすいタイプではあるわな……


　サミーはあわてて言いつくろう──かと思いきや、


「──ふ……ばれちゃあしかたないわネ」


　あっさりと認めて、ひょいっ、とひとつ、肩をすくめた。


「へぇ……あきらめがいいのね」


　こうとなったら、演技は無意味。あたしはいつもの調子で言う。


「──まあね。どうせこの一件、魔道士協会の仕組んだことなんでしョ。となればもう、ウォーレンは使えないでしョ」


「どういうことだっ!?」


『いいからあんたは黙だまっててっ！』


　全員がハモって上げた声に、さすがに沈ちん黙もくするウォーレン。


　こいつをこのまましゃべらせておいたら、いつまでたっても話が先に進まない。


「つまりは、やっぱり彼女が悪い奴やつだった、っていうことよっ！」


「そういうこと」


　あたしの説明にうなずくサミー。


「正直、ウォーレンの性格につき合うのも、いいかげん疲つかれてきたしネ」


　それはわかるよーな気はする。


「いずれにしろ──わたしの顔と手口を知られた以上、ここでみんな片づけたげるワ」


「やれるもんならやってみなさいっ！」


　言って胸を張るあたし。


　村娘姿じゃあイマイチ決まらないが、ともあれよーやくこちらにも、出番がまわって来たようである。


「ふっ。事情のほどはよくわかりませんが、この勇者ウォーレンをだましていたのは許せませんね」


　……まだンなこと言ってる……


　しかし、三対一のこ状じよう況きようにあってなお、余よ裕ゆうの笑みさえ浮かべつつ、サミーは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。


　させるかっ！


　彼女に向かって突っ込むあたし。


　しかし彼女は、あたしの手から、いともあっさり身を退ひきながら、なおも呪文を唱え続ける。


　そして──彼女の術が完成した！


「地霊咆雷陣アーク・ブラス！」


　──なにっ!?　しまったっ！


　思った時にはもう遅おそい。





　ぱぢぃっ！





　光が広間に満ちあふれた。


　天てん井じようと床ゆかとを繫つなぎ、無数の雷いかずちがほとばしる！


　その一条の直ちよく撃げきを受け、あたしは床に倒たおれ伏ふしていた。


　──うかつだった！　まさか、こんな術まで使えるとはっ！


　雷らい撃げき系の、攻こう撃げき力の弱い術ではあるのだが、なにしろ、効果範囲がやたらと広い。


　こーいった場所で使われては、逃にげることなどとても無理。


　それに、ダメージは小さいとはいえ、体がしびれて動かない。


　どうやらナーガとウォーレンの方も、あたしと似たような状態のようである。


「……脆もろいもんネ」


　サミーは、倒れたままのあたしの顔をのぞき込み、あざけるような調子で言った。


「だいじょうぶ。すぐにしびれは消えるわヨ。……もっとも、それより先にわたしがとどめ刺さしてあげるけどネ」


「ほーっほっほっほ！　残念だけど、そういうわけにはいかないわよっ！」


「なッ……!?」


　後ろからかかった声に彼女がふり向けば、そこには、へーぜんと立つナーガとウォーレン、二人の姿！


「そんな！　なぜッ!?　わたしの術を受けたはずなのにっ！」


　驚きよう愕がくの声を上げるサミー。


「ほーっほっほっほ！　わたしは、そこに転がってるのとは違ちがって、日ごろの行ないがいいからよっ！」


　……な……なんだとぅっ!?


　ひとが口がきけないのをいいことにっ！


　ナーガがすぐに復活できたのは、神経がないから平気だったとか、雷撃のほうが、ナーガに触さわるのをいやがってよけて通ったとか、どーせそんなところだろう。


　ウォーレンまでも復活しているのは、ちょっとびっくりだが、まあ、ナーガの弟で子しだから。


　しかしなんにしろ、サミーにとっては、これはかなりのショックだったようである。


「ええィ！　なら、もう一発！」


　言って呪文を唱えはじめる。


「ふっ！　そうはさせませんっ！」


　叫さけんで突っ込んでゆくウォーレン。しかし、彼が斬きりつけるよりも一瞬早く、サミーの呪文が完成した！


「雷撃破デイグヴオルト！」





　ぴばしぃっ。





　手にした剣に雷撃を受け、こてんっ、と倒れ伏すウォーレン。


　……復活も早いけどやられるのも早いなー。


　さすがにナーガの弟子だけはある。


「……ふっ……となればやはりこのわたし、白蛇サーペントのナーガが戦やるしかないようね！」


　言うなり呪文を唱えはじめた。


　一方、サミーの方もまた、ほとんど同時に呪文の詠唱に入る。


　完成したのは、ナーガの方が先だった。


「魔竜吠グ・ル・ドウーガ！」


　力あることばに応こたえ、空間が黒くひき歪ゆがむ。


　そしてそれは、次の瞬間、巨大な一匹の、竜の姿をもって具ぐ現げんした！


　魔王竜デイモス・ドラゴン──


　カタート山脈に棲すむ、ほとんど伝説と化した竜で、見た目のコワさも実力も、超ちよう一級のシロモノである。
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　……狭せまい空間で喚よび出したりしようものなら、単なるジャマにしかならないが、ここならば十分なスペースがある。


「うわゥッ!?」


　さすがにこれにはおどろいたか、思わず声を上げるサミー。


「ほーっほっほっほ！　どう!?　この白蛇サーペントのナーガの実力、思い知ったかしら!?


　おとなしくあやまって命いのち乞ごいでもするなら、助けてあげてもよくってよっ！」


「だっ……誰がっ!?」


　声をかすかに震ふるわせつつも、なんとか彼女は虚きよ勢せいを張る。


「──ふっ。ならしかたないわね……」


　ナーガはふぁさぁっ、と髪かみをかき上げ、その手で、びしぃっ！　とサミーを指さす！


「魔王竜デイモス・ドラゴン！　やっておしまいっ！」


　ぐおあぁぁぁぁぁっ！


　魔竜が吠ほえる！　あたりの空間を震わせて。


　首を天井近くまでもたげ、長いしっぽを振りたくり──





　ぱペぇぇぇん！





　……あ……ナーガに当たった……


　あんな近くにいるから……


　べひ。
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　ナーガはまともに柱にたたきつけられて、そのままずるずる倒れ込む。


　…………


　しばし無言で硬こう直ちよくする一同。魔王竜デイモス・ドラゴンさえもが、心なしか、ぼーぜんとしたよーな表情で、ナーガに視線を注そそいでいる。


「……ふ……ホーホホホホッ！」


　その沈ちん黙もくを破ったのは、サミーの上げた笑い声だった。


「勝った！　勝ったわ！　魔王竜デイモス・ドラゴンをすら喚よび出すような術者に、実力のかけらも出さずにわたしは勝ったのヨッ！」


　……いや……まあ、そのとーりではあるんだけど……


　うれしいか？　それは？


「けど、そーゆー勝ちかたってムナしくないの？」


「何言うの。経過より結果の方が……」


　そこまで言って、ようやく彼女はわれに返り、飛び退のきざまにふり向いた。


　彼女の前に立っていたのは言うまでもなく、すでにしびれから回復したあたし。


「──今度は油断したら死ぬわよ。サミー」


　言って呪文を唱えはじめる。


「ふッ！　あたしに勝てると思うのッ!?」


　言いながら、大きく後ろに退さがる彼女。


　そして、あたしの術が完成した！


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　物理ダメージはないものの、命中した相手の精神力を殺そぐ術である。この一撃は、わざとパワーを落としているが。


「こんなものッ！」


　サミーは口の端に、小さな笑みさえ浮かべつつ、ひょいっ、と横によけ、かわす。


　この時すでに、あたしは、くるりっ、と背を向けて、広間からの脱だつ出しゆつを計っていた。


　その背に聞こえるサミーの笑い声。


「ホホホホホホホホッ！　大きな口をきいたと思えば、結局、逃にげるためのハッタリじゃないッ！　そ……」


　そのたわごとが、途と中ちゆうで切れる。


　どーやらよーやく気がついたらしい。


　あたしが狙ねらったのは、彼女ではなく、その後ろにいた、ナーガが喚び出しっぱなしにしていた魔王竜デイモス・ドラゴンだということに。


　そして──背後から悲鳴が聞こえた。





　それからそこで何が起こったか、安全な場所で他人のフリをしていたあたしは、むろん知らない。


　ただ、確実に言えるのは──


　魔王竜デイモス・ドラゴンが、ダメージを受けた怒いかりを、とりあえず、手近にいる人間で晴らしまくっだろう、ということである。





「ご迷めい惑わくをおかけしました。ナーガ師匠せんせい」


　言ってウォーレンは、ぺこりっ、とナーガに頑を下げた。


　彼女はちらりっ、としばり倒したサミーに視線を移し、（まだ生きてた）


「……ふっ。ウォーレン、たとえこいつにだまされていたとはいえ、全く自分の考えも持たぬまま、動いていたあなたにも責任はあるわ。いきおいに任せて暴走するのは正義じゃないわ」


　いきなし、らしくもない説教をはじめる。


「……け……けど師匠せんせい、『正義は必ず勝つ。最後に勝つのはやっぱり力。力はいつか暴走するもの。よって、正義とはすなわち暴走するもの』──そう教えてくださったのは師匠せんせいですよ」


「……ふっ……あなたもまだまだ未み熟じゆくね」


　言って彼女は、ばさぁっ、と無意味にマントをひるがえし、


「あれはただの冗じよう談だんよ」


「しまった！　そうだったのかっ！」


　……冗談で他人の人生変えさせるなよ……


　納なつ得とくして人生変えるほうも変えるほうだけど……


「……しかたありません。たとえだまされていたとはいえど、悪の手伝いをしていたことは事実。僕もこいつといっしょに、おとなしく裁さばきを受けます」


　ウォーレンのことばにうなずくナーガ。


「──ま、だまされてたんだし、そう重い罪つみにはならないわよ。きっと」


　あたしは明るい口調で言った。


「──あんたの方は、そーゆーわけにはいかないからね」


　言ってあたしは、しばり倒したサミーの頭を、こつんっ、とつついた。


「……うるうるうる……」


　言われて涙なみだするサミー。


　なんでも彼女の自白によると、今までにも、こんな調子で『勇者様』を取っかえ引っかえ、似たようなことをやってたらしい。


「さあ。きりきり歩いてもらいましょうか」


　自分のことはすっかり棚たなに上げ、得意顔でサミーを引き立てるウォーレン。


　……こいつ……ちっとも反省しとらんなぁ……


　たぶん、こいつがナーガから教わったのは、人生の送りかたか何かだったのだろう。


　ともあれかくて、あたしたちは、村への帰路についたのだった。







（打倒！ 勇者様：おわり）












　愛いとしの根性なし










「あれぇっ！　お助けをっ！　どなたかお助けをっ！」


　場ちがいに気取った悲鳴が聞こえたのは、とある下町でのことだった。


　交こう易えきの町、バモンド・シティ。


　こーいった、商業都市の例に漏もれず、ここの下町もやはり、あんましガラのよくない連中が集まっていたりする。


　今の悲鳴から察するに、さしずめ、そーいった事情を知らない良家のおぢょー様か何かが、ふらふら迷い込んでトラブルにでも巻き込まれた、とでもいうところか。


　もしそうならば──言うまでもなく、金になるっ！


「おぉっし！」


　あたしは一発、気合いを入れて、声のした方向目ざしてダッシュをかけた。





「いやっ！　お離はなしになって！」


　脳ミソにつき抜けるような悲鳴を上げたのは、としの頃なら十六、七。金髪ブロンドの、かわいい娘こではあるのだが……


　その、ヒラヒラつきの、どピンクドレスはなんとかしろ。


　ピンクという色は、個人的にあんまし好きじゃあないのだが、特にこーいった場所で目にすると、そのケバケバしさも、またひとしおである。


「なぁぁにが『おはなしになって[image: ]』だ」


「気どりやがって。このアマが！」


　からんでいるのは男が二人。こちらはこーいった場所にふさわしい、あんましガラのよくないコスチューム。ごくごくスタンダードなタイプのごろつき連中である。


「待ちなさいっ！」


　あたしが横からかけた声に、男ふたりの動きが止まった。


　ぎきぃっ、とこちらをふり向いて、


「あぁ？　なんだぁ？　おめーは」


「関係ねー奴やつぁひっこんでな」


「悪いけど、こーゆー場面を見すごすわけにはいかないわね」


　言ってあたしは、不敵な笑みを浮かべてみせた。


　──むろん、世の中とゆーのはけっこー奥が深いもんで、襲おそわれている方が必ずしも正しい、などとは限らない。


　だがしかし、こーいった場合、絶対確実なことがひとつ。


　すなわち、どっちに手を貸したほーがもうかるか。


　むろんンなこと、わざわざ言うまでもないだろう。


「何だとコラ。いきなり出てきてえら……」





　げっ！





　男のことばが終わるより早く。


　不用意に、のこのこ歩いて近づいてきた、その男の顔面に、あたしの靴くつ底ぞこがまともにめり込んでいた。


　くたりっ、と、あえなくその場に崩くずれる男。


「て……！　てめぇっ!?　よくもやりやがったなっ！」


　ばべ。


　ボキャブラリーのとぼしさを誇こ示じしつつ、見み境さかいなしに突つっ込んで来た二人目も、全く同じ末まつ路ろをたどった。
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　ふっ。ちょろいもんである。


　そもそも、町のごろつき程度のウデで、戦士にして魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースにかかって来るなど、二十万三千九百四十年は早い。


「あの……危あぶないところを、どうもありがとうございます」


　からまれていた女性は、ぺこりっ、とあたしに頭を下げると、


「これ……少なくてもうしわけありませんが、ほんのお礼の気持ちでございます」


　言って彼女がさし出したのは、なんと、数枚の金貨！


　うをををっ！　やっぱしあたしのにらんだ通り！　金は持ってるわ金銭感覚は欠けつ如じよしているわ、とゆー、この上なくおいしいタイプの相手である。


「こんなところをひとりでうろつくようなタイプには見えないけど……何か、事情でもあるの？」


　親切めかして尋たずねるあたしに、彼女はしばし沈ちん黙もくし、


「……実は……人を探しているのです。早くあのひとを──わたしのガードナーを止めなければ！


　お願いです。力をお貸し願えないでしょうか!?


　むろん、お礼はさせていただきますから！」


「とりあえず──話を開かせてもらえますか？　いっしょに食事でもとりながら」


　もちろん──


　あたしはとっくに、この依い頼らい、受ける気になっていたことは言うまでもない。





「わたくし……とある高こう貴きな名家の令れい嬢じようで、エレミーと申します」


「……はあ……」


　彼女の、やたら不自然な自じ己こ紹しよう介かいに、フォークを持つ手が一いつ瞬しゆん止まった。


　あのあと──


　こんな所で立ち話もなんだから、と、彼女があたしを案内したのがここ。


　いつもあたしが愛用している、安くてうまい店、ではない。


　テーブルごとに、ひとりずつ、ちゃんとウエイターがついているような、かなり高級なレストランだった。


「……あたしはリナ。リナ＝インバースよ」


　あたしも一応自己紹介。


「……実はしばらく前、わたくしの恋人が……愛するガードナーが、突とつ然ぜんどういうわけか家を出てしまったのです」


「恋人さん……ですか」


　皿の上の黒エビにナイフを入れつつ、おうむ返しに問い返す。


　いくらあたしでも、恋愛のごたごたまでは、残念ながら専門外である。


「ええ……住みこみで、わたくしの家庭教師をやっていただいておりました。それがやがては、おたがいに愛をはぐくむこととなりましたの[image: ]


　ところが、ある日いきなり……


『僕は変わった。いや、変わらなければならない。悪の道へと走る僕を、決して探さないでくれ』などと記した置き手紙を残して、姿をお隠かくしになってしまったのです……」


　そう言って、乙女おとめちっくに泣きくずれるエレミーさん。


「悪の道に走る……ですか……？」


「はい……それでわたくし、お父様にお願いしましたの。ガードナーを探してくださるように、と。


　けれどお父様は、探す必要はない、と……


　きっと、彼とわたくしの身分の違ちがいを慮おもんばかって、わたくしと彼とを、この機に引き離はなそうとなさってるにちがいありませんわ！」


　言ってふたたび、乙女ちっくに泣き崩くずれる。


　どこにでもよく転がっている、身分違いの恋、とゆーやつらしい。


「ああ……たしかにわたくしは、高貴な血すじの家いえ柄がらで、ガードナーは、昔からのなじみの家庭教師とはいえ、野の良ら犬いぬにさえ等しい貧びん乏ぼう人にん。ただの卑いやしい魔道士風ふ情ぜい……」


　……そこまで言うなよ……自分の恋人を……


　特にその、『卑しい魔道士風情』とかゆーセリフには、あたしも若じやつ干かん、ムカッ、と来るもんがあるぞ。


「……それでわたくし、こうなっては、自分で探すしかないと、とりあえず下町に参まいったのですが……」


「そこで、さっきの連中にからまれた、ってわけね」


「はい……わたくしが『ガードナーという男性のことをご存ぞんじのかたは、彼の居場所をお教えいただければ、あなたがたのような貧乏人がごらんになったこともないようなお礼をめぐんでさしあげる』と申し上げましたところ、なぜかとたんにお怒おこりになって……」


「……ふつーは怒るぞ……それは……」


「なぜでしょう？　失礼にならないよう、言葉使いには気をつかいましたのに……」


　……ことばづかいはていねいでも、言ってることはじゅーぶん以上に乱暴である。


　よくいる、根本的なところで無神経なタイプの奴やつ、といったところか。


　こーゆーのにかぎって、自分のことを『他人には気を遣つかうタイプの人間』だなどと思っていたりするのだから始し末まつにおえない。


「……ま……まーそれはともかく。


　けど、家出したってゆーのなら、なんかそれなりの事情があったんだろーし。たとえ探し出しても、帰るのはいやだ、なんて言いだすかもしれないし」


「ええ……それはわかっております。けれどガードナーは、知恵と魔術とに長じてもいるのです。もしもその才さい覚かくが、書き置きにあったように、ひとたび悪の方向を目ざせば、それこそ、どれほどの混乱と破は壊かいを世にまき起こすか……


　少なくとも、それだけは防がねばなりません。


　わたくしが、なんとか説得してみますが、もしもそれもかなわぬならば……」


「──倒たおすしかない──と？」


　あたしのことばにエレミーさんは、悲痛な顔で、こっくりとうなずいたのだった。





「ガードナー？　知らねえなぁ」


　宿やどのおやじさんは、あたしの問といかけに、ゆっくりとかぶりを振った。


　さっそくはじめた聞き込み捜そう査さ。まずあたしたちは、下町の宿屋を、しらみつぶしにあたってみることにした。


「──ひょっとしたら、偽ぎ名めい使ってるかもしんないけど。二は十た歳ちくらいのやさ男で、黒くて長い髪かみ。ちょっとやせてて、ひょっとしたら魔道士のかっこうしてるかもしんないわ」


　エレミーさんから聞いたガードナーの容よう貌ぼうを、あたしは述べた。


「さーて、ねぇ……」


　首をかしげるおやじさん。


　どうやらここもハズレのようである。


「……ひょっとして、もう、町を出ちゃったんじゃないの？」


　目立たない服に着き替がえさせたエレミーさんにあたしは問いかける。


　しかし彼女はきっぱりと、


「いいえ！　ガードナーはまだこの町にいます！　わたくしにはわかります！」


「わかります……ったって……


　家出なんてしたんなら、町を出ちゃってる可能性のほうが大きいと思うけど」


　しかし彼女はあたしのことばに、乙女ちっくにかぶりを振ふり振り、


「いいえ！　いいえっ！　愛いとしいガードナーのことですもの！　わたくしが一番よく存じておりますわっ！　あのひとには、この町を出るような行動力も、度ど胸きようも甲か斐い性しようもないはずです！」


　……をいをい……


「……けど……そーゆー性格なら、犯はん罪ざいには走らんよーな気はするんだけど……」


「いいえ！　彼のような性格だからこそ、ふっ切れたその瞬しゆん間かんがおそろしいのです！」


　なんか、言ってることに矛盾むじゆんがあるよーな気がせんでもないのだが……


「ま、ともかく次の宿、行ってみましょう」





「ああ。そいつならうちに泊とまってるよ」


　あたりがあったのは、いきなし次の宿でのことだった。


「本当ですか!?」


　思わず身を乗り出すエレミー。


「たぶん、な。名前は別だったが、偽名じゃねーかな。今は外に出てるみてーだけどな。みょーに態度がおどおどしてたんで、なんか引っかかってはいたんだ」


　エレミーさんのさし出した金貨数枚に気をよくしてか、ぺらぺらしゃべりまくるおやじさん。


「態度がおどおどしてた……まちがいありませんわ！　彼です！」


「……一体どーいうひとなのよ……ガードナーって……？」


　ジト目で問いかけるあたしに、彼女は、ぽっ、と顔を赤らめて、


「そう……馬ば車しや馬うまのようによくお働きになって、犬のように従順で……家庭教師というお立場にもかかわらず、雑用をおしつけられても文もん句くも言えず、あとでひとりで泣いている、という、まさしくわたくしの理想通りのお・か・た[image: ]」


　……それって『ドレイ同然』とか言わんか……？　ふつーは。


　ひょっとして、エレミーさんのいぢめにいや気がさして家出したんじゃあ……？


「わかりました。なら──」


　彼女のことばが終わるより早く。


「エレミー!?」


　男の声は、後ろから聞こえた。





　ふり向けば、宿の戸口に、ぼーぜんとした顔で立ちつくす男がひとり。


　かなりのハンサムで、容よう貌ぼうは彼女の言った通り。


　──ガードナー。


「どうしてきみがこんなところに!?」


「……探したわ。ガードナー[image: ]」


　完全に、二人だけの世界にひたり込み、瞳ひとみををうるうるさせながら、彼の方へとゆっくり歩あゆみ寄る彼女。
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「さあ……いっしょに帰りましょ」


「だめだっ！」


　だがしかし、半ば叫さけぶかのように、ガードナーの上げたその声に、彼女の足が、ぴたりっ、と止まる。


「もう……もう遅おそいんだ！　エレミー！


　すでに僕の手は、幾いく多たの罪つみに汚れてしまったんだ！


　きみの家を出てから今日まで、僕はすでに、いくつもの完全犯罪を行なってしまったんだ！　もはや昔には戻もどれない！　こうなればあとは堕おちてゆくのみ！」


「そんな……！　お願いガードナー！　昔のあなたに戻って！　始し終じゆう他人の顔色をうかがって、こびへつらってヒクツに生きる、そんなあなたを愛していたのに！」


　……当人目の前にしてそこまで言うなよ。


「確かに……きみにシッポを振ふりながら、いじめ倒たおされて毎日を生きていたあのころは、この上もなく幸しあわせだった」


　認めるなって。お前も。


　……まあ……他人のシュミに、あえて口をはさむ気はないけど……


「けど僕は、ある日、気づいてしまったんだ！　僕のそういった充じゆう実じつ感が、世間のひととちょっぴりズレていることに！」
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　……もーちょっと早く気づくぞ。ふつーは。


「だから僕は、自分を変えるために、きみの家を出た！　そして、自分自身の力を試すため、幾多の完全犯罪に挑いどみ、そのことごとくを成しとげたのだっ！」


「ああっ！　ガードナー！　なんておそろしいことをっ！」


　言ってその場にへたり込むエレミーさん。


「……あのー、ちょっと開くけど……」


　勝手に盛もり上がる二人をよそに、さめた口く調ちようであたしはガードナーに問いかけた。


「完全犯罪……って、具体的にはどーゆーことをやったわけ？」


「ふっ！　たとえば無銭飲食未遂！　あるいは万まん引びき未遂に拾得物の横おう領りよう未遂！」


「……単なる根こん性じようなしね……あんた……」


「なっ……何を言う！」


　あたしがぽつりと漏もらしたつぶやきを聞きとがめ、ガードナーは声を上げた。


「未遂も立派な犯罪だ！　それに、言っておくがな！　殺人未遂というのも一度あったぞ！」


「どーせ、ものかげでこっそりナイフかなんかにぎりしめて、荒あらい息でもつきながら、通行人が歩き去ってくのを眺ながめてたとか、そんなとこでしょーが」


「み……見ていたのかっ!?」


　……そのとーりなのか……？


「……どーする？　エレミーさん？」


　あたしの問いに、彼女は、彼から視線をそらしたままで、


「……これ以上……ガードナーに罪つみを重ねさせるわけにはいきません……」


「……いや、これ以上も何も、罪らしい罪なんて……」


「お願いですリナさん！　どうか彼を止めてくださいっ！　たとえ倒してでも！」


「いや、だから……」


「いいだろう！」


　こんどはガードナーの方が、あたしのセリフをさえぎった。


「エレミー、きみがそこまで思いつめているならしかたない！　きみの雇やとったそのひとと、僕は戦おう！　僕が負ければ、おとなしくきみの言うことに従おう。けれど、僕が勝ったなら、二度と僕にはかまわないでくれ！」


「──わかったわ」


　あたしの意見をまるっきし無視し、勝手に話を進める二人。


　……ま……いいけど別に……


　ガードナーは、あたしの方に視線を移し、


「けど、今ここで戦うわけにもいかないでしょう。


　今日、夕日が山に沈しずむころ。町の北にある小さな丘を、決着の場所としましょう！


　いいですね！」


「──のぞむところよ」


　答えてあたしはうなずいたのだった。





　やがて山の端はに陽ひがさしかかり、世界がオレンジ色に染まるころ──


　町を見下ろす小高い丘のその上に、あたしたちはいた。


　あたしとエレミーさんの二人だけが。
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「……来ないわね……」


　ぽつり、とあたしがつぶやいたのは、空がバイオレット・ブルーに染まるころ。


「ああ[image: ]　やっぱり[image: ]」


　なぜかうっとりした顔で、エレミーさんはつぶやいた。


「たぶん、まぎわになってから、急にこわくなって逃げ出したにちがいありませんわ。


　彼ってば、そういう卑ひ怯きようで臆おく病びようなひとだ・か・ら[image: ]


　きっと来ないと信じてたわ[image: ]」


「だぁぁぁぁぁぁっ！　『信じてたわ[image: ]』じゃなくて！　これじゃあなんの解決にもなんないでしょーがっ！」


「あら。そう言われてみれば」


「とにかく！　こーなればこちらから出向くのみっ！　戻るわよ！　町に！」


　しかし──


　おおかたの予想通り、あたしたちが町に戻った時には、ガードナーは、昼まの宿屋から、きっちりとんずらこいてたのだった。





「ああああっ！　愛いとしいガードナー！　一体今どこにっ!?」


「ああああっ！　ほんとーなら、きのーのうちにカタがついてたはずなのにぃぃっ！」


　翌日──


　下町にあるメシ屋で昼食とりながら、二人はひたすらぐちをこぼし続けていた。


「こうしている間にも、ガードナーはきっと、一歩一歩確実に、悪の道を歩んでいるに違いありませんわっ！　ああ！　一体どうすればっ!?」


「こんど見つけたら、絶対その場で決け着りつけちゃるっ！


　えぇいっ！　思い出しただけで腹はらが立つ！


　こーなりやヤケ食いあるのみよっ！　おっちゃんっ！　Ａランチひとつ追加ねっ！」


「わたくしもＣランチをひとつ、追加お願いいたします」


「はーい。五番テーブルさん、ＡランチとＣランチひとつずつ追加ですねー」


　二人の声に応こたえたのは、店のおっちゃんではなく、バイトのウエイターだった。


　……ってあれ？　今の声……


　あたしが視線を移したその先に──


「ガードナー!?」


「なんですって!?」


　あたしが思わず上げた声に、エレミーさんも叫さけんで立ち上がる。


　二人の視線のその先には、ウエイター姿のガードナー。


「ああっ!?　エレミー！　なぜこんなところにっ!?」


「あなたこそどうしてっ!?」


「僕は……ふっ！　生活費かせぎのアルバイトに決まってるじゃあありませんか！」


「悪の道に走ったんじゃあありませんでしたの!?」


「ふっ。たとえこの身は悪に走ろうとも、お腹なかもすけば生活費も要いりますっ！　そうなればやはり、アルバイトか何かをするしかないでしょう！」


　いっこも悪人らしくないセリフを吐はくガードナー。


「それはとにかくっ！」


　二人のわけのわからん会話に、あたしは横から口をはさむ。


「きのーはよくも決けつ闘とうすっぽかしてくれたわねっ！」


「あ……あれはっ……！」


　ガードナーは、いきなし顔色変えながら、


「き……きのうは……そうだっ！　決闘の時間のちょっと前に、いきなり腹が痛くなって、それで……」


「うそつけぇぇぇぇっ！」


　すけぇぇぇん！


　叫んで投げたスプーンが、まともにガードナーの頭を直ちよく撃げきした。


「どこの世界に、おなかが痛くなったからって、宿屋までひきはらうやつがいるってーのよっ!?　子供みたいなこと言ってないでっ！


　──それよりも、今度こそ、決け着りをつけさせてもらうわよっ！」


「……わ……わかった！」


　スプーンの当たったあたりをなでさすりつつ、彼は大きくうなずいた。


「僕も男だ。自分から、決着をつけると言い出した以上、約束を破やぶる気はないっ！」


「……きのう、自分で言いだした決闘すっぽかしたの誰よ……？」


　ぽつり、と漏もらしたあたしのつぶやきに、ガードナーは一いつ瞬しゆんことばを失うが、やがてふたたび、聞こえなかったフリをして、


「今日こそ決着をつけよう！　今すぐに！」


「のぞむところよ」


　応こたえてあたしも席を立つ。


「だめよ！　ガードナー！」


　しかし、いきなし横から待ったをかけたのはエレミーさん。


「どうして……どうしてそんなかっこいいこと言うのよっ!?　そんなの本当のあなたじゃないわっ！　始し終じゆうあたりをうかがいながら、おどおどうじうじしていた素す敵てきなあなたはどこに行ったのっ!?」


　……そーゆーのを『すてき』とゆーんだろーか？　世間さま一いつ般ぱんでは……？


「ふっ。よしてくれエレミー。


　言ったはずだ。僕は変わった、と」


「そ……そんな……」


　ガードナーのことばに思わず涙なみだする彼女。


　彼は、きっ！　とあたしをにらみすえ、


「では、とりあえず外に出ましょうか。……しかし、あなたが女性だからといって、僕が手かげんする、などとは思わないでくださいよ」


「もちろんよ」


　あたしのことばに、彼は満足げにうなずくと、店の戸口から外に出た。


　あたしとエレミーさんも、そのすぐあとに続いて店の出入り口をくぐり──


　すこけぇぇぇぇっ！


　あたしは思わずその場でひっくりこけた。


「まあっ[image: ]　ガードナーったら[image: ]」


　よろこびの声を上げるエレミーさん。


「……あ……あ……」


　それでもなんとかあたしは立ち上がり、入り口そばのガードナーに向かって、


「あんたねぇっ！　あれだけ大きな口たたいといて、今さら戸口にうずくまっておびえてるんじゃないわよっ！」


「……で……でも……やっぱりいざとなると足がふるえて……あいたたたたた……おなかも急に痛くなってきた……」


　……こ……こひつ……


　なかなかすぢがね入りの根こん性じようなしである。


　しかしあたしもこれ以上、こーゆーのと無意味につきあう義理はない。


「だぁぁぁっ！　やかましぃぃぃっ！　もぉこーなったら、あんたの腹が痛かろーがおびえてよーが、とにかく決け着りつけさせてもらうわよっ！」


　言い放ち、問答無用で呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


「ちょっ!?　ちょっと待……わぁぁっ！」


　あたしが本気と見て取って、あわててかけ出すガードナー。


　逃にがすかっ！


　通行人を巻き込むおそれがないことを確かめたうえで、あたしは呪文を解き放つ！


「爆裂陣メガ・ブランドっ！」


　大地の上を、渦うずを描いて波は紋もんが走る。


　波紋に触ふれたその瞬間、地面が爆ばく発はつ的にふき上がり、ガードナーをまともにふっ飛ばす──はずだった。


　だがしかし。


　波紋が彼の足もとに届とどくその直前。


「翔封界レイ・ウイング！」


　なっ!?


　一体いつの間に呪文を唱えたか、風の結界に身を包み、ガードナーの体が宙に舞まった！


　たった今まで彼のいた地面の上を、波紋がむなしく往ゆき、消えた。


　あたしもあわてて呪文を唱える。


「翔封界レイ・ウイング！」


　逃げにかかったガードナーを追い、あたしもついで宙に舞う。


　高速飛行の術なのだが、コントロールがむずかしく、今では、制せい御ぎよのかんたんな浮遊レビテーシヨンが普ふ及きゆうしたせいか、魔道士うちではほとんど使われなくなった術である。


　まさか、こいつがそれを使うとは。


　術のコントロールのほうも、なかなかしっかりしたもんである。


　いったんは、町の外を目ざしていたガードナーだが、あたしが同じ術で追つい撃げきしていることに気づくやいなや、くるりっ、といきなり進路を変えて、ふたたび町のある通り──ふりだし地点に舞い戻る。
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　おそらくは、こちらの大おお技わざを防ぐため。


　あたしは内心舌打ちしていた。


　単なる根こん性じようなしと、たかをくくっていたのだが、どうやらそうではないらしい。


　根性なしにはちがいないが、エレミーが言っていた通り、魔道と頭の回転は、まずまずのものがあるようである。


　……まあ、世の中、芸はないのに態度はデカい、なんぞという人間は、掃はいて捨てるほどいるのだから、芸はあるけど根性がない、などとゆー奴やつがいたって不思議ではない。


　いずれにしろ、ナメてかかれる相手ではなさそうだ。


　とりあえず、ガードナーを見下ろす建物の屋根にあたしは着地した。いくらあたしでも、翔封界レイ・ウイングをコントロールしながら攻撃呪文をほいほいくり出す、などというのはちょいとむずかしい。


　あたしは彼に聞こえないよう、口の中で小さく呪文を唱え──


「氷の矢フリーズ・アロー！」


「火炎球フアイアー・ボール！」


　なにっ!?


　彼のうち上げたオレンジ色の光球と、あたしが降らせた氷の矢の雨が、空中でまともにぶつかった！





　ごわぅっ！





　赫あかい炎ほのおを撒まき散らし、炸さく裂れつする火炎球フアイアー・ボール。あたしの放った氷の矢フリーズ・アローのほとんどが、炎に呑のまれ、ただの蒸気となり果てた。


　──こいつ。なかなか戦やる。


　たしかにあたしの今の状況では、広範囲無差別攻撃型の術などもってのほか。火炎系の術を使えば、民家に燃えうつるおそれがあるし、これだけ地面から離れていては、大地を利用した術も使えない。


　かといって、単発式の術ならば、一歩動くだけでじゅうぶんよけられる。


　となれば使える術の種類はごくごく限られてくる。


　ガードナーもまた、あたし同様、一いつ瞬しゆんにしてそこまで読み切り、火炎球フアイアー・ボールと、それによって生まれる爆ばく風ふうとを、返し技として選んだのだ。


　となればこちらも降りて戦うっきゃない！


「浮遊レビテーシヨン！」


　落下速度をコントロールしっつ、あたしはふわり、と地面に降りてゆく。


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　着地する瞬間を狙ねらいすまして、術を解き放つガードナー。しかしあたしはこれを予想していた。


　彼が術を放つのとほとんど同時に、あたしは浮遊レビテーシヨンの術を解き、すとんっ、と大地に降り立つと、かるく身をひねって彼の一撃をかわす。


「……やるわね。あんた」


　しばし距きよ離りを置き、にらみ合う二人。


　先に動いたのはガードナーだった。


「……ううっ……やっぱりこわいよぉ……」


　どとーの涙を流していきなりしゃがみ込む。


「だぁぁぁっ！　いきなし泣き出すんじゃないわよっ！　やる気が失うせ……」


「氷の矢フリーズ・アロー！」


「しまっ……！」


　あわてて後ろに跳とび退すさる。


　だがしかし。


　がぐんっ！


「あぅっ!?」


　一瞬、衝しよう撃げきが全身を襲おそい、あたしは思わず声を上げ、その場に突つっ伏ぷした。


　見れば、氷の矢フリーズ・アローの一条が、あたしのマントの一端と地面を、氷でつなぎ止めている。


　しまった！


　あわててマントを外はずそうとするあたし。


　ガードナーは、すでに次の呪文を唱えはじめている。


　その瞬間。


「何をやっとんのだお前はぁぁぁっ!?」


　こけぇぇぇぇぇんっ！


　太いどなり声といっしょに飛んできたナベが、ガードナーのどたまを直撃した！


「いたたたたたっ！　いきなり……」


　ナベの飛んできた方に視線を向けた、ガードナーの全身が凍こおりつく。


　そのまなざしの先に立っていたのは、エプロンつけた中年おやじ！


「て……店長!?」


　……どうやら……ガードナーがバイトしていた店の主人らしい……


「アルバイトふぜいが、このくそいそがしい時に、こんなところで油売ってんじゃねー！


　客を相手にヘマばっかりやりやがるし、おまけに今度はサボリか!?


　お前なんぞ、もうクビだっ！」


「ああっ！　すいませんっ！　すいませんっ！　クビだけはどーかごかんべんっ！　今すぐしごとしますからっ！」


　ひらあやまりにあやまるガードナー。


「えぇいっ！　やかましーっ！　ひとのズボンにすがりつくんじゃねーよっ！　クビといったらクビだっ！」


「そこをなんとかぁぁぁぁっ！」


　かくて。


　あたしとガードナーとの、魔道を駆く使しした名人戦は、一瞬にして、雇こ用よう問題に取って代わられたのだった。





「結局──彼女のところに帰ることになりました」


　翌日──


　ガードナーは、ゆるみまくった笑顔を浮かべ、エレミーの肩など抱だきながら、あたしに向かっていけしゃあしゃあと、そうのたまったのだった。


「気づいたんです。ようやく。


　愛する女性にへこへこしながら生きてゆく方が、知らない人間に媚こびて生きるより幸せだと」


　……どーどーと生きる、とゆー選せん択たく肢しはないのか。お前には。


「それに……レストランのバイトもクビになっちゃいましたし……」


　まさか……そっちの方が主原因だったりしないだろーな……？


　魔道士ガードナー。


　最後の最後まで、根性のない奴やつだった。


「お世話になりました。リナさん。


　これは、お約束いたしました依い頼らい料りようです」


　言ってエレミーは、そっとあたしに、小さな革かわの袋ふくろを手渡した。


　……へ……？


「……あの……約束の……って……」


　やたらとカルい革袋と、エレミーの顔とを交こう互ごに見つめ、あたしは言った。


「なんだか……約束より、だいぶ少ないよーな気がするんですけど……？」


「はい。その通りです」


　彼女はにっこりほほえんで、


「彼を探し出して止めていただきたい、という依頼でしたので、探し出していただいた以外には毛ほどの役にも立たなかったリナさんにはそれだけ。


　あとは、彼を止めてくださった、レストランのご主人にお渡ししておきましたので」





　ぴし。





　思わず音立て、硬こう直ちよくするあたし。


　……いや……まあ……そりゃーたしかに止めたのはあのおやぢだけど……それってあんまり……


「それではリナさん。そういうことで」


　エレミーは、ぺこりっ、とひとつ会え釈しやくを残し、そのままガードナーといちゃつきながら、町の人ごみの中へと姿を消したのだった。


　……なんだったのよ……一体……？　今回のしごとは……？


　あとには、小さな小さな革袋ひとつをにぎりしめ、ただただぼーぜんと立ちつくす、あたしの姿だけが残されたのだった……







（愛いとしの根性なし：おわり）














　スレイヤーズえくせれんと



　　根性なき戦い














　すこんっ。


　こめかみのあたりに何かがかるくぶつかった。


「ん？」


　あたしは小さく声を漏もらし、それの飛んできた方へと視線を向けた。


　あたりは高級住宅街。


　むかって右手──それの飛んで来た方には、えんえんと伸びる生いけ垣がきと、その向こうに見える、やたらと立りつ派ぱな屋や敷しきが一いつ軒けん。


　あたりに人の姿は──


　見渡したあたしの視線が、ある一点で、ぴたりっ、と止まった。


　ひたすら連つらなる緑の生垣。


　その奥から覗のぞく二つの目があった。


　しげみにかくれて、誰だれかがこちらを見つめているのだ。


　あたしと目があったその瞬間、それはあわてておどおど視線をそらす。


　──こっ……このヒクツなまなざしはっ……!?


「……ひょっとしてあんた……ガードナー？」


　あたしの呼びかけに、目は、まともに動どう揺ようの色を浮かべた。


「……ちょっ……ちょっと！　人前で名前呼ばないでくださいよ！　恥はずかしいじゃあありませんかっ！」


　ささやくような声で抗こう議ぎしてくる。


　……図ず星ぼしか……やっぱし……


　この男、ほんの数日前に、ある件で知りあった魔道士だった。


　性格は、ひとことで言うと根性なし。


　自分を変えるため、つとめていた屋敷を出たのを、彼の恋人の依い頼らいで探し出したのだ。


　その時の収入が、思ったよりはるかに少なかったせいで、あたしはうさ晴らしに、この町で食堂全店制せい覇はに挑戦し、ほとんどの店はクリアしたのだが……


　まさか、たまたま通りかかったこの道で、ふたたびこの根性なしとかかわることになろうとは……


「それで？　何か用なの？」


「とりあえず、こっちへ来てください。こんなところで話をしてるのも恥ずかしいですし」


　……まあ、たしかにあたしとしても、生垣と話をしているところなんぞ、他人に見られたくはないが。


　しかし、勝手にこんなところから入っていーんだろーか……？


　とりあえず、あたりに人の目がないことを見み計はからい、あたしは浮遊レビテーシヨンの術で垣かき根ねを飛び越えた。


　そこは、とある屋敷の裏庭だった。屋敷のつくりや庭の置き物などから見て、かなり裕ゆう福ふくな家であることは確かだろう。


　庭と道路を仕切る生垣のその下に、しゃがみ込んだままの男が一人。


　黒く長い髪かみに端たん正せいな顔立ち。瞳ひとみに宿るヒクツな輝かがやき。


「……あ。先日はお世話になりました」


　そのままの姿勢で、さらにぺこりと頭を下げるガードナー。


「庭の草むしりやってると、あなたの姿が見えたもので……」


「それで──話っていうのは？」


　向こうに立つ気がないようなので、しかたなく、あたしも合わせてその場にしゃがみ込む。


「実は──ほかでもない、エレミーのことなんです」


「へえ……」


　エレミーというのは、ほかでもない、あたしにガードナーさがしを依頼した、彼の恋人である。


　自称さる良家の令れい嬢じよう、ガードナーはその家庭教師ということだったから、してみるとここはエレミーの家なのだろう。


「おかげさまで、あの一件以来、僕はふたたびここに戻ることになりました。


　これからは以前のように、エレミーから庭の草むしりさせられたり食事をくすねて来るよう命令されたり、エレミーの壊こわしたものを僕のせいにされたりする──


　そんな、幸せで充実した毎日が過ごせるはずでした」


　……いつもンな目にあっとるのか……こいつは……


　ま、当人がそれで滴足してるならそれで……いーのだろーか……？


「ところが──です。


　二人が帰ってきたその日に、ご主人が……エレミーのお父さんが、エレミーを、知人の家に行ぎよう儀ぎ見習いに出す、ゆくゆくはそこの息子むすこと結婚させる、って……！」


「ひょっとして……よくある政略結婚って奴やつ？」


「たぶんそうです！　エレミーの抗議も受け付けず、結局きのう、エレミーはむりやりその知人の家へと送り出されたんです！


　こんな……こんなことって許ゆるせませんっ！


　彼女をなんとか連れ戻したいんですっ！


　お願いしますっ！　手を貸してくださいっ！」


　……うーむ……ほんの数日の間に、ンなことになっていようとは……


　政略結婚なんぞというのはあたしも嫌きらいである。娘むすめや息子を犠ぎ牲せいにしないとなんとかならない家なんぞ、とっとと没ぼつ落らくすればいいのだ。


　たしかにエレミーは、ことばづかいはていねいなくせに傲ごう慢まん無神経だし、本質的にはサディストだし、もらった依頼料安かった。しかし……


　…………


　……見捨てようか……やっぱり……


「お願いしますぅぅぅっ！」


　あたしの内心を見すかしたかのように泣きついてくるガードナー。


「だああああっ！　わかったわよっ！


　わかったから泣きながらすがりつくなぁぁっ！


　……で？　依頼料は？」


「……え……やっぱり依頼料いります……？」


「当り前よっ！」


　あたしの怒いかりの声があたりにこだました。





「……それで？　エレミーは一体どこに連れて行かれたわけ？」


　依頼料の話をまとめたあと、あたしはガードナーに問いかけた。


　……まあ……ガードナーも雇やとわれの身。あまり多くの依頼料が出せるわけもなく、今回はどうやら、前以上に収入は少なそうだが、こーなったら乗りかかった船である。


「ご主人さまの話では、ベルナ・シティにある、ガイウス＝コードゥェルとかいうひとの家だ、ってことです」


「ご主人さまの話では？」


　ガードナーのことばにあたしは眉まゆをひそめる。


「それって──エレミーのお父さんが、あなたにそう言った、ってこと？」


「そうですけど……」


「けど変じゃない？　それって」


「変……ですか？」


「当り前よ。だって、考えてもみなさいよ。エレミーやあなたの話からすると、エレミーのお父さん、あなたとエレミーが恋人どうしだった、ってこと知ってるんでしょ？」


「ええ。たぶんごぞんじだと思います」


「なら、そのあなたに、エレミーの行ったところを素す直なおに教えると思う？


　たぶん、わざと全然違う場所を教えたのよ」


「……そーゆーもんでしょーか……？」


「そーゆーもんよっ！


　となるとやっぱしまずは、エレミーのお父さんと直じか談だん判ぱんねっ！」


「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえっ!?」


　言って立ち上がったあたしに、ガードナーは、やたらとおーげさな声を上げた。


「直談判って……そんな……！」


「しかたないでしょーが。


　エレミーのほんとうの居場所は、たぶんそのお父さんしか知らない。


　それにもし、エレミーを連れ戻したとしても、ここでお父さん説得しておかないと、またまたどっかへ出されちゃうわよ。


　となるとやっぱし、まずはそっちを説得するっきゃないでしょーが！」


　──むろん、そう簡かん単たんに説得されてくれるとは思えないが。


　あたしは心の中でこっそりとそうつけ加えた。


「……わ……わかりました。けど──」


「けど？」


「僕が頼たのんだんだってことは言わないでくださいねっ！　ねっ！」


　ガードナーは、涙なみだすらうっすら浮かべながら、根性のないセリフを吐はいたのだった。





「──私がエレミーの父親、クローブだが」


　しばらくの後──


　正面玄げん関かんから乗り込んで、エレミーの知人を名乗ったあたしの前に姿を現わしたのは、としの頃なら四十前後。手入れのいき届とどいた口ひげをたくわえた、なかなかシブいおっちゃんだった。


「エレミーのことで話があるとか？」


　通された応接室の中、香こう茶ちやのカップを片手に彼は言った。


「はい。


　実はあたしは、つい何日か前、彼女の依頼で……」


「ああ！　あの魔道士殿どのか！」


　あたしのことばを遮さえぎって、彼はやや不ふ愉ゆ快かいそうな表情を浮かべた。


「娘が言ってたよ。家を出たガードナーを探すのに手を貸してくれた、食堂の主人以下の役にしか立たなかった魔道士殿がいた、という話は」


　びくっ。


　……か……変わっとらんなぁ……エレミー……


　まあ、いきなし変わるような性格じゃあないとは思うけど……


　……それにしても、このおっちゃんも、そのまんまあたしに面と向かってそう伝えるとは……さすがにエレミーの父親というか……


「しかしそれにしても、全くよけいなことをしてくれたものだな」


　むかっ。


　その言い草に、わき起こる怒りを顔には出さぬように努めながら、あたしは極力へーぜんとした口く調ちようで、


「へぇ……


　そーすると、恋人どうしを引き裂さいて、行ぎよう儀ぎ見習いに出して縁えん談だんを進める、ってぇのはよけいなことじゃあないわけですか？」


「いいんじゃないか。別に」


　あたしのそのひとことに、怒り出すかと思いきや、彼はいともあっさりと答えた。


「……い……いーんじゃないか……って……


　いーわけないでしょっ！　二人は好きあってるんですよっ！」


「それでは聞くが、あの二人、ほんっとーにあのままでいいと思うかね？」


「……[image: ]っ……!?」


　あらためて問いかけられて、逆にあたしがことばに詰つまる。


　……まあ……たしかに、おたがいがそれで満足しているとはいうものの、あの二人の関係が、あんまし正常だとは思えない。


「エレミーの方に関しては……まあ、多少気のまわらん部分はあるかもしれんが……」


　多少か。あれが。


「それよりっ！　同じ男として情けないのがガードナー！


　あんたはひとごとだから何とでも言えるかもしれんが、もしエレミーとの仲を認めれば、あれが私の息子になるんだぞっ！　つまりはこの家のあとつぎにっ！」


　……[image: ]っ……！


　たしかに……そー考えれば、ちょっぴりイヤかもしんない……


　あーゆーのが身内にいたら蹴けるぞ。あたしなら。


　しかもそれがあとつぎ、などという話になれば、クローブさんが不安になるのもよくわかる。


「正直言って、あいつが自分を変えるため、この家を出た、と聞いた時、なかなかやるじゃないか、と思ったもんだ！


　これですこしは人間大きくなるだろう、と思って、エレミーにも、ガードナーを探すな、と命じた。


　──ところが──だ！


　どういういきさつかは知らんが、ガードナーの奴、エレミーにシッポを振るような調子で帰って来おったのだ！


　以前はまだ、自分のふがいなさに疑問を感じておったようだが、帰ってきた時には、完全に今の自分を受け入れてだ！


　決意して屋敷を出て、ひと回りもふた回りも小さくなって帰ってきてどーするっ!?」


　……うっ……ご……ごもっとも……


「そんな根性なしに、娘とこの家とを任まかせるわけにはいかんっ！


　それにガードナーも、いつもエレミーといっしょにいるから、いつまでたっても自立しようとせんのだ！


　だからこうして二人を引き離したわけだ！」


　……う……うーむ……なるほどー……


　──って、こっちが説得されてどーする。


「け……けどそれって結局、ガードナーにもーちょっと根性があったら話は別、ってことでしょ？」


「……もーちょっと、程度では困るような気はするが……まあ、そういうことだな。


　──とはいえ、ま、無理な話だろうな」


　あたしも実はそう思う。


「……ところで……


　エレミーさんは今、どこにいるんです？」


「ガードナーから聞いておらんのか？」


　あたしの問いに、クローブさんは、いともあっさりとそう言った。


「どうせ、ガードナーに頼まれたのではないのか？


　エレミーがどこかへやられた。なんとかしてくれ、とか何とか。


　──言っておくが、私がガードナーに教えたエレミーのいどころは本当だよ。


　ベルナ・シティにいる知人、ガイウス＝コードゥェルの屋敷だ。


　あれに自分でエレミーを助けに行く、などという根性があるとは思えなかったからな。


　正直に教えてやったんだ。


　──言っておくが、かりにあんたがエレミーを連れ出して来ても、私はガードナーとの仲は認めんからな」


「……ほほぉう……」


　香茶のカップを手にしたまま、あたしは、すぅっ、と目を細めた。


「と、ゆーことは、ガードナー自身がエレミーを連れ出せば、二人の仲は認める、と」


「ちょっと待て！　誰もそんなことは言っとらん！」


「だって、ガードナーとの仲を認めないのは、彼に根性がないからでしょ？


　逆に、ほれた相手を強ごう奪だつするくらいの根性を見せたなら、合格、ってことじゃない」


「いやそれは……」


「それとも──


　根性だの何だの言ってるのはしょせんたてまえで、本ほん音ねは政略結婚が目的とか？」


「政略結婚とは失礼なっ！　そんなことはないっ！　ちゃんと根性をみせれば──」


「いいのね？　それで」


「……[image: ]っ……!?」


　ふっ。ひっかかったな。あたしの誘ゆう導どう尋じん問もんに。


「なら決まりね。ガードナー当人がエレミーを助け出すのに成功すれば、二人の仲を認める。オーケイ？」


「えぇぇぇぇぇいっ！　勝手にしろっ！


　──ただし、ガードナーが、だぞ！　あんたが助け出しても認めんからなっ！」


　半なかばヤケクソ気味に叫さけぶクローブさん。


　おーし。これで話はついた。


　これであとは、ガードナーがエレミーさんを助け出すのみっ！


　……って、こっちの方がたいへんなよーな気はするが……





「説得に成功したんですか!?」


　あたしのことばに、ガードナーは、お手伝いさんに押しっけられた洗せん濯たくものをしながら顔を輝かがやかせた。


「まーね。


　あなたの聞かされてた通り、彼女、ベルナ・シティにいるらしいわ。


　話によっては、二人の仲を認めてもいい、って」


「本当ですかっ！　ありがとうございますっ！　ありがとうございますっ！」


　満面の笑えみを浮かべて、ガードナーはいくども頭を下げ、


「それじゃああとはよろしく頼みますっ！　僕はここで、うまくいくように祈いのってますからっ！」


　……をい……。


「っだぁぁぁぁぁぁぁっ！　何言ってんのよっ！　あんたも行くのよあんたもっ！　エレミーを助け出しにっ！


　とゆーよりも、あんたがエレミーを助け出すのよっ！」


「えぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?


　なんで僕がそんなことをっ!?」


「あんたの問題でしょーがそもそもっ！


　いーこと、よく聞きなさい！　たしかにクローブさんは、話によっては二人の仲を認めてもいい、って言ってたけど、その条件は、あなたが根性見せること、あなた自身がエレミーを連れ出すことなのよっ！」


「そんなぁぁぁぁっ!?　連れ出すなんて、それじゃあ失敗したら僕、役人につき出されちゃうじゃないですかっ!?」


「……あたしにやらせるのはいーのか……？」


「いや……その場合だとほら、捕つかまるのは僕じゃあありせんから」


　……まあ……こーいう人間だとわかってはいたが……


「それにほら、僕、洗濯もやらなくちゃあなりませんし庭の草むしりだって……それにやっぱり、この町を出て旅するなんて大それたこととてもとても……


　──そうだ！　要は、僕にガッツのあるところを見せればいいんでしょ!?


　なら──思い切って──思い切って──


　毛虫とかクモとかに触さわってみる、っていうのはどうですっ!?」


　………………


「……ひょっとして……触れないわけ？」


「はい。


　なんとなく……こわいじゃないですか」


「だぁぁぁぁぁっ！　何をにこやかな顔でどーどーと根性ないこと言ってんのよっ！


　あんた、あたしとそこそこ渡りあえるくらいの魔道技術あったんだから、毛虫どころか並の野盗だの何だのが出てをたところでなんでもないでしょーがっ！


　それにっ！　エレミーだってきっと、あなた自身が助けに来てくれるのを望んでるはずよっ！　そーでしょっ!?」


「……そーでしょうか……」


「そーなのっ！」


「……でも……


　あ！　そうだ！　あなたが僕に変装して……」


「だからぁぁぁぁぁぁっ！　そーいう問題じゃないっ！


　とにかくっ！　行くのっ！　わかったわねっ！」


「……いや、でも……」


「わ・か・っ・た・わ・ね!?」


「わ……わかりましたっ！」


　胸むなぐらをひっ摑つかんでのあたしの説得に、ようやく納なつ得とくしてくれたらしく、かくかく首を縦たてに振る彼。


　……ったく……


　はたしてこんな調子で、エレミーを助け出せるんだろーか？　こいつ？


「行きますっ！　いっしょに行きますっ！


　──けどその前に、この洗濯ものだけやっちゃいますね。


　でないとあとでお手伝いさんに怒られちゃいますから」


　……やっぱり……無理かもしんない。





　かくて──


　あたしとガードナーの二人が、ベルナ・シティへと着いたのは、それから五日ほど後のことだった。


　順調にいけば、二日ほどの道のりだったはずなのだが……


　ガードナーが、野盗に襲おそわれて逃げ出し、町でごろつきにからまれて逃げ出し、犬に吠ほえられて逃げ出し、それを連れ戻すのにひたすら時間がかかったのである。


　ベルナの名前は、聞いたことのあるひともいるだろう。絹きぬ織おり物ものなどで、すこしは名の通った町である。


　町の中心には高級住宅街。それをとり巻くように商店などが並び、その外側にはごく庶しよ民みん的なたたずまいの下町風景がひろがっていた。


　織物などの工房があるのはさらにその外で、昼間ともなればそこかしこから、機はた織おりの音がひびいてくる。


　エレミーがいるはずのコードゥェル家は、町のほぼ中心部──高級住宅街の一角にあった。


　だだっ広い庭と、むやみに立りつ派ぱな屋敷がまえ。


　一見したところでは、警備はかなり手て薄うすだった。見回りも一応いるにはいるが、あくまでも『一応』のレベルである。


「……けど……なんかこれって怪あやしくないですか……？」


　その屋敷の屋根の上を這はいずりながら、ガードナーは、小声であたしにぶうたれる。


　時刻は夜。


　──といっても、真夜中というほどではない。本当は、真夜中、全員が寝しずまったあとにしたかったのだが、それではエレミーも眠ってしまう。


　正直言って、ガードナーに、眠ったエレミーを起こす根性はないよーな気がするのだ。


「昼間に玄関から行って、事情を話したらどうでしょう……？　それならいちおー僕がエレミーを取り返したことになるし……」


「……あのねぇ、ガードナー。正面から、相手に一面識もないあたしたちが行って、『エレミー返してね[image: ]』なんて言ったところで、コードゥェルさんとやらが、はいそうですか、って素直に返してくれるわけないでしょ？


　それに、ンな方法でクローブさんが納得するとは思えないし。


　そもそも今回は、エレミーの奪だつ回かいより、あんたが根性を見せるかどうかにかかってるのよ」


「……いやそれはそーですけど……」


「とにかく決行あるのみよっ！　いーこと、あくまであなたが主役メインなんだからっ！


　もしも警けい備びの連中に見つかったら、あたしがそいつらを引きつけるから、あんたがエレミーを探し出して連れ出すのよっ！」


「ええええええっ!?　僕が一人でですかっ!?」


「……ンじゃあ、警備の連中引きつける方やる？」


「……[image: ]っ……!?」


「なら、話は決まりね」


　一方的に言い放ち、あたしはふたたび、屋敷の屋根の上をずりずり進みはじめる。


　たしかにガードナーを一人で行動させるのはとことん不安だが、あるいは、その方がいいのかもしれない。


　流行はやりの恋愛ものの伝サ承ー歌ガにも、そーゆーのがよくあるではないか。


　警備の目をかいくぐり、ひとり恋人のもとへと赴おもむくガードナー。感動の再会、そして燃え上がる恋！


　……まあ……この二人のことだから、ンなパターン通りに行くとは思えないけど……


「エレミーがこの屋敷のどこにいるかがわからない以上、とりあえず、片かたっ端ぱしから部屋を調べてみるしかないでしょ。


　となればとーぜん、誰かに発見される可能性は大きくなるわ。


　その時は──


　思い出してね。エレミーを助け出せるのはあなたしかいないんだ、ってこと。


　──それじゃ行くわよ」


　庭を巡じゆん回かいする見はりが通り過ぎるのを待って、あたしとガードナーは、浮遊レビテーシヨンの術を唱となえた。


　屋敷は三階建てである。たぶん一階は応接間やら食堂やらの施し設せつになっているだろう。


　となればエレミーがいるのは二階か三階だろう。


　ならとりあえず、上から順にしらみつぶしに調べるしかない。


　手近にあった窓のひとつのその前で、あたしはひたりっ、と宙にとどまる。


　閉じられた窓のすき間から、光は漏もれていない。つまり、中に起きている人はいない、ということである。


「──ここからいくわよ。ガードナー」


「……い……いくんですか……ほんとーに……？」


　言う声がふるえていたりする。


「ここまできて『うそぴょーん』てなわけないでしょ。


　びしぃっ！　と根性すえなさい」


　あたしは窓のつくりを調べた。よくある、内がわからのかけ金式のやつのようである。これならば、わざわざ術を使うまでもない。ズボンのポッケから、ちょっとした道具を取り出すと、あっさりかけ金をはずす。


　窓がきしみを立てないように、ゆっくりと開き──


　その瞬間。


「炎の矢フレア・アロー！」


「聞いたことのない声と同時に、数本の赫あかくかがやく炎の矢が、窓の奥から飛び出して来る！


「うどわわわわわわわっ!?」


　空中でひっくり返るようなかっこうでのけぞり、なんとか身をかわす。


　……な……!?　一体……


「来たぞっ！　侵しん入にゆう者しやだっ！」


　またまた別の声と同時に、部屋の中にランプの明りが灯ともった。


　客室、だろうか。わりと広い一人部屋の中にいたのは、むさくるしい風ふう体ていの男がざっと五、六人。


　こいつが今の炎の矢フレア・アローを飛ばして来たのか、魔道士ふうの男がひとり。残りはみんな流れの戦士かごろつきか。


　あたしたちを侵入者よばわりしたところを見ると、警備の連中なのだろうが……


　なんでこんな人数が、明りもつけずにひとつ部屋の中に!?


「──なにいっ!?　侵入者!?」


　声は、別のところからした。


「どこだっ!?」


「あそこだっ！　三階の窓の外！」


　さらに別の場所から別の声。


　見れば、屋敷の窓のほとんどが開け放たれて、そこから五、六人ずつの男たちの顔がのぞいていたりする。


『どひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?』


　いきなりな光景に、あたしとガードナーの上げた悲ひ鳴めいがみごとにハモった。


　ひょっとして、庭の警備が手て薄うすだったのは、このメチャメチャな警備をカムフラージュするためか!?


　それにしても、なんのためにこんな人数を──


　しかし、考えているよりまず行動！　相手の中に魔道士もいる以上、空中に浮かんでいるメリットはない。


「ガードナー！　上！」


　言って浮遊レビテーシヨンをコントロールし、ふたたび屋根の上へと上がる。


「手はず通り行くわよっ！」


　一方的に宣せん言げんし、あたしは、下の連中から見えるように、屋根のふちに立ち、呪じゆ文もんを唱える。


　やがて屋敷の玄関から窓から裏口から、わらわらとまあ出てくるわ出てくるわ。


　おそらく百は下らないだろう。飛び道具を持ってるものはいないようだが、魔道士たちの呪文詠えい唱しようが、混じりあいながら、夜風に乗ってここまで届とどく。


　とりあえず、一発呪文をお見舞いしちゃるっ！


「爆煙舞バースト・ロンド！」





　ちゅごごどごどどどっ！





『どわわわわわわわわわっ！』


　あたしの放った無数の小さな炎の小片かけらは、眼下にたむろする連中の上に降りそそいだ！


　爆ばく音おんと重なり、悲鳴がこだまする。


　──とはいってもむろんあたしには、彼らを『倒す』つもりはない。もともとこの爆煙舞バースト・ロンド、音と見た目はかなりハデだが、殺傷能力はかなりとぼしい。あたしは今回、若じやつ干かん呪文をアレンジし、さらに殺傷能力を弱め、かわりに派は手でさをパワーアップしてある。


　むろん目的は、警備の連中をビビらせること、そして怒りと注目を、あたしの方に引きつけること。


　しかし今の一撃にも、呪文の中断をしなかった魔道士がいたらしく、おかえしとばかりに、炎の矢フレア・アローが、氷の矢フリーズ・アローが、あちらこちらからあたしの方へと飛来する。


　……こ……こりはっ……けっこーたまらんっ！


　あたしは下から見えるように屋根の上を駆かけ抜けながら、口の中で呪文を唱え──


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術を解き放つと同時に、屋根の上から身を躍おどらせる！


　そこに押し寄せて来る警備の連中。彼らをからかうようにしばらくあたりを飛びまわり、全員をひとかたまりにする。


　──ここでひき離すのは簡単だが、それではおとりの意味がない。


　あたしはころあいを見計らい、術を解かい除じよすると、走って逃げながら別の呪文を唱えはじめた。


「待てこのアマ！」


「おとなしくしろぉぉぉぉっ！　もう逃げられんぞぉぉぉっ！」


「お母さんは泣いてるぞぉぉぉっ！」


　口々にわからんことを叫びつつ、あとを追って来る連中に、ふりむきざまに術を放つ。


「魔風デイム・ウイン！」


　ふきつけた強風に圧おされ、たたらを踏ふむ追手たち。


　誰かの放った炎の矢フレア・アローが、風に吹かれて別の誰かを直撃したようだったが、そこまではあたしの知ったことではない。


　……最初は正直、この数にちょっとビビったが、どーやら何の統とう率そつも取れていない烏う合ごうの衆しゆうのようである。


　なんとか屋敷の外へとおびき出せればいいのだが、たぶん比較的冷静な何人かはここに残るだろう。


　その連中がガードナーの方に向かうのはちょっとまずい。


　となればやっぱし面めん倒どうでも、敷地の中を引きずり回すしかない。


　あたしのちょっかいに怒いかり狂った後ろの連中から、野や次じが、怒ど声せいが、攻撃呪文が飛んでくる。


「地精道ベフイス・ブリング！」


「!?」


　野次の中に混じった『力あることば』を耳にして、あたしはあわてて直角に進路を変えた。


　追手たちの先陣は、半ば後ろに押されるようなかたちでそのまままっすぐ進み──





　どごしゃっ！





『ぬぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?』


　あたしが方向転てん換かんをした場所のやや先で、悲鳴とともに地面にめり込む。


　やったのはあたしではない。魔道士の誰かだろう。


　地精道ベフイス・ブリング──トンネル掘ほりの術を使って、あたしのゆく手、地面の下に穴あなを掘り、即席の落とし穴としたのだろう。


　あたしはそれに気がついて、寸前で方向転換をかけたが、追ってきた連中はそのまま気づかず突進し、まともに地面にめり込んだ、というわけである。


「こぉぉぉのぉぉぉぉっ！」


　いっそう逆上する追手たち。おーし。もはや完全にこっちのペース！


　あたしが思ったその時。


「──落ち着けぃっ！」


　朗ろう々ろうたる男の声があたりに響ひびいた。


　全員の動きが一瞬ぴたりっ、と止まる。


　注目の中、その男はひとり、屋敷の二階にあるバルコニーに佇たたずんで、しずかなまなざしをこちらに──いや、あたしの方へと向けていた。


「私がこの屋敷の主あるじ、ガイウス＝コードゥェルだ。


　クローブ殿から話は聞いておる」


　彼は、よく通る声で言った。


　としの頃は、クローブさんと同じくらいだろうか。恰かつ幅ぷくのいいおっちゃんだが、太っている、という印象はあまりなく、むしろ、堂々とした感がある。


「なんでも、ガッツを試すため、エレミー殿を奪だつ取しゆに来たとか。


　手かげんはしないでやってくれ──とのことだったからな。こちらも思いきりやらせてもらう」


　──なるほど。あたしとガードナーがのたのた旅しているうちに、クローブさんの送ったたよりが届き、そこでこのガイウスさんは、傭よう兵へいだの何だのを警備に雇やとって、あたしたちが来るのを待っていた、というわけか。


　なにもそこまで金をかけなくてもよさそーな気はするのだが、金と暇ひまとをもて余している人間の中には、時々、へんなところに金をかけたがる者もいる。


　おそらく彼も、そんなタイプの一人だろう。


「……む!?」


　ガイウスさんは眉まゆをひそめ、


「──手紙では二人──エレミー殿に手を出せるのは男の方のみ、とあったはずだが……


　しまった！」


　あたしがおとりだということにようやく気づいたか、彼は警備の連中に向かって声をはり上げた。


「そいつはおとりだ！　主役は男──おそらくもう屋敷の中だ！　探せ！」


　ガイウスさんの指示に、あわてて屋敷の方へと駆け戻る警備員たち。


　──まずいっ！


　彼らのあとを追うように、あたしも屋敷へ向かって走る。


　たしかにあたしは多少の時間をかせぎはしたが、ガードナーがエレミーを探し当て、連れ出すのに十分だったとは思えない。


　となれば彼が、まだ屋敷の中をうろついている公算は高い。


　そこにもし、警備の連中がやって来たら、ガードナーは、無事に逃げ出すことができるだろうか？


　──いや。


　彼ならば間違いなく泣いてあやまる。


　そうなればたぶんガイウスさんは、クローブさんにこう伝えるだろう。『やっぱり根性ないぞ。あの男』と。


　そうなれば、ガードナーとエレミーとの仲も、あたしへの依頼料も、すべては水の泡あわと消える。


　それだけは、なんとしてでも防がなければっ！


　手近な窓から屋敷の中へと飛び込んで、部屋を通り抜け、廊ろう下かへと出る。


　あたしの読みでは、エレミーがいるのは二階か三階。たぶんガードナーも、そのあたりをうろついているだろう。


　となると上への階段は──


　あたしがあたりをきょろきょろ見回しているとそのうち。


「あら？　リナさん？」


　後ろからかかった声は、聞きおぼえのあるものだった。





「エレミー!?」


　ふり向けば、そこにはあたしの思った通り。やたらと無意味にひらひらのついた、淡あわいブルーのドレスを纏まとい、目の前に佇たたずんでいたのはほかでもない、あのエレミーだった。


　けど……なんで一階こんなところに？


　ひょっとして、あたしたちの襲来を警戒したガイウスさんが、部屋を下へと移させたのだろうか？


　彼女は、無む邪じや気きな視線をこちらに向けて、


「お屋敷のみなさんが、どうもお騒さわぎのようですので、ご様子を拝見しに参ったんですけど……


　なんでも、魔道を操あやつる暴力的で陋ろう劣れつな方が敷地にお入りになったとかいう話を聞いて、もしやと思ったんですけど……あなたのことでしたの？　やっぱり」


「……どーゆー意味よ？　その『やっぱり』ってぇのは？」


　あいからわずケンカ売ってるとしか思えないエレミーのことばに、自然とあたしの語調も荒くなる。


「いえ。そう聞いた時、なんとなくあなたのお姿が思い浮かんだだけですから。


　実際その通りだったわけですし……」


　……こ……このアマ……


　ふつーならここで、攻撃呪文の一発もぶちかましてやるところなのだが、今はンなことをしている場合ではない。


「そんなことよりっ！　エレミー、ここにガードナー来なかった!?」


「ガードナーが!?　どういうことです!?」


「あなたのお父さんが、『ガードナーがエレミーを連れ出すことができたら、二人の仲を認めてやってもいい』って言ったのよ。


　それでこうやって、あたしといっしょにここまで来た、ってわけよ。


　ここの警備の連中に見つかって、はぐれちゃったけど……」


「あら、それなら心配ありませんわ。ガードナーが捕まることはまずありません」


　心配げなそぶりさえ見せず、自信たっぷりに言うエレミー。


「……けど、警備員の数、めちゃくちゃ多いわよ」


「大だい丈じよう夫ぶですわ。きっと。


　以前にも、ガードナーがそそうをして、父の大事にしていた壼つぼを割ってしまい、怒られるのがこわくて屋敷の中に身を隠かくしたことがあったんですけど……


　発見されるまで、五日かかりましたから。その時はひどい脱水症状起こして、あのひとったら、生死の境さかいをさまよいましたのよ[image: ]」


　……お……怒られるのがこわくて、脱水症状起こすまで隠れてるか……？　ふつー？


　根性があるんだかないんだか、よくわからん奴である。


　そんな事件を、さも愛いとおしげに話すエレミーもエレミーだけど……


　と、彼女はいきなりその表情を曇くもらせて、


「……けどそれよりリナさん……実はわたくし……悩なやんでいるんです……


　わたくしは、たしかに父上に命令され、ここへやって来ました。


　行ぎよう儀ぎ見習いと、そしてゆくゆくはここのご子息、パリスと結婚させる、という話で……


　正直言って、いやでいやでたまりませんでした。


　ところが──


　そのパリスなんですけど……実際に会ってみると……」


　ことばを濁にごし、ぽっ、と顔を赤らめる。


　へ？


　それって──


「……ひょっとして……


　けっこー好みのタイプだった、とか……？」


「ええ……その……実は」


　彼女は、夢見るような遠い瞳ひとみで、かすかに頰ほおを赤らめる。


　ちょっと待てぇぇぇいっ！


　これは──話が違うっ！
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　そもそもエレミーを連れ去る、というのは、エレミーがガードナーひとすじ、という前提での計画である。


　もしここで、彼女を強引に連れて帰っても、彼女にそのパリスとかを想おもう気持があり、それが整理されないままに残るならば、あとあと、ガードナーとの間にしこりを生むおそれはある。


　人間とゆー奴はえてして、手に入れられなかったものにこそ、あこがれを抱いだくものなのだから。


　思わず頭を抱かかえそうになる、そんなあたしの内心には、むろん気づかず、エレミーは、両手で口もとでにぎりこぶしを形づくり、おとめちっくに首をふりふりさせながら、


「なんというか……男らしくって、どことなくガードナーに似ていて……[image: ]」


　なるほど──そういうことか。


　ガードナーに似ている、ということは、そこそこのハンサムなのだろう。


　恋人の面おも影かげを持つハンサム・ボーイ。なおかつ男らしいとなれば、さみしさに背中を押されて気持もかたむこうというもんである。


「あ──もちろんガードナーのことも心底愛していますのよ。


　愛してはいるんですけれど──なんというんでしょうか、一方で、パリスに自分が心ひかれているのもわかりますの。


　ああ……[image: ]　すてきな二人の殿との方がたの間で揺ゆれる、わたくしの乙女おとめ心ごころ……」


　……いや……揺れるのは勝手なのだが……


　とことん困るぞ。こっちとしては。


「教えてほしいんです！　リナさん！　わたくし、どうすればいいんでしょう!?」


「教えろ、って言われたって……」


「たしかに年ねん齢れいではわたくしの方が勝っていることは承知していますけれども、高貴の生まれとして深しん窓そうで育ったわたくしと違って、放任され、野の良ら犬いぬのごとくあちこち旅をなさったあなたなら、さぞかし人さまには言えないような経験もなさっているはず……」


　人生経験に差がある、と言いたいのだろうが……もーちょっとほかに言いようがないのか？　この女は？


　とことん人ぎきが悪いぞ。


　たまにいるのだ。何を言っても、他人にケンカを売ってるよーにしか聞こえん、というタイプの人間が。


　……ま、単に無神経で根が傲ごう慢まんなだけ、という説もあるが。


「──ですから、このような時、一体どのようにすればよいのか、アドバイスとかいただけるとうれしいんですけど……」


「ンなものはない！」


「ああ……役に立つアドバイスをいただけたら、お礼に金貨の二、三枚は……」


「いーことエレミー」


　あたしは彼女の肩を抱きかかえ、


「まずは──自分の心に正直になることが肝かん心じんね。


　もちろん、相手がどれだけ自分のことを好きなのか、というのも無視はできないけど、自分の心がはっきり決まってない時に、てきとーに片方を選んだら、いつか、『あの時別の道を選んでおけば』なんてふうに思っちゃう時が来るものなのよ」


「……自分の心に正直に……」


　つぶやくように言うエレミー。


「──つまりは結局、すべてを決めるのは、他人じゃなくて自分自身なんだ、ということですね」


「そーゆーことよ」


　言ってこっくりうなずくあたし。


「ということは──結局決めるのはわたくし自身。リナさんが何をアドバイスしてくださろうとそれはほとんど意味のないこと。当然お礼の必要なし、ということですね」


「[image: ]っ!?」


　……し……しまった！　そう来たかっ!?


「い……いや、でもあのなんてゆーか……！」


「わかりました。わたくし、自分の心をもう一度見つめ直し、想おもいを整理してみようと思います。


　ガードナーか、それとも……


　──けどそういえばガードナー、まだ見つかってないみたいですね」


「あ」


　言われてようやくあたしも彼のことを思い出す。


　たしかにいまだ、警備員たちのどたばたは続いている。それはすなわち、ガードナーがまだ捕まっていないことの証あかしにほかならない。


「……よっぽどうまく隠かくれたのかしらね──」


「でなければ、とっくに逃げたか、ですわ」


　……はっ!?


　エレミーのことばにあたしは顔をこわばらせた。


　……逃げた……いやたしかに、ガードナーの性格を考えれば──


「とにかくっ！　今日のところはそーゆーことでっ！　また来るからっ！」


　別れのあいさつもそこそこに、あたしは身をひるがえしたのだった。





　──窓から、夜の町が見える。


　街がい灯とうのほのかな明りと満点の星々。


　そして、山の端はにかがやく十六夜いざよいの月。


　かたむけたカップの中で、琥こ珀はく色の液体がかすかに揺れる。


　ガードナーは、遠い夜空を眺ながめてぽつりとつぶやいた。


「ふぅぅぅぅ……くつろぐなぁぁぁ……」


「くつろぐなぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」





　がげしゃぁぁぁぁっ！





　部屋のドアを開け放ちざま、あたしの放ったその蹴けりは、まともにガードナーのどたまを直撃した。


「な……何するんですかいきなりっ!?　ひとの憩いこいのひとときにっ!?」


「だからっ！　いこいのひとときに首までどっぷりひたってどーすんのよっ!?　あんたがエレミーを助け出す手はずだったでしょーがっ！


　それをっ！　勝手にひとりだけ宿に逃げ帰ってくつろいでどーするのよっ!?」


「うっ……！　そっ……それはそのっ……急におなかが痛くなったもんで……」


「そのいいわけ前にも聞いたわよっ！


　言ったでしょっ！　エレミーを連れ出せるのはあなたしかいないってことを思い出せ、って！」


「わ……忘れてました」


「忘れてた、じゃないわよっ！　あんたがそんなんじゃあ、エレミー、あのパリスとかって奴にとられちゃうわよっ！」


「えぇぇぇぇぇぇぇっ!?　そんなぁぁぁぁぁっ!?」


「どーすんのよっ!?　もしそーなったらっ!?」


「くよくよします」


「うああああああああっ！　だめだぁぁぁぁっ！　こいつはぁぁぁぁぁっ！」


　間かん髪はつ入れず返ってきたガードナーの答えに、あたしは思わず絶ぜつ叫きようしながら頭を抱えた。


「そんなことでどうするぅぅぅぅぅうっ!?


　あんた、ほんっきでエレミーのこと好きなわけ!?」


「それはもちろん──」


「ならっ！　もーちょっとしゃきっ！　としなさいっ！　しゃきっ！　と！」


「は……はいっ！」


　やっとわかってくれたのか、はたまた単にあたしのいきおいに圧おされただけか、かくかくうなずくガードナー。


「それで……どーすればいいんでしょう……？」


「どうって！……そりゃあ……」


　問われてあたしは口ごもった。


　たしかにエレミーをとり返す、というのは重要課題である。


　しかし単にとり返しただけでは、エレミーの気持の整理もつかないだろう。


　──ならば解決の手段は──


「おしっ！　これしかないわっ！」


　自信たっぷり言い放ち、あたしはひとつ、うなずいた。


「どうするんです？」


「今はないしょ、よ。


　明日──うまくいけばすべてに決着がつくわ！」





「あの、どこへ行くんですか？」


　あたしがガードナーを連れて、宿を出たのは、その翌日の昼すこし前のことだった。


「大体想像はつくでしょ？」


「……ってまさか、コードゥェルさんの屋敷に!?」


「そのとーり」


「そんな!?　まさかこんな昼間からしのび込むなんて!?」


「しのび込むわけじゃあないわよ。


　とにかく、ここはあたしにまかせて」


　なおもなにやら不安げにつぶやき続けるガードナーを引っぱって、やがてあたしはコードゥェルさんの屋敷の前へとやって来た。


　──正面玄関のまん前へと。


「……あーっ!?　きさまっ！　きのうのっ！」


　門のすぐそばに立っていた、番人のうち片方が、こちらを指さし、声を上げた。


　おそらくは、きのう屋敷を守ってあたしを追った連中のうちの一人だろう。もちろんこっちは、相手の顔なんぞおぼえていないけど。


「ガイウスさんに会わせてもらいましょうか！」


　男の動どう揺ようをまるっきし無視して、あたしは堂々と言い放つ。


「……な……なんだとぉぉぉっ!?　ふざけるなっ！　待ってろ！　今つかまえて……」


「いいの？　雇やとい主ぬしの顔にドロを塗ぬって？　しごとなくすわよ」


「なにぃっ!?　どーいう意味だ!?　そりゃ!?」


「考えてもみて。


　たしかにあたしは、きのうは侵入者として来たわ。けれど今日は、こうして正面玄関から客として来たのよ。


　コードゥェルさんっていうのは、客として来た人間を問答無用でとっ捕まえる、なんて噂うわさになってもいいわけ？」


「そんなムチャクチャな話が通用するかっ！」


「通用するかしないかは、あなたじゃなくて、世間さまと、コードゥェルさんが判断することだと思うけど？」


「……うぐっ……」


　あたしのことばに男はことばを失った。


　はっきし言ってじまん──に、なるかどうかは知らないが、へりくつを言わせて、あたしの右に出るものはそうそういない。


　そして、ここでとどめのひとこと。


「──ま、あんたが、おうかがいを立てる時間を惜おしんであとでクビにされたって、あたしはどーでもいーんだけどね」


「……くそっ！　聞いてきてやるよっ！　いいかっ！　ここでおとなしく待ってろ！」


　ヤケクソ気味に言い捨てて、去りゆく男の後ろ姿に、あたしは会心の笑みを浮かべる。


　──ガイウスさんが、あたしとガードナーを屋敷の中に招まねき入れたのは、それからしばらくたってからのことだった。





「今日は客として来た、ということだったな？」


　通された客室で、お茶の一杯も出さぬまま、ガイウスさんは、あたしたちの顔を見るなりそう切り出した。


「ええ。


　すくなくとも今回、エレミーには手を出さないわ」


「信じろ──か？


　きのうの夜、屋敷に忍び込んだ奴のたわごとを？」


　意地悪く言うガイウスさんにむかって、あたしはひょいっ、と肩をすくめ、


「信じなくていーわよ。


　どーせあなたもそのつもりで、あたしたちがみょーな真ま似ねすれば、すぐにでも捕まえられるように、そこいらにひとを置いてるんでしょ？」


「……ふむ……」


　あたしのことばに、彼は小さく笑みを浮かべ、


「──で？　用件は？」


「ありていに言って──てっとり早く決着をつけないか、って話をしに来たのよ」


　あたしは、おどおどしながら隣となりに座るガードナーを目で指して、


「あたしやこのガードナーが魔道を操あやつる、ってことは、きのうのことでわかったはずよ。


　ちょっとやそっとじゃあ捕まらない、ってこともね。


　──けど、あたしたちの方にしても、警備がこれだけいたんじゃあ、エレミーを連れ出すのも楽じゃあないわ。


　このままじゃあ双方手づまりなまま、ずるずる時間だけが過ぎちゃうわ。


　そこで──面おも白しろい方法を考えたの」


「ほう──」


　あたしの予想した通り、『面白い』のひとことに、ガイウスさんの表情がぴくりっ、と動いた。


　どうやらやっぱりこのひと、面白いことに飢うえているタイプのようである。


「それで──その方法とは？」


「勝負は二ラウンド。まず最初のラウンドは、あたしとガードナーが、あなたの配置した警備員たちの手をかいくぐって、所定の場所まで行くこと。ガードナーが捕まればそこであたしたちの負け。無事にたどり着ければ、第二ラウンドに移るのよ」


「──で？　第二ラウンドは？」


「第二ラウンドは──エレミーの目の前での、このガードナーと、そっちのパリスくんとの一対一の対決よ」


「えぇぇぇぇぇぇぇっ!?」


　驚きよう愕がくの声を上げたのはガードナー。


　それを無視して続けるあたし。


「ただしガードナーは、第二ラウンドでは魔道は一切使わない。


　それで彼が勝てば、エレミーを渡してもらいます。


　負けるか、あるいは第一ラウンドで彼が捕まれば、あたしたちはエレミーに手を出すのをあきらめるわ。どう？」


「──ふむ──たしかに面白いな」


　おしっ！


　あたしは内心ほくそえんだ。


　第一ステージはともかくとして、第二ステージの決闘は、魔道が使えない以上、ガードナーが勝つのはむずかしいだろう。


　しかし──それで負けてもいーのである。はっきし言って。


　あたしは『負ければエレミーを連れ戻すのはあきらめる』とは言ったが、『エレミーをあきらめる』とは言っていない。


　エレミーは、パリスを評してこう言った。ガードナーに似ている、と。


　ということはすなわち、彼女自身も気づいていないかもしれないが、心はまだガードナーの方にかたむいているはず。


　ガードナーが決闘に勝てば何も間題なし。負けたとしても、エレミーも、心の中で想っている男が、自分のために目の前でさんざんやられるのを見れば必ず心が動く。


　専門用語で言う、『勝負に負けて愛に勝つ』とゆー奴である。


　……むろんこれも、なにかの伝サ承ー歌ガのパターンそのまんまだ、とゆー説もなきにしもあらずだが、ともかく、結果がよければすべていーのだ。


　クローブさんの出した条件に合わないことはいうまでもないが、ガードナーもエレミーのために決闘までする、という根性を見せたことだし、とかなんとか、言いくるめる自信はある。


　……ガードナーが当日逃げたりしなければ、だが……


　そのガードナーは、横でなにやらぼそぼそ言ってはいるものの、面と向かって抗こう議ぎの声を上げる根性はなさそうである。


　やがてクローブさんは、しばし何かを考えてから、首を小さく縦たてに振った。


「その勝負、受けて立とう！　今日から五日後、舞台はこちらでセッティングする。


　あんたらの宿を教えてもらおう。くわしいことは追って知らせる！」


　──かくて。


　ここに、エレミー争そう奪だつ大会が開かい催さいされることとなったのだった。





　そして五日の後──


　あたしとガードナーの二人がやって来たのは、町の外れあたりだった。


　ここから、ガイウスさんの設定したコースを通って、彼の屋敷にたどり着く──それが第一ステージである。


　あたしもまさか、町を舞台に勝負をすることになるとは思わなかったが、してみるとガイウスさん、この町に対して、とてつもない発言力を持っている、ということになる。


　しかしまあ、第一ステージは意地でもあたしたちがもらうっ！


　ガードナーは、あたしの『逃げたりしたら……あんた、あとあとどーなるかわかってるんでしょーねぇぇぇぇぇ？』という日ごとの説得が効を奏して、ちゃんと逃げずにやって来ている。


　……まあ、足がちょっぴしふるえていたりはするけれど。


「心配しなくていいわよガードナー。すくなくともこの第一ステージは楽勝だから」


「楽勝って……コースのあちこちに、まちがいなくガイウスさんの雇った連中がいるんですよぉぉぉっ！　コースから外れたらだめ、っていうことでしたし……」


「だいじょうぶだってば。あんたもあたしも翔封界レイ・ウイング使えるでしょ？」


　風の結けつ界かいをまわりに纏まとう高速飛行の術である。風の結界がバリアの役目を果たしてくれるので、やわな弓矢や、炎の矢フレア・アロー程度の呪文を浴びたところで、どうということはない。


　強力な呪文はさすがに防ぎきれないが、まさか町の中で、そんな呪文を使うわけもなし。


　これならば、術を使ってただただぶっ飛ばすだけで、いくら警備員がいようと、いともあっさり逃げ切れるだろう。


「……それはそうですけど……あんまりスピード出すとこわいし……」


「──ねえ、ガードナー」


　あたしは彼の肩を、ぽんっ、と叩たたき、ほほえみながら問いかける。


「やっぱりあたしが後ろから、竜破斬ドラグ・スレイブか何かぶちかまさないと飛べないわけ？」


「飛びますっ！　飛べばいいんでしょっ！」


「わかれば結構。──さて、と……」


　あたしは視線を町の中心──ガイウスさんの屋敷がある方へと向けた。


　ちょうど屋敷のあたりから、一条の煙けむりが風にたなびいている。


　スタートの合あい図ずだ。


「──行くわよ！　ガードナー！　最・高・速！」


　言ってあたしは呪文を唱えはじめた。ガードナーの声がそれに唱しよう和わする。


　そして重なる二人の声。


『翔封界レイ・ウイング！』


　風の結界が二人を包む。あたしは目でガードナーをうながすと、ふわりっ、と宙に舞い上がり──


　そして、加速！


　あたりの風景が、みるみるうちに後ろへと流されてゆく。ガードナーがちゃんとついてきていることを確かめて、あたしは予定のコースを驀ばく進しんする。


　やがて通りのあちこちに、姿を現わす妨害者たち！


　しかしそれもごく一瞬のこと。彼らは、空中をすっ飛ばすあたしたちのスピードに対処すらできぬまま、あっさりおいてけぼりになる。


　それでもごく時々、氷の矢フリーズ・アローなどが飛んでくることもあったが、むろんンなもの痛くもかゆくもない。


　ふっ！　楽勝っ！


　思ったその時。それが、あたしの視界に飛び込んで来た。


　──最初は、ガードナーがあたしを追い抜かしたのかとも思った。


　しかし──違う！


　全く見知らぬ魔道士が、翔封界レイ・ウイングの術で、あたしたちと並へい走そうしているのだ。


　さらにいくらもいかないうちに通りの端から、またまた別の魔道士が、やはり翔封界レイ・ウイングで飛び出してくる！


　そしてまた一人、さらにまた一人！


　合計六人の魔道士たちが、やがてあたしたちに並走しはじめた。


　……なんと……!?


　この翔封界レイ・ウイング、浮遊レビテーシヨンに比べて、コントロールなどがむずかしいせいで、あまりポピュラーなものではない。それを使える魔道士を六人も集めるとは……


　やがて六人の魔道士たちは、あたしとガードナーとをとりまくように、じわりじわりと距離を詰つめて来る。


　これは──まずいっ。


　この術、まわりに風の結界があるせいで、外からの攻撃はたいていはじき飛ばすのだが、かわりに内がわから攻撃することもできない。


　つまり──同じ術を使う相手にまわりをかためられれば、もはやなす術すべはなし。


　あたしひとりだけならなんとでもするが、へたに逃げればガードナーと離れ離れになるおそれもある。


　しばらくは、多少ジグザグに飛んでみたりもしたのだが、六人の魔道士たちは、こちらの動きに惑まどわされることなく、じんわりと距離を詰めてくる。


　──やがて──


「……くっ……！」


　あたしとガードナーが、魔道士三人ずつにはさみ込まれるような形になったのは、コードゥェルさんの家まであとすこしのところだった。


　魔道士のひとりがあたしの前へとまわり込み、徐じよ々じよにスピードを落としはじめる。


　──こっちを止める気かっ!?


　なんとかスキを見つけて抜き去りたいところだが、ほかの二人がそれを許ゆるさない。


　ふとガードナーの方に目をやれば……


　ついにプレッシャーに耐たえかねたか、術を解とき、地上に舞い降りるその瞬間だった。


　ああっ！　屋敷はもう目の前なのにっ！


　彼を見捨てては意味がない。しかたなくあたしも術を解くと、ガードナーのそばへと駆け寄った。


　そのまわりをとり囲むように、無言で降り立つ六人の魔道士たち。


「──どうやら、第一ステージで終わりのようだな」


　声は、屋敷の方から聞こえた。


　目をやれば、どこかから見物していたのだろう。勝ちほこった笑みを浮かべながら、ガイウスさんが、ゆっくりとした足取りでこちらに向かって来る。


　彼はあたしに目をやって、


「──侵しん入にゆうしてきた夜、あんた、今の術を使ってたろう？　それで魔道士協会に連絡して、この五日のうちに、同じ術を使える者たちを揃そろえた、というわけだ」


　……くっ……魔道士協会にすら影響力を持ってたか！


「さて──ゲーム・エンドだ。


　捕まえろっ！」


　ガイウスさんの命令に、六人の魔道士たちは、かすかに体をふるわせた。


　そして──しばしの沈ちん黙もく。


「どうした!?　体術が苦手なら術で眠らせてもかまわんのだぞ！」


　彼のことばに、またもや小さく体をふるわせる魔道士たち。


　……これって……ひょっとして……


「──翔封界レイ・ウイングを使える魔道士を探した──って言ったわね」


　あたしは視線を、ガイウスさんから、手近にいる魔道士のひとりに移して言った。


「……ほかの術は……？」


　ぴぴぴくぅっ！


　あたしのそのひとことに、魔道士たちの顔がまともに引きつった。


　……やっぱし……翔封界レイ・ウイング以外まともに使えないでやんの……


「炸弾陣デイル・ブランド」





　どぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！





　あたしの手かげん呪文一発で、まともに吹っ飛ぶ魔道士一同。


　ガイウスさん、この魔道士軍団をよほど信しん頼らいしていたのか、もはやあたりにほかの警備員はいない。


　くわえて屋敷はすぐ目の前。


「──第一ステージ・クリア、ね。どうやら」


　ぼーぜんと佇たたずむガイウスさんに向かって、あたしはにっこりほほえみながら言ったのだった。





　そして──


　コードゥェル邸ていの中庭が、第二ステージの舞台となった。


　魔道を禁じられたガードナーと、パリス＝コードゥェルの一騎打ち。


　決闘の方法を決め、見届け人となるのはほかでもない、エレミー自身である。


　あたしとガードナー、そしてガイウスさんの三人が、屋敷の中庭へとやって来たその時には、すでにすべての準備は整っていた。


　あたりに並ぶ武器の数々。トゲ鉄球鎖モーニング・スターに波刃剣フランベルジユ、槍斧ハウルバードに戦斧バトルアツクス。


　数十種類の武器に囲まれ佇むのは、オレンジ色のひらひらドレスに身を包み、優ゆう雅がな礼を送るエレミーひとり。


「……パリスは……？」


　苦い表情で問うガイウスさんに、エレミーは、夢見るような表情で言った。


「逃げましたわ[image: ]」


『……は……？』


　あたしとガードナーの目が点になる。


　しかしガイウスさんは、さしてあわてた様子もなく、


「えぇいっ！　やっぱり逃げおったか！　誰か！　パリスの奴を探してこい！　必ず屋敷の敷地内にいるはずだ！　あやつに一人で家から出る度胸などないっ！」


　……なんか……誰かさんと似たよーなこと言われてるなー……


「こ……これって一体……？」


　問いかけるあたしに、エレミーは静かな口調で、


「ガイウスおじさまの命令で、この中庭まではいらっしゃったんですけど……


　決闘のルールを説明しましたら、お逃げになりましたの」


「……ルール？」


「ええ。


　わたくしのために殿方どうしが戦って、万一のことがあっては、と思いまして。


　この武器を自由に使い、どちらかが意識を失った時点で勝負は終わり、ということにしましたの」


　……それ……ふつーは死ぬと思う。


　ルールの説明を聞いて、横でガードナーもふるえはじめていたりする。


　しかし、エレミーやガイウスさんの、パリスに対するセリフからすると、ひょっとすると……


「ね……ねえエレミー、開くけど、あなた前に、『パリスはガードナーに似てる』って言ってたわよね。


　それってもしかして……


　性格面での話？」


「もろろんですわ[image: ]」


　あああああああっ！　やっぱりぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！


「け……けど、『男らしい』って……!?」


「男らしいですわ[image: ]　ガードナーもパリスも[image: ]


　いやなことをおしつけられて、いやとははっきりと言えず、その場は笑って、あとで陰かげでめそめそしているところなんか特に……[image: ]


　ふつうの殿方には真似できませんわね[image: ]　あれは[image: ]」


　……お……男らしいとゆーのか……？　そーゆーのを？


　まあ、エレミーの価値観がタダモノではないことは知っていたつもりだったが……


　などと話をしていると、やがて、使用人たちに後ろからはがいじめにされ、やって来たのはひとりの男。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がん長身で、甘いマスクはいまや恐怖の色と、どとーの涙で染められていた。


「いやだぁぁぁぁぁっ！　決闘なんていやだぁぁぁぁぁぁっ！　父さぁぁぁぁんっ！　助けてぇぇぇぇぇっ！」


　そこにガイウスさんの叱しつ咤たの声が飛ぶ。


「えーいやかましいっ！……ったく……わが息子むすこながら情けないっ！


　すこしは度胸をつけさせてやろうとわざわざこの場をもうけたというのに逃げ出すとは情けないっ！


　男なら、覚かく悟ごを決めて勝負せいっ！」


　……なるほど。ガイウスさんがあたしの提案をいともあっさり受けたのは、そういうもくろみもあったからか。


　パリスくんは、救いを求めるかのように、あたりに視線をさまよわせ、やがて、何やら感じることでもあったのか、ふるえ続けるガードナーに目をやって、


「そ……そのひとっ！　決闘の相手のガードナーさんですね!?　ねえっ！　やめましょうよっ！　こんなことっ！　お願いですからっ！」


「……そ……そーですね。やめましょーか」


「まあ!?　ガードナー！　わたくしのことを愛していないの!?」


「い……いや！　そういうわけじゃあないんだエレミー！　ただなんていうか……怖こわいっていうか逃げ出したいだけで……！」


　とっさにつっこむエレミーに、あわてて言い訳になってない言い訳をするガードナー。


　エレミーは、こんどはパリスの方を向き、


「パリスは──あなたはわたくしのことを愛していてくださらないのですか!?」


「愛してないッ！」


　ほとんど悲鳴に近い声を上げるパリスくん。


「だ……だってエレミーさん、ぼくのこといじめるんだもんっ！」


「まあ[image: ]」


　パリスくんのことばに、なぜかエレミーは顔を赤らめて、


「それはつまり──殿方がよくおっしゃる、『いやよいやよも好きのうち』という奴ですのね[image: ]」











[image: ]








「ちがうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」


　そんな三人をぼーぜんと眺ながめながら、やがてあたしはその視線を、隣に佇むガイウスさんの方へと向けた。


「……どーするんです……？　これ……？」


「……いや……わしにどーすると言われても……」


　疲れ切った声で問うあたしに、ガイウスさんは、疲れ切ったまなざしでそうつぶやいたのだった。





──結局──


　最後には、ガードナーとパリスの二人が泣きだして、決闘はお流れになったことだけは述のべておく。





「──いろいろとお世話になりました」


　言ってエレミーは、ペコリ、とあたしに頭を下げた。


　決闘未み遂すい事件のあったその翌日。


　ガイウスさんは、エレミーを実家へ送り返すことにしたらしい。ここからベルナ・シティまでは、エレミーとガードナーとの二人旅。


　あたしはここでお別れである。


　気を利きかせた──と言えば聞こえはいいが、本ほん音ねを言えば、つきあい切れん、とゆーのが正直なところ。


　依頼料はすでにもらっている。


　ガードナーが持っていなかったので、エレミーが立て替えたのだ。


　おそらく彼はその借金を返すまで、それをネタに彼女にいじめ続けられることだろう。


　……ま……当人がそれで満足ならいーんだけど……


　ガイウスさんが、クローブさんにあてた手紙にはこうある。


　──パリスとガードナー、どう転んだところで根性なし。なら、好きあっている者どうしがいっしょになるべきだ──


　ガードナーとエレミー、去りゆく二人の後ろ姿を眺めながら、あたしは思ったのだった


　……あの手紙読んだら泣くだろーな……クローブさん──


　と。




（根性なき戦い：おわり）















　　あとがき






神坂一＋Ｌ









作：まいどどぉもっ！


　　ながらくお待たせしましたっ！　スレイヤーズすぺしゃる[image: ]『打倒！ 勇者様』をお送りしますっ！


Ｌ：れーせーに考えてみると、『すぺしゃる』を出すのって、ほとんど一年ぶりになるのよねー。


作：そうそう。担当さんに指し摘てきされるまで気づかなかったけど。


Ｌ：……またそーゆー無責任な発言を……


　　ところで──本編八巻であたしの正体バラしちゃったわけだけど……ンでもやっぱしあとがきこの形式でいくわけ？


作：いーんじゃないの？　今から形式変えるってぇのもナンだし。


Ｌ：なるほど。作者公認なわけね。


　　……と、ゆーことは……んっふっふっ……


　　あんたを植うえ木き鉢ばちかなんかでどつき倒してあとがき占せん領りようしたところで文もん句くなし！　っつーわけねっ!?


作：はぁうっ！　そう来るかぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?







　がすっ！







Ｌ：……ふっ……たあいもない……


　　おーしっ！　ひさかたぶりにやるわよっ！


　　作者にかわっての独どく占せんあとがきっ！















　　あとがき






作者代理『Ｌ』







　いやー。前のページであれだけロコツに作者沈しずめておきながら、今さら『作者代理』もないよーな気はするんですけど。


　ま、いちおー気分とゆーことで。


　さっきのページであったよーに、本編八巻のあとがきで、あたしの正体バラしたわけで、とーぜんそれまでに気づいてたひとは気づいてたんだけど──


　ンじゃあなぜ『部下Ｓ』は『部下Ｒ』じゃないのか、とまで考えるひとはほとんどいなかったよーですねー。


　そう。あたしの『Ｌ』は『ロード』の『Ｌ』じゃなく、名前の方の頭文字だったりするわけです。


　……ま……いろいろ書き進めてるうちに、原形モデルとはほとんど別物になっちゃってますけどねー。


　モノを書き続けていると、いろいろ設定が変わってくる、とゆーことはよくある話で、作者自身、いきおいで書いたこの『スレイヤーズ』シリーズがここまでひろまるとは思ってなかったよーですから。


　それが証しよう拠こに一巻目で、いきなりほぼ最強のキャラを倒しちゃってますし。


　ところが──おかげさまで、作者の予想をはるかに上回るご好評をいただいて、あれよあれよといううちに、ゲームソフトも出たりして。


　……うっ。うっ。ずいぶん立りつ派ぱになったものねー。おかーさんはうれしーわよ。


　そういえばこのスレイヤーズ、ゲームのほかにもいろいろと計画が進行しつつあるという噂うわさ。


　──ちぃっ！　しまった！　そのあたりのことを吐はかせるまで、作者生かしとくんだった！（死んでない死んでない）


　まあ、いかにも思わせぶりなこのあたりの『計画』については、発表できる段階になり次第、ドラゴンマガジンあたりで告知があるはずですので。


　さてそーなると問題なのは、スレイヤーズ本編第二部が、無事にはじまるかどーかですねー。


　そこで、Ｌの勝手に大予想！　スレイヤーズ二部はこうなる!?







[image: ]赤ル眼ビのー魔ア王イの残りがぞろぞろ出てきて、世界はめでたく闇やみに滅めつする。


[image: ]覇王ダイナストグラウシェラーや海王デイープ・シーダルフィンが次々出てきてぽこぽこやられる。


[image: ]郷く里にの姉ねえちゃんがいきなり出てきてリナが連れ帰られて終わる。


[image: ]主役があたしになる。


[image: ]作者が逃げてはじまらない。







　……自分で予想しといてなんだけど……[image: ]あたり、シャレになってないよーな気も……


　しかしともあれ確実なのは、開始当初は『ガウリイの剣さがし』でしょーねー。


　作者も、担当さんとかに聞かれてそう答えてたみたいだし。


　実際あのキャラ、対魔族用の武器がないと、単なる腕のいい剣士だし。


　けど今後の展開、れーせーに考えてみれば、一巻で魔王、第一部の終わりではその腹心と、なんかだんだん『最後の敵』が弱くなってるよーな……


　とするとまさかッ!?　第二部最後の敵は『そこいらのチンピラ』とか『変な虫』とか!?


　……ンなわきゃないか……たとえ作者がやろうとしても、まわりのみんなが止めまくるわな。


　作者のスケジュール表を見れば、すぺしゃるの次の巻が出て、来年の春ごろにいよいよ第二部開始、とゆーことですけど……


　なにしろ、『未来はわからないから面おも白しろいっ！』なんぞとほざく作者のことですから。


　ま、アテにしないで待っててやってください。


　……と、ゆーことで、今回はこのへんで。


　それじゃあみなさんっ！　またいつかっ！







あとがき：おわり
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